
































ミコシバさん




柴犬のお嫁さん、はじめます。








結都せと
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電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　世の中には、理り不ふ尽じんなことがたくさんある。




「は？　結婚……ですか？　私が？」

　唐とう突とつに告げられた言葉に目を丸くし、里り穂ほはそう問い返した。肩かたに掛けていた鞄かばんを危あやうく落としそうになり、慌あわてて取っ手を摑つかむ。

「さようでございます、小こ谷たに里穂様。このたびあなたには、ミコシバ様と結婚していただくことになりました。おめでとうございます」

「いや、おめでとうって……」

　商店街の福引で特等が当たりました的なノリで言われても──全然おめでたくないんだけど。ニコニコと柔にゆう和わな笑えみを浮かべる老ろう紳しん士しに、里穂は内心でツッコミを入れる。そもそも、ミコシバって誰だれだ。

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめ、里穂はまじまじと目の前の相手を見つめた。

　後ろにきれいに撫なでつけられた灰色の髪かみ、理知的な印いん象しようを与える銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがね。引き締まった細身の体たい軀くを黒のお仕着せに包んだ、まさにどこかの貴族に仕つかえる執しつ事じといった風ふう貌ぼう。安アパートが立ち並ぶ下町の一角には、あまりにも似つかわしくない存在だ。

　いつものように学校へ行って、いつものように授業を受けて、いつものように帰宅したら、家の前でこの人が待っていた。

　築ちく五十年は経過している古アパートの一階の角部屋。濁にごった蛍けい光こう灯とうの光の下に立つ人影に気づいて目を丸くした里穂に、白しら鳥とりと名乗った彼が告げたのが、先ほどの結婚話だったのだが。

「あの……事情がさっぱり飲み込めないんですけど」

　突然やってきて「結婚していただくことになりました」と言われても、まったくわけがわからない。困こん惑わくしながら説明を求めると、白鳥は「これは失礼いたしました」と丁てい寧ねいに頭を下げた。

「先ほどご説明した通り、我わが主人であるミコシバ様が、あなたとの結婚をお望みでして。まずはあなたにお会いしたいとおっしゃいましたので、こうしてお迎むかえに参ったのです」

「はぁ……でも、ミコシバさんって誰なんですか？　私には心当たりがないんですけど」

　十六年間の記き憶おくを思い返してみても、「ミコシバ」という人物に覚えはない。もちろん、里穂が把は握あくしている限りの父の交友関係にもそんな名前の人はいなかったはずだ。

「ミコシバ様は、犬いぬ守もり市しという街を治める大おお地じ主ぬしでございます。代々犬守の土地を管理し、守り続けてきた存在──簡単に言えば、財産と権力を持ち合わせた大だい富ふ豪ごうといったところですね」

　白鳥の言葉に、里穂は再び「はぁ」と感かん嘆たんともため息とも取れぬ息をついた。あらゆるものを持ち合わせた大地主だなんて、ますます縁えんのない存在だ。

「それで、どうしてそんな人が私を結婚相手に選んだんですか？」

「実は、ミコシバ様とあなたのお父様である晴はる喜き様は、以前から懇こん意いにされておりまして」

「父が!?」

　思わず、里穂は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　自由奔ほん放ぽうと言えば聞こえはいいが、優ゆう柔じゆう不ふ断だんで自分勝手。金きん銭せん感覚にも時間にもだらしなくて、よくふらりといなくなる放ほう浪ろう癖へきあり。そんな甲か斐い性しようなしの父親が、大富豪と知り合いだったなんて驚きだ。

「はい。ミコシバ様は、以前からあなたのことを気にかけておられました。そしてこの機会に、ぜひあなたを嫁よめとして迎えたいとおっしゃっているのです」

「私を、お嫁さんに？」

　問い返すと、白鳥は笑顔のまま頷うなずいた。

（見ず知らずの大金持ちから突然の求婚──これってもしかして、すっごいシンデレラ的展開!?）

　マンガやゲームの世界では、よくあるお話だ。恵まれない環かん境きようにいる女の子が、ある日いきなり大富豪のイケメンからプロポーズされ、一気に華はなやかな世界に飛び込んで幸せになる。里穂も憧あこがれたことがある王道の展開だ。

　だけどそれは、あくまで架か空くうの世界でのお話であって、現実ではありえない。自由すぎる父親に家計を圧あつ迫ぱくされ、万年貧びん乏ぼう生活を送る里穂の身には絶対に起こらない事態だと思っていたのに。

（ミコシバさんと結婚すれば、バラ色の将来が約束される……もう光熱費の支払いに苦しむことも、家や賃ちんの催さい促そくに怯おびえることもないんだわ！）

　胸むねの前で両手を握にぎりしめ、里穂は目を輝かがやかせた。突とつ如じよ転がり込んできた幸運に、おのずと胸が躍おどる。

　神様、どうもありがとう！　と、普ふ段だんは認識さえしない存在に心から感謝した。

「私、なります！　ミコシバさんのお嫁さんになります！」

　後先考えず、里穂はそう返事をする。ミコシバさんがどんな人物なのかとか、十六歳の高校生の身で結婚だとか、一人残される父のことだとか──そういったものはすべて後回しにして、里穂は目の前の幸運に飛びついた。




　白鳥が運転する車に乗せられ、走ること約三十分。

　窓の外の景色は、ごちゃごちゃとしたビルの群むれから一転して、のどかな田園風景に変わっていた。夕暮れの空の下、稲いねを刈かり取られた田んぼの中にちらちらと民家が点在している。

（ずいぶん遠くに来ちゃったみたい）

　ガラス越しに外を眺ながめながら、里穂はぼんやりとそんなことを考える。先ほどは興奮のあまり二つ返事で結婚を了りよう承しようしてしまったが、冷静になって思い返してみると、かなり大それた決断をしてしまった気がする。

　だけどこれも、幸せを摑むためだ。だってこんなチャンス、もう二度とないかもしれない。せっかく明るい未来が待っているというのに、それを無む駄だにするなんてもったいないじゃないか。

　そう自分に言い聞かせ、里穂は湧わき上がってきた不安を心の底に押し込めた。

「あの、今さらなんですけど。私、こんな格かつ好こうでよかったんでしょうか」

　ふと思い至いたって、運転席の白鳥に声をかける。善ぜんは急げということで、通っている高校の制服のまま来てしまったが、初対面の結婚相手に会うには失礼ではないだろうか。まあ、手持ちの私服に着替えたところで、それらしい服装にはならないのだが。

「構いませんよ。こちらも急な訪問でしたから。それに、学生さんであれば制服は正装にあたりますので、問題ありません」

「そうですか……よかった」

　返ってきた言葉に、里穂はホッと胸を撫で下ろした。とっさの判断だったが、間違ってはいなかったらしい。

　それきり、車内に静せい寂じやくが戻る。お金持ちが使用する車だけあって、エンジン音はほとんどしない。あまり舗ほ装そうがよいとは言えない田舎いなか道みちでも振しん動どうは少なく、乗り心地ごこちもなかなか快適だ。

「ところで、ミコシバさんってどんな人なんですか？」

　このまま乗り心地を堪たん能のうしようかとも思ったが、結婚すればこの先も乗ることになるだろうし、せっかくだから自分の結婚相手のことを聞いておこう、と里穂は口を開いた。

　大金持ちで、街一つを治める権力者で、父とは古くからの知り合い。今までにわかっている「ミコシバさん」情報はこれだけだ。

　どんな性格なのか、どんな容姿をしているのか、歳としはいくつなのか──そういった基本的な人物像を、里穂はまだ何も知らない。

「そうですねぇ……一言で言えば、非常に可か愛わいらしいお方、でしょうか」

「可愛い？」

　予想もしなかった答えに、里穂は目を瞬しばたたいた。父の知り合いだというから、同じ四十代くらいの男性を想像していたのだが──可愛いとは、一体どういうことだろう。

「さようでございます。ミコシバ様はとても愛あい嬌きようのあるお方でして、街の人からもずいぶん慕したわれております。外を歩けば、誰もが歓かん声せいを上げて駆かけ寄ってくるほどですよ」

　白鳥の説明で、里穂の中にあったミコシバさん像はますます混乱した。可愛いっていうくらいだから、イカついおじさん系ではないのだろうか。それとも、愛嬌があるのは仕草や立ち居振る舞いのことであって、見た目とのギャップに萌もえるとか？

　もしかしたら、意外と若い人だったりして──いや、逆にものすごいおじいちゃんなのかもしれない。だとしたら、世間体的にどうなんだろう。

「あの……父とミコシバさんって、どういった知り合いなんですか？」

　かすかに嫌いやな予感がして、里穂はおそるおそる問いかける。よく考えてみれば、あの父親が大富豪と知り合いだなんて、どうにも胡う散さん臭くさい話だ。

「晴喜様とミコシバ様は、いわゆる飲み仲間という関係です。以前、とある屋台で偶ぐう然ぜん相席になり、意気投合されたようで……それ以来、よくお二人で飲みに行っておられました」

「はぁ……屋台、ですか」

　大地主が屋台？　と不ふ思し議ぎに思いつつも、里穂は頰ほおを引きつらせる。

　六歳の時に母を亡なくして以来、節約を重ねて日々の生活をやりくりしてきたというのに──あの父親、やっぱり里穂の知らないところで酒にお金を落としていたのか。

「とはいっても、ミコシバ様はお酒が飲めませんので、晴喜様一人が飲まれておりました。そして、いつもお代を払わずミコシバ様に肩代わりさせていたのです」

「ええっ!?」

　静かな車内に、里穂の驚きよう愕がくの声が響ひびき渡る。いくら気の合う飲み仲間でも、毎回代金を肩代わりさせていたなんて、ずいぶんと失礼な話だ。

　何やってんのよ、もう！　と、里穂はこの場にいない父親に内心で文もん句くを言う。

「しかし、晴喜様にはそのツケをお返しいただく意思がないようでして──結局、一いつ銭せんも払うことなく行方ゆくえをくらませてしまったのです」

「ゆ、行方をくらませたって……どういうことですか!?」

　目を丸くして、運転席の方へと身を乗り出す。そんな話、何も聞いてない。

　昔からよくふらりといなくなってはいたが、借金を残したまま失しつ踪そうだなんて──何を考えてるんだ、あの父親は！

「さすがにツケが溜たまりすぎましたので、見かねたミコシバ様が催促の連絡を入れたのです。ところが、晴喜様は『これから旅に出る』と言って電話を切ってしまわれた後、消しよう息そくが摑めなくなってしまいまして」

　白鳥の話に、里穂は返す言葉を失う。何だか、頭が痛くなってきた。

「そこで、わたくしが様子を見に伺うかがったところ、このようなものを見つけたのです」

　信号待ちで停車した隙すきに、白鳥が一枚の紙を差し出してくる。受け取って目を落とすと、『捜さがさないでください』という一文が視界に飛び込んできた。殴なぐり書きのような乱雑なものではあるが、間違いなく父の筆ひつ跡せきだ。

「どうしたものかとミコシバ様に指示を仰あおぎましたら、『それでは仕方がない、娘を連れてこい』と言われまして。こうしてご一緒いただいているというわけで──」

「ちょ、ちょっと待ってください！　さっきと話が全然違うじゃないですか！」

　淀よどみなく語る白鳥を、里穂は慌てて遮さえぎった。胸の奥で心しん臓ぞうが激しく脈みやく打うち始める。同時に、嫌な予感がどんどん大きく膨ふくらんでいった。

「違いませんよ。ミコシバ様は『お金を返せないのであれば、娘のあなたに代わりとして家に入ってもらう』とおっしゃいましたので」

　さらりと言ってのける白鳥に、里穂は啞あ然ぜんとした。確かに、大おお筋すじは間違っていない。だけど、事情がまったく違うじゃないか！

（これって、要するに『借しやつ金きんのカタに結婚しろ』ってことでしょ？）

　溜め込んだツケを払わず失踪した父の代わりに、娘の里穂に身体からだで奉ほう公こうしろと言っているのだ。そう理解した途と端たん、全身からサッと血の気が引いていく。

　さっきまで描いていたバラ色の未来が、ガラガラと音を立てて崩くずれ去った。代わりに現れたのは、不安と絶望に塗ぬり尽つくされた鈍にび色いろの現実。

（どうしよう……逃にげたい）

　詳くわしい話も聞かず、結婚を承しよう諾だくしてしまったことを後こう悔かいする。だが、今からでもなかったことにしてもらえないだろうか。見ず知らずの相手の元に質代わりに嫁入りするくらいなら、働いて少しずつでも借金を返した方がマシだ。

「あ、あの……ちなみにこの話、断ったらどうなります？」

　おずおずと白鳥に問いかけたその時、信号が青に変わって再び車が動き出した。

「さあ……どうでしょうねぇ。ミコシバ様は確かに可愛らしいお方ですが、一度お怒りになると手がつけられなくなりますので──これでも、寛かん大だいな処置でございますよ？」

　暗に「断ったらタダじゃすまない」と匂におわせる白鳥に、里穂は「ひっ」と身をすくめた。膝ひざの上に置いた鞄を、思わずぎゅっと抱だきしめる。

　今すぐにでもここから逃げ出したいが、車はすでに走り出した後だ。それに、たとえ上う手まく逃げられたとしても、相手はあらゆる手段を使って里穂を捜し出すだろう。何の力もない普通の高校生である里穂が、その追跡から逃のがれられるとは到とう底てい思えない。

（何で私がこんな目に……全部あのバカ父のせいじゃない！）

　何の疑いもなく話に乗ってしまった里穂にも責任はあるが、元はと言えばあの父親がすべての元げん凶きようだ。

（私の身に何かあったら、今度こそ親子の縁を切っちゃうからね！）

　どこにいるのかも知れない父に心の中で恨うらみ言ごとを呟つぶやいて、里穂は大きく肩を落とした。




　ほどなくして、白鳥が運転する車が静かに停車した。

「着きましたよ」

　後部座席で身を硬かたくしていた里穂に、白鳥が声をかけてくる。鞄を握りしめたままうなだれていた里穂は、のろのろと顔を上げた。

　窓の外に見えたのは、どこまでも続く漆しつ喰くいの壁かべ。その向こうには、夕陽の残光を反射する黒い屋や根ね瓦がわらが見える。予想はしていたけど、なかなか立派な純和風の大きな屋や敷しきだ。

「どうぞ、奥様。足元にお気をつけください」

　運転席から降りてきた白鳥が、そう言ってドアを開けてくれる。名前ではなく「奥様」と呼ばれたことからして、もう逃げられないのだという意図がひしひしと伝わってきた。

　一つ深呼吸をして覚かく悟ごを決め、里穂は車を降りる。

（すごい豪ごう邸てい……まさか、黒い服を着た怖い人たちが待ち受けてたりしないよね？）

　街一つを治める権力者で大金持ち、普段は温おん厚こうでも怒るととてつもなく恐おそろしい人──となれば、もうその道の人としか思えない。

　品のよい老紳士というイメージだった里穂の中のミコシバさん像は、今やすっかり逆のものになっていた。

「さっそく、旦だん那な様さまの元へご案内いたしましょう」

　そんな里穂の心中には気づかず、白鳥が促うながす。思わず肩を震ふるわせて振り返ると、白鳥は「こちらですよ」と歩き出した。このまま逃げ出してしまいたくなる衝しよう動どうに何とか抗あらがい、里穂はその後を追いかける。

　カラカラと小気味よい音を立てて、玄げん関かんが開いた。扉とびらの向こうに黒服の男たちがずらりと整列しているのではないかと思ったが、予想に反してそこには誰もいない。

　拍ひよう子し抜ぬけしながら、里穂は「お邪じや魔まします」と呟いて中に入った。白鳥の案内に従って、長い板張りの廊ろう下かを何度も曲がって進んでいく。

　その間も、家人はおろか使用人らしき人間も見かけなかった。家の中には塵ちり一つ落ちていないのに、里穂たち以外の人間の気配はなく、がらんとしていて寒々しい。

（何かこれ、変じゃない？）

　人の姿が見当たらないことで、余計に不安になってきた。これだけ大きな屋敷なのだから、使用人の一人や二人はいるはずだ。なのに、ここまで誰とも出会わないなんて、ちょっとおかしい。

（そういえば、昔持ってた絵本に、そういう話があったような……）

　まだ母が生きていた頃、読んでもらったことがある。

　村で一番美しい娘の元に、ある日突然身なりのよい男がやってきて求婚する。娘は二つ返事でそれを了承し、後日改めて迎えに来た男の従者に連れられて山奥の屋敷にやってきた。だがそこに人間は一人もおらず、代わりに大きな山犬の化け物が待ち受けていて──。

　その話の結末を思い出し、里穂はぞくりと身を震わせた。これ、まったく同じ展開なんですけど!?

（いやいやいや、でもあれは絵本の中のお話だし、そもそも私美人でも何でもないし、現実にそんな化け物がいるわけないし！）

　慌てて首を振って、不吉な考えを打ち払う。落ち着け、と自分に言い聞かせ、一つ深呼吸をした。

「奥様」

「ひゃいっ!?」

　白鳥に呼ばれて、里穂はひっくり返った声を上げた。

「顔色が優すぐれませんが、どうかなさいましたか？」

「いえ、何でもありません！　大丈夫です！」

「さようでございますか。では、改めて……こちらが、ミコシバ様のお部屋になります」

　足を止めた白鳥が示したのは、屋敷の奥にある一室だった。

「準備はよろしいですか、奥様」

「は、はい！」

　背筋を伸ばして答えると、白鳥は静かに頷いて部屋の方へ向き直る。

「旦那様、小谷里穂様をお連れいたしました」

「うむ、入れ」

　障しよう子じの向こうから、尊そん大だいな言葉が返ってきた。やや高めのその声は、意外と若々しい。

「さあ、どうぞ」

　障子を開けた白鳥に促され、里穂は俯うつむきながらおそるおそる前に出た。胸の奥で、心臓がどきどきと高鳴っている。いよいよ、ミコシバさんとご対面だ。

　この先に、どんな人物が待っているんだろう。とにかく失礼がないようにしなきゃ。怒らせたら、何をされるかわからない。まずは穏おん便びんに話を済ませ、何とかしてこの結婚話を白紙に戻してもらおう。

　心を決めて、里穂は顔を上げた。緊張と不安で手に汗をにじませながら、部屋の中へ一歩足を踏ふみ入れる。

「よく来たな、里穂。待っていたぞ」

　先ほど聞こえてきたのと同じ声のした方へ視線を向け、里穂は悲鳴を上げそうになった。

　十二畳じようほどの広さの部屋の真ん中、座布団の上にちょこんと座っていたのは、

「い……犬!?」

　どこからどう見ても、犬だった。

　ピンと尖とがった三角の耳、茶色い毛に覆おおわれた丸みのある身体、背中の上にくるりと巻き上げられた尻尾しつぽ。頰の辺りから白っぽくなった鼻先はすらりとして精せい悍かんな印象を与えているが、くりくりとした黒い瞳ひとみとその上にある白い斑はん点てんがそれを和やわらげている。

　日本犬特有の凜り々りしさと愛らしさを併あわせ持つ風貌──確かこれは、柴しば犬いぬという種類だ。
















　結婚相手の元に案内されたはずなのに、どうしてその人物がいるべきところに犬がいるんだろう。里穂の頭の中に、次々と疑ぎ問もん符ふが浮かんでくる。

（まさか、本当に犬の化け物が──ううん、そんなことあるわけないじゃない！　きっとあれは、人形か何かよ！）

　こんなところに犬なんているはずがない、という思いが、現実を受け止めることを拒きよ否ひする。

　だってほら、行ぎよう儀ぎよく前足を揃そろえて座布団の上に座っている姿は、ちょっと大きめのぬいぐるみのようにも見える──だが。

「私がこの家の主あるじ、神み子こ柴しばだ。今日から君の夫となる。よろしく頼むぞ、里穂」

　器用に口元を動かして、その柴犬が言った。

　ああ、これ、見たことがある。有名な某ぼう携けい帯たい電話会社のＣＭに出てくる白い犬がしゃべっているのと同じだ。

　やっぱり、本物じゃなかったんだ。ホッと胸を撫で下ろすと、里穂は白鳥を振り返った。

「白鳥さん、これはどういうことですか？　一体、何の冗じよう談だん──」

「冗談ではないぞ。里穂、君は今日から私の嫁になる。これはもう決まったことなのだ」

　白鳥に詰つめ寄る里穂の背後で、再びあの声がした。ぎこちなく首を巡めぐらせると、さっきまで座布団の上に座っていた柴犬のぬいぐるみが、とてとてとこちらに歩み寄ってくる。

「えっ!?　うご……動いたっ!?」

　思わず、我が目を疑った。作りものだと思っていた存在がいきなり動き出したものだから、里穂は軽くパニックになる。

「そりゃ動くぞ。私だって、生きているからな」

「い、生きて……？　じゃあ、やっぱり妖よう怪かい変へん化げっ!?」

「誰が妖怪変化だ、失礼な！　私は正しよう真しん正しよう銘めい、生身の柴犬──ミコシバ様だ」

　すごいだろう、と言わんばかりに、柴犬──神子柴が胸を張る。その動きはやたら滑なめらかで、とても機械仕掛けとは思えない。

「き……きゃああああああああああっ！」

　目の前にいるものが本物の犬だとわかった途端、里穂は悲鳴を上げて後ずさった。

「おお、見たか白鳥！　里穂は私の可愛さに驚いているようだぞ！」

「はい。やはり、旦那様の可愛さは万人を虜とりこにするようでございますね」

「いや、違うから！　驚くとこ、そこじゃないから！」

　ズレたところで納得し合っている二人──いや、一人と一匹に、里穂は思わずツッコミを入れる。

「ああ、里穂は私のようなしゃべる犬に会うのは初めてだったか。それはさぞ驚いただろう。すまんすまん」

　まったく悪びれた様子もなく、神子柴が笑う。その証しよう拠こに、パタパタと左右に揺ゆれる尻尾はとてもご機き嫌げんそうだ。

「そうじゃなくて！　何で犬が……しかも結婚って……！」

　何もかも常識はずれなことばかりで、里穂の頭は大混乱だ。父が借金を残して失踪し、そのカタに見ず知らずの相手との結婚を迫せまられ、しかも夫として紹介されたのはしゃべる犬で──もはや、どこからツッコんでいいのかわからない！

「何だ、白鳥。結婚について、里穂に何も説明しなかったのか？」

「いえ、一通り事情はお話ししたのですが──ああ、旦那様が犬だということは、お伝えし忘れておりました。この白鳥としたことが、一生の不覚でございます」

　一生の不覚などと言いつつも朗ほがらかに笑っている白鳥に、里穂は恨うらみがましい視線を向ける。この人、絶対わざと黙だまっていたに違いない。

「まあ、細かいことはいいじゃないか。今日から里穂は私の嫁、この家で一緒に暮くらすのだからな」

「全っ然、よくないよ！」

　力いっぱい否ひ定ていすると、神子柴が不思議そうに首を傾かしげた。

「何な故ぜだ？　私と結婚すればいいことだらけだぞ。雨や寒さに震えながら寝ね床どこを探す必要はないし、食べ物を手に入れるためにゴミを漁あさる必要もない。屋根のある家に温かい布団、一日三回食事つき、何ならおやつもつけていいぞ」

「だから、そうじゃなくて！」

「何だ、まだ不満があるのか。よし、では特別に私のお尻しりをもふらせてやろう。いつもは絶対に他人に触さわらせない、自じ慢まんのお尻だぞ！」

　そう言って、神子柴が里穂に尻を突き出してきた。ふわふわの毛に覆われたそれは確かに触り心地がよさそうだが、発言はただのセクハラだ。

「や、やだ！　近寄らないで！」

「何!?　この私のお尻に惹ひかれないだと!?　こんなにもプリプリもふもふなのだぞ!?」

　信じられないといった顔で神子柴が目を丸くする。信じられないと言いたいのは里穂の方だ。

（もうやだ、今すぐここから逃げ出したい！）

　泣きたくなるのをこらえながら、里穂はじりじりと後退した。だが、

「どこへ行かれるのですか、奥様」

　あっという間に、白鳥に背後へ回り込まれてしまう。

「何故逃げるのだ、里穂。こんなにも可愛い私の嫁になれるというのに」

　小首を傾げた神子柴が、心底不思議そうに問いかけてくる。里穂が後ずさった分、じわじわと距離を詰めながら。

「可愛いとか可愛くないとか、そういう問題じゃなくて！　とにかく、犬と結婚なんて絶対ありえないから！」

「里穂」

　強い声こわ音ねで呼ばれて、里穂はびくりと肩をすくませた。視線を落とすと、神子柴がまっすぐに里穂を見上げている。

「どれほどの財産や権力を持っていても、相手が犬では結婚できないと言うのか？」

　神子柴の声が、わずかに真剣味を帯びた。ついさっきまで上機嫌に振られていた尻尾はぴたりと止まり、全身の毛がわずかに逆さか立だっているように見える。

（お、怒ってるの……？）

　車中で聞いた白鳥の話を思い出す。神子柴は普段は温厚だが、怒ると手がつけられなくなるのだ、と彼は言っていた。もし機嫌を損そこねるようなことをすれば、どうなるかわからない、とも──。

　ジワリ、と背筋に嫌な汗が浮かぶ。胸の奥で、心臓が早はや鐘がねを打った。

　頑かたくなに拒否する里穂の態度が、神子柴の逆げき鱗りんに触ふれたのかもしれない。だけど、こればかりはどうしても承諾することができないのだ。だって──。

「確かに、私は犬だ。君たち人間は、犬をはじめとする動物たちを自分より下に見る傾けい向こうがある。私は──そういう種族差別は嫌きらいだ」

　先ほどとは打って変わって、重く低い声で神子柴が言う。その迫はく力りよくに、里穂は怯ひるんだ。

「だが私は、そんな人間たちが持ちえないものを持っている。むろんそれは、財産や権力のことを言っているのではない」

　そこで神子柴が言葉を切り、溜め込むような間を置いた。思わせぶりな態度に、里穂はごくりと唾つばを飲む。

「そ、それは一体──」

「それは……私のこの、ふわふわもふもふのお尻だ!!」

「結局お尻かっ!!」

　くるりと身を翻ひるがえして尻を見せつけてきた神子柴に、勢いのままツッコミを入れる。どんな秘密が隠かくされているのかと内心ドキドキしていた、さっきまでの期待は何だったんだ。

「ほら里穂、恥はずかしがってないで触ってみろ。このもふもふ感、絶対やみつきになるぞ」

「お断りします！」

「頑がん固こな奴だな……仕方ない、こうなったら強きよう硬こう手段だ！」

　痺しびれを切らしたらしい神子柴が、里穂に飛びかかってきた。

「い、いやあああああああ！　近寄らないでっ！」

　盛せい大だいに悲鳴を上げて、里穂はとっさに白鳥の背後へ隠れる。

「奥様、そこまであからさまに避さけなくとも──」

「いや無理！　絶対無理！　だって私──犬が大っ嫌いなんだからあああああっ！」

　黒のお仕着せをギュッと摑んで、里穂は力の限り絶ぜつ叫きようした。




　神子柴との攻こう防ぼうから、数十分後。

　別室に通された里穂は、ぐったりと座ざ卓たくに突つっ伏ぷしていた。そんな里穂に、白鳥が熱いお茶を淹いれてくれる。

「奥様は、犬がお嫌いでしたか」

「……子供の頃、近所で飼かわれてた犬に触ろうとしたら、いきなり嚙かまれたことがあって。それから、犬は苦手なんです」

　あれは、里穂が五つの頃の話だ。どんな種類の犬だったかはもう覚えていないが、散歩中に出会ったその犬に触れようとしたところ、突然手を嚙まれたのだ。

　幸さいわい大したケガではなかったが、心には大きな傷が残ってしまった。それ以来、犬を見れば回れ右するほどの苦い思い出になっている。

「知らなかったとはいえ、怖い思いをさせてしまって申し訳ございません」

「いえ……私も、先に言わなかったのが悪いんです」

　最初に神子柴と対面した時、きちんと伝えるべきだったのだ。そうすれば、お互たがい嫌な思いをすることもなかっただろうに。

　部屋の隅すみに視線を向けると、細く開いた障子の隙間から顔を出している神子柴と目が合った。途端に、神子柴が慌てた様子で頭を引っ込める。

　里穂が犬嫌いだとカミングアウトして以来、神子柴はずっとあんな調子だ。遠くから里穂を見つめているものの、目が合うと逃げてしまう。だが、しばらくするとまた里穂の視界に入る範はん囲いに戻ってきていて、ちらちらとこちらの様子を窺うかがっているのだ。

　里穂のことが気になるが、犬が嫌いな里穂に近づくに近づけなくて、陰かげからひそかに見つめている──おそらく気を遣つかってくれているのだろうが、何とも居い心地ごこちが悪い。

「あの……近寄らなければ、入ってもいいよ？」

　微び妙みような空気に耐えかねて声をかけると、障子の向こうの影が跳はねた。しばらくして、隙間から白い鼻先が覗のぞく。

「……怒ってないのか、里穂」

　おそるおそるといった様子で、神子柴が問いかけてきた。黒い鼻がぴくぴくと動いて、必死に何かを探さぐっている。

「怒ってないよ。だから、ちゃんと話をしよう」

　できるだけ穏おだやかな声音で答えると、神子柴がゆっくりと顔を出してきた。器用に前足を使って障子の隙間を広げると、後は強引に身体をねじ込んでくる。

「待って、そこまで」

　神子柴の全身が入ったところで、里穂はストップをかけた。こちらに来ようとしていた神子柴が、困惑した様子で足を止める。

「話すって……ここでか？」

「お願い。それ以上は無理」

　懇こん願がんする里穂に神子柴は納得できないという顔をしていたが、やがて渋しぶ々しぶとその場に腰こしを下ろした。

　ちゃんと話をしようと言ったわりには遠すぎる距離感だが、仕方がない。これ以上近づかれたら卒そつ倒とうする。

「父が、大変ご迷惑をおかけしました」

　居住まいを正すと、里穂は神子柴に頭を下げた。

「あなたの好意に甘えてお金を借りていたこと、それを返すことなくいなくなってしまったこと、娘の私が代わりに謝ります。本当にごめんなさい」

　俯いたまま、里穂はぎゅっと唇くちびるを嚙む。母が亡くなってからずっと父と二人で暮らしてきたが、今回ほど途方に暮れたことはない。

　返す当てのない借金をして、あげく一人娘を残して失踪して。その尻しり拭ぬぐいをさせられる羽は目めになった里穂は、一体これからどうすればいいのだ。

（だけど……何とかするしかないよね）

　今さら泣こうが喚わめこうが、父が戻ってくることも、借金が消えることもない。頼りにできる人もいない。里穂一人で対処するしかないのだ。

「でも、いくら借金のことがあっても、この結婚だけは承諾できません」

　再び顔を上げ、里穂はきっぱりと告げた。

　どんなに借金を盾たてにして結婚を迫られようと、これだけは絶対に受けることができない。

　だって、相手は犬なのだ。どれほどの財産と権力を持っていたとしても、それだけで里穂にとっては「恐きよう怖ふの対象」でしかないのだから。

「何年かかっても、借金は返します。絶対に」

　神子柴は、何も言わなかった。代わりに、吸い込まれそうなほど澄んだ瞳がジッと里穂を見つめてくる。

「じゃあ私、帰るから」

　そう言って、里穂は立ち上がった。神子柴がいる場所からもっとも離れたところの障子を開け、廊下に出ようとする。

「里穂。どうしても、行ってしまうのか？」

　背後から問われ、思わず足を止めた。ゆっくりと振り返ると、部屋の隅に座っていた神子柴が寂さびしそうに鼻を鳴らす。ピンと立っていた耳は後ろに伏せられ、尻尾も力なく畳たたみの上に垂たれていた。

　あからさまにしょんぼりした姿にほんの少しだけ胸が痛んだが、いくら情に訴うつたえられても無理なものは無理だ。

「……ごめんなさい」

　そっと視線を落とした時、視界の隅で神子柴が動いた。ハッと顔を上げると同時に、茶色い塊かたまりが飛び込んでくる。

「ひっ……！」

　引きつった悲鳴を上げて、そのまま数歩後ずさった。だが、畳のふちに足を引っかけ、見事にすっ転んでしまう。

「痛……きゃっ!?」

　地味に打ちつけた腰をさすりながら起き上がろうとした里穂に、神子柴がのしかかってきた。

（か、嚙まれる！）

　ぎゅっと目を閉じて、顔の前に両りよう腕うでをかざす。過去の恐怖が甦よみがえり、ガタガタと身体が震えた。

　だが、いつまで経たっても痛みはやってこない。それでもじっと身を縮めていると、ふいに頰に温かいものが触れた。続いて、ぺろりと舐なめられる。

（……え？）

　予想もしていなかった感かん触しよくに、里穂はおそるおそる目を開けた。

「大丈夫だ、里穂。嚙んだりしない。犬だって、理由もなくいきなり嚙みついたりはしないのだ」

　のしかかったまま、神子柴がささやく。その言葉を信じられず、里穂は眉を寄せた。

「でも、あの時は──」

「可愛い犬を見つけて、里穂はただ触ってみたかっただけなのだろう？」

　問われて、小さく頷く。すると、神子柴は静かに息をついた。

「だが、犬というのは案外臆おく病びような生き物でな。相手に悪意がなくても、正面から迫られたり、突然上から手を近づけられたりすると、驚いて嚙みついてしまうものなのだ」

　神子柴の言葉に、里穂は目を丸くする。言われてみれば、神子柴の言う通りだ。あの時の里穂は、「可愛い犬に触ってみたい」という思いに突き動かされるまま駆け寄って、いきなり上から手を伸ばしてしまった。

　子供とはいえ、犬にとっては自分より大きな存在だ。そんな相手が突然やってきて頭上から手を出してきたら、びっくりするのも無理はない。

「そう、だったんだ……」

　事情がわかると同時に、里穂の中にあった恐怖がすうっと消えていった。その代わりに、申し訳ないことをしてしまったという気持ちが湧いてくる。

（私、ずっと犬のことを一方的に悪者にしてたんだ）

　そう思うと、罪悪感が込み上げてきた。怖がらせてしまったあの犬に対してだけではなく、神子柴にもずいぶんとひどい態度を取ってしまった気がする。

「……ごめんなさい」

　ぽつりと呟くと、神子柴がぴくりと片耳を動かした。

「謝ることはないぞ、里穂。知らなかったのだから、仕方ないだろう」

　諭さとすような声音に、里穂はホッと胸を撫で下ろす。神子柴にだけでなく、過去のことまで許されたようで、何だかひどく安あん堵どした。

「里穂」

　呼ばれて、里穂は視線を上げる。それを見た神子柴が、ニッと口の端はしを吊つり上げた。

「私に触れてみろ。お尻でなくてもいいから」

　ゆっくりと、神子柴が里穂に顔を近づけてくる。少し香ばしいような獣けもの臭くささと共に、ふわふわの毛の塊が目の前に迫った。

　あの、もさもさした頰に触ったら気持ちよさそう。そんな感情を覚えた自分に驚いたが、それよりも誘ゆう惑わくの方が勝まさった。

　おそるおそる手を伸ばし、神子柴の首筋に触れる。初めは指先で表面を撫でるだけだったが、次し第だいに手のひらをうずめていった。

（すごい、ふわふわ……それに、あったかい）

　初めて体験した感触に、知らず知らずのうちに頰が緩ゆるむ。柔らかくて、温かくて、触れていると何だか心が安らぐ──犬って、こんなに素す晴ばらしい生き物だったのか！

　しばらくそのままふわふわの触感を堪能していたが、片手では足りなくなってついには両手を使って撫で回した。

　もふもふもふもふ、もふもふもふもふ──。

「り、里穂……そこは、触っちゃダメなのだ」

　困惑と恥じらいが入り混じった神子柴の声で、ハッと我われに返る。気づけば、いつの間にか鼻先にまで手を伸ばしていた。

「ご、ごめん！」

　くすぐったそうな顔をする神子柴に謝り、慌てて手を引っ込める。

「どうだ里穂、もう私が怖くないか？」

「……うん。大丈夫、もう平気だよ」

「では、私と結婚してくれるか？」

「え？　でも……」

　続けて問われ、里穂は困惑した。確かに、犬に対してあれほど抱いだいていた恐怖心はすっかり消えてしまっている。犬嫌いが克こく服ふくされた今、神子柴との婚姻を断る理由はなくなったわけだが──本当に、このまま結婚を了承していいのだろうか。

「父親のことなら心配ない。もちろん私も行方を追っているし、いつ晴喜が戻ってきてもいいようにあのアパートも残しておく」

　そんな提案をされ、里穂は驚いた。借金を残して失踪した男の娘に、どうしてここまでしてくれるんだろう。

「あの……何でそんなに私と結婚したいの？」

　おずおずと問いかけると、神子柴が目を瞬かせた。

「もちろん、里穂と一緒にいたいからだ。君のことは、晴喜からよく話を聞いていた。そして、いつか会ってみたいと思っていたのだ」

「私に？」

　あの父親が、一体どんな風に里穂のことを話していたのだろう。まさか、酔よった勢いでとんでもない方向に話を持っていってないよね？

「心配するな、里穂。何も晴喜は、君のことを悪く言っていたわけではないぞ。『あの子はよく気が利きくし、家事もこなせるし、きっといい嫁さんになる。なかなかのお買い得物件だ』と褒ほめていた」

「いやそれ褒めてないよね？」

　当然のごとく言い放った神子柴に、思わず突っ込む。結局、それとなく娘を売り込んでいるだけじゃないか！

「とにかく、だ。私は里穂を気に入ったし、そんな君のそばにいたいと思う」

　ふと真ま面じ目めな顔になって、神子柴が言った。

「だから結婚するのだ。そうすれば、人はずっと一緒にいられるものなのだろう？」

「それは──」

　必ずしもそうとは限らない、と言いたかったが、あまりにも無む邪じや気きな瞳に見つめられ、何も言えなくなってしまう。

「白鳥、あれを」

　黙り込んでいると、神子柴が白鳥に何かを要求した。「はい、旦那様」と頷いた白鳥が、一枚の紙を差し出してくる。

　口でそれを受け取った神子柴が、ようやく里穂の上から下りた。ゆっくりと起き上がると、里穂は神子柴に向き直る。

「里穂。ここにいる限り、君に不自由な思いはさせない。さっきも言った通り、必要最低限の生活は保ほ障しようするし、必ず幸せにしてみせる。だから──」

　そう言って、神子柴が里穂の前に鼻を突き出してきた。その先にくわえられた紙には、『婚こん姻いん届とどけ』の文字と、神子柴の名前──ではなく、肉球の形をしたハンコが押してあった。

「結婚しよう、里穂」

　真しん摯しな言葉と、肉球サイン入りの婚姻届。あまりのシュールさに、里穂は思わず笑ってしまう。

　法律上、これでは申しん請せいできないだろうが──それでも、神子柴が里穂を幸せにしようとしてくれている、その気持ちが嬉うれしかった。




[image: ]




「な、何がおかしいのだ!?　人間のルールに則のつとってプロポーズしたはずだが!?」

「ご、ごめん……そうじゃなくて、何だか可愛いなぁと思って」

　それを聞いた神子柴は一いつ瞬しゆんきょとんとしたが、すぐさま嬉しそうに尻尾を振り始めた。

「聞いたか、白鳥！　やっと里穂が私の可愛さを認めたぞ！」

「よかったですね、旦那様。これで夫ふう婦ふ仲も安あん泰たいでしょう」

「いやそれ、飛ひ躍やくしすぎだから！」

　にこやかに笑う白鳥に、里穂は思わずツッコミを入れる。可愛いだけで夫婦仲がよくなるのなら、世界はもっと平和だと思う。

（でも……こういうのも悪くないかな）

　父と二人で暮らしていた時にはなかった賑にぎやかさ。少々くすぐったくて、でもどこか心地よい。

　きっとそれは、神子柴と出会わなければ知りえなかった感覚だ。

　もう少し、ここにいてみようか。もしかすると、また新たな発見があるかもしれない。

　心の中で呟いて、里穂は再び居住まいを正した。まっすぐに神子柴と向かい合い、丁寧に頭を下げる。

「不束者ふつつかものですが、末永くよろしくお願いします」




　こうして、里穂の奇妙な結婚生活が幕まくを開けたのだった。
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　耳元で、軽けい快かいな電子音が響ひびいている。

（ん……あと五分……）

　布団の中で寝返りを打って、夢うつつにそんなことを思う。もぞもぞと手を伸ばすと、指先に何かが触ふれた。

　ふわふわと柔やわらかで、温あたたかくて気持ちいい。無意識のうちにそれを手た繰ぐり寄せ、思いきりぎゅっと抱だきしめる。

「里り穂ほ」

　目覚まし時計のアラーム音に交まじって、里穂を呼ぶ声がした。どこかで聞いたことがあるような──この声、誰だれだっけ？

　思い出そうとしたものの、眠気が邪じや魔まをして上う手まく思考が回らない。だけど今は、何よりこの感かん触しよくを堪たん能のうしていたい。

　欲よく望ぼうのままに、里穂は腕うでの中のぬくもりを撫なで回す。

　もふもふ、もふもふ──。

「こら、里穂……そんなとこ触さわっちゃダメだ」

　そんなとこって、どこだ？　恥はじらうような声こわ音ねに内心で首を傾かしげたが、それでも里穂はもふもふする手を止めない。

「むぅ……ずいぶん大だい胆たんだな。よし、里穂がその気なら、私もそれに応こたえようではないか」

　そんな言葉が聞こえたかと思うと、頰ほおに湿しめっぽいものが触れた。「ひゃっ」と悲鳴を上げると同時に、ぺろりと舐なめられる。

「ちょっと……やめて、くすぐったい」

　遠えん慮りよなく顔中を舐め回してくる相手から逃のがれようとするが、どれだけ避よけても猛もう攻こうは止まらない。

「あはは、やめて……やめてってば！」

　たまらず、里穂は目を開けた。まばゆい光と共に視界に飛び込んできたのは──ドアップになった犬の顔。

「おお里穂、やっと起きたか」

　長い舌したを引っ込めて、その犬が言った。

　ピンと尖とがった茶色い耳、ふわふわの毛に覆おおわれた頰、瑞みず々みずしく濡ぬれた鼻。つぶらな黒い瞳ひとみが、じっと里穂を覗のぞき込んでいる。

「き……きゃああああああああああああっ！」

　朝の静せい寂じやくを切り裂さいて、広い屋や敷しきに盛せい大だいな悲鳴が響き渡った。




「あれほど思いきり絶ぜつ叫きようされるとさすがに少々傷つくぞ、里穂」

　パジャマ代わりに借りた浴衣ゆかたのまま居間に顔を出すと、隅すみの方でこちらに背を向けて座り込んでいた柴しば犬いぬが拗すねたように呟つぶやいた。

　さっきまでピンと立っていた茶色い耳は後ろに伏せられ、くるりと巻いていた尻尾しつぽは力なく垂たれ下がっている。

「ごめん……つい、驚いて」

　どんよりと沈み込んだ背中に謝って、里穂は小さく肩かたをすくめた。

　確かに盛大な悲鳴を上げてしまったが、悪気はなかったのだ。何しろ里穂は、昨日きのうまで犬が大だい嫌きらいだった。起きたら目の前に犬の顔がある生活なんて、まだ慣れていないんだから。

「ところで、何でミコシバさんが私の布団にいたの？」

　昨さく夜や眠る時には里穂一人だったはずだが、一体いつの間に潜もぐり込んでいたのだろう。

　首を傾げつつ部屋の隅に歩み寄ると、ミコシバさん──神み子こ柴しばという名のしゃべる柴犬がちらりとこちらに視線を向けた。

「決まっているではないか。私と里穂は新しん婚こんさんなのだぞ？　夫ふう婦ふとなった二人が、初めての夜を共にするのは当然だろう」

「いや、夫婦って言われても」

　相手は犬だし。と、内心でツッコミを入れる。

　突とつ如じよ失しつ踪そうした父が残した借しやつ金きんのカタに「ミコシバさん」との結婚を迫せまられ、里穂はこの家にやってきた。

　ところが、夫となる相手が実は柴犬で、しかも人間の言葉をしゃべっていて、なのにこの街を治める大地主で──と、里穂を待ち受けていたのは奇き妙みようなことばかり。

　いくら借金があっても、こんな現実受け入れられるはずがない。元々犬が嫌いだった里穂はこの結婚を断ろうとしたが、神子柴に説得されて犬嫌いを克こく服ふくし、成り行きで「ミコシバさんのお嫁よめさん」になってしまった。

　だが、一夜明けて冷静になって考えてみれば、犬と結婚なんてやっぱりおかしい。昨日はいろいろなことが一度に起こりすぎて、しゃべる犬の存在をうっかり容認してしまったが、どう考えても常識ではありえない異常事態である。

「何だ、里穂。やはり相手が犬では、夫として不満だとでも言うのか？」

　心の中を見み透すかしたかのような神子柴の言葉に、里穂はぎくりとした。

「そ、それは……」

「昨日はあれほど私に心を許してくれていたではないか！　さっきだって、あんなにも激しく私を求めてきて──」

「ちょっと！　誤解を招まねくような言い方やめてくれる!?」

　何やら意味深な発言をする神子柴に、里穂は顔を赤くする。朝っぱらから何を言い出すんだ、このわんこは。

「ふん。やはり私を認めないつもりだな……ならば、私にも考えがあるぞ」

　ふいに真ま面じ目めな顔になった神子柴に、里穂は「え？」と目を丸くした。

（ま、まさか、今すぐ借金を返せとか言われるんじゃ……）

　そんな要求をされたら、里穂は神子柴に従うしかなくなる。昨日まで万年貧びん乏ぼう生活を送っていた里穂に、今すぐ用意できるお金なんてあるわけがない。

「里穂がもう一度私との結婚を認めるまで、一切のもふもふは禁止だ！」

「えええっ!?」

　神子柴の宣言に、里穂は思わず叫んだ。が、すぐに我われに返って「いや待て落ち着け」と自分に言い聞かせる。

　たかがもふもふを禁止されたくらいで死ぬわけじゃないし、借金を返せと言われるよりずっとマシだ。それくらい、大したことじゃ──。

「ふむ。この艶つや、張り、弾だん力りよく……どれをとっても最高級。滑なめらかな肌はだ触ざわりと真ま綿わたのような柔らかさ。私の毛並みは、今日も完かん璧ぺきだ！」

　どこの美肌化け粧しよう品ひんの宣伝だというセリフを吐いて、神子柴が里穂の前でくるくると回ってみせた。そのたびにふわふわしたお尻しりや頰の毛が揺ゆれ、今すぐにでも撫で回したい衝しよう動どうに駆かられる。

「どうだ？　ほれ、触ってみたいだろう？」

　神子柴の誘ゆう惑わくに、里穂は「うぅ」と唸うなるしかない。今すぐにでもあのもふもふした毛並みに手を伸ばしたいが、そうすると神子柴との結婚を認めなければならなくて、だけどそれは里穂の常識をひっくり返すことになるわけで──。

「おや、これはこれは……ずいぶんと仲なか睦むつまじいお姿ですな」

　究極の選せん択たくに本気で悩みかけた時、穏おだやかな声と共に障しよう子じが開いた。振り返ると、ニコニコと温和な笑みを浮かべた老ろう紳しん士しが立っている。

　きれいに後ろに撫でつけられた灰色の髪かみ、理知的な印いん象しようを与える銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね。質のよい黒のお仕着せに身を包んだ姿は、まさに貴族に仕つかえる執しつ事じといった佇たたずまいだ。

「白しら鳥とりさん！」

　助けを求めるように声をかけると、「おはようございます、奥様」と恭うやうやしく頭を下げられた。「奥様」のところにさりげなく力が込められていたのは、おそらく気のせいではないだろう。予想外のところから食らった一いち撃げきで、何だか一気に敗北した気分になる。

「お、そろそろ朝食の時間か？」

　嬉うれしそうに尻尾を振りつつ、神子柴が白鳥の元へ駆け寄った。さっきまで里穂に意地悪をしていたことなど、すっかり忘れてしまったかのような切り替えの速さだ。

「はい、旦だん那な様さま。準備は整っております」

　そう言って、白鳥が背後を見やった。そこには、ワゴンに載せられた膳ぜんが二つ。

「ご飯ー！　ご飯だ、ご飯ー！」

　妙な抑よく揚ようをつけて歌いながら、神子柴が部屋の中央に置かれた座ざ卓たくの前に腰こしを下ろす。慌あわてて、里穂もその後を追った。

「さてさて、今日のご飯は何かなっ？」

　ご機き嫌げんな様子でパタパタと尻尾を振る神子柴の前に、白鳥が厳おごそかに膳を置く。銀のクロッシュの下にどんな高級料理が隠かくされているのだろうかと期待していたが、

「って、ただのドッグフードじゃん！」

　白鳥が取り除のぞいた蓋ふたの下から現れたのは、犬用の餌えさ皿ざらに盛もられた犬用のドライフード。

「ただのドッグフードではないぞ！　食欲をそそるこの香り、心地ここちよい歯ごたえ、あらゆる栄養バランスが考こう慮りよされた配合──ドッグ・ワン・プライム社のエクストラドライは、最高級の一品なのだ！」

　力説する神子柴に、里穂は「はぁ」と気のない返事をする。ドッグフードの良し悪あしなど、里穂には到とう底てい理解できそうにない。

　そんな里穂を尻目に、待ちきれないといった様子で神子柴がドッグフードに齧かじりついた。

　ポリポリと小気味よい音を立てて、見る間にそれが減っていく。

「奥様には、こちらを」

　呆あきれ交じりに神子柴を眺ながめていると、白鳥が別の膳を里穂の前に差し出してきた。

（まさか、これもドッグフードじゃないよね？）

　もしそうだったらどうしよう、と若じやつ干かん頰を引きつらせる。この白鳥という老執事、どこか食えないところがあるから、本気でそんな冗じよう談だんもやりかねない。

　だが、里穂の予想に反して、銀蓋の下に収まっていたのはちゃんとした人間用の食事だった。

「すごい！　これ、全部白鳥さんが作ったんですか？」

　ホッと安あん堵どすると同時に、里穂は感かん嘆たんの声を上げる。

　目の前に並んでいるのは、まるで一流の料りよう亭ていで出されるような豪ごう華かな和食メニュー。しかも、どれも見た目よく盛りつけられていて、とてもおいしそうだ。

「はい。お二人の結婚祝いわいを兼かねて、腕によりをかけて作らせていただきました」

　穏やかに笑いながら、白鳥が頷うなずいた。神子柴の執事だと聞いていたが、料理も担たん当とうしていたのか。

「白鳥は優秀な執事だからな。料理だけでなく、掃そう除じ洗せん濯たく、その他の家事もすべて一人でやってくれているぞ」

　ぺろりとドッグフードを平らげた神子柴が、まるで自分のことのように胸むねを張る。その口元にはドッグフードのカスがくっついていた。いまいちキマらない姿だ。

（あ……だからこの家には、一人も使用人がいないんだ）

　昨日から気になっていた疑問の一つが、ようやく解消する。そして、白鳥がこの広い屋敷を一人ですべて管理しているという事実に驚いた。

　神子柴の身の回りの世話に加えて家事までこなしているなんて──それって結構大変なことじゃないだろうか。

「あの、私、手伝います！　これでも家事は得意ですから！」

　六歳の時に母を亡なくして以来、だらしのない父親に代わって家事をこなしてきたのだ。料理も洗濯も掃除も、そこそこ腕に自信はある。

「それに、借金も返さなくちゃいけないし……もしよかったら、ここで家事手伝いとして働かせてください！」

　意い気き揚よう々ようと申し出ると、神子柴と白鳥が顔を見合わせた。

「なりませんよ、奥様。このわたくしがいながら奥様に家事をさせるなど、執事としての名が廃すたります」

「でも……」

「白鳥の言う通りだぞ、里穂。それに、君には他にするべきことがあるだろう」

「するべきこと？」

　神子柴の言葉に、里穂は首を傾げる。神子柴は「うむ」と頷いて、白鳥に目配せした。

「白鳥、あれを」

「はい、旦那様」

　神子柴の命令で、白鳥がどこからともなく取り出したもの──それは、紺こんを基調としたスタンダードなセーラー服だった。都内の高校のものほど垢あか抜ぬけた感じはなく、少々野や暮ぼったい。

　一体、これをどうしろと？　いやそれ以前に、男しかいないこの家の中からどうしてこんなものがさらりと出てくるんだ。

「そんな目で私を見るな！　別にアヤシイものではない！」

　里穂の無言の問いかけに、神子柴が慌てたように首を振る。

「それは、これから里穂が通うことになる新しい学校の制服だ」

「新しい学校？」

　目を丸くすると、神子柴が「そうだ」と頷いた。
















「ここから前の学校に通うのは大変だろう？　だから、今日からこっちの高校に転入してもらおうと思ってな」

「今日からって……そんな急に？」

　神子柴の言葉に、里穂は困こん惑わくする。

　いきなり新しい学校に通えと言われても、心の準備も何もできていない。前の学校に友達だっているし、そもそも転校の手続きはどうするのだ。

「友達に会えなくなるのが寂さびしいか？」

「それは、もちろん」

「だが、その友達からは『里穂ちゃん、大だい富ふ豪ごうと結婚するの？　すごーい、セレブライフを楽しんでね！』と言われたのではないか？」

「うっ……何でそれを」

　昨日、一息ついてからスマホで友人たちにメッセージを送ったところ、返ってきたのは見事にそんな反応ばかりだった。

　いや、確かに憧あこがれのセレブ生活かもしれないけど──友達が突然引っ越してしまうというのに、あまりにも淡たん泊ぱくすぎないか？

（というか、何でミコシバさんがそんなこと知ってるの？）

　電話ならともかく、スマホでメッセージを送っただけなのに、何な故ぜそのやり取りの内容がわかったのだろう。

　もしかして、神子柴には超能力のようなものがあるのだろうか？

「手続きに関しても問題ない。市内の高校には、すでに許可をもらってある」

「え、もう？　一晩しか経たってないのに？」

　里穂がこの家に来たのは昨日だというのに、ずいぶんと手が早い。たった一夜で事務的な手続きをすっ飛ばして転校を可能にしてしまうなんて、一体どんな方法を使ったんだ？

「私が声をかければ、これくらいたやすいぞ。この街で私に逆さからえる者はいないからな、どんな要望でも即座に実現可能だ！」

　どうだ、すごいだろう！　と高笑いする神子柴に、里穂は啞あ然ぜんとする。

　まさか権力でねじ伏せていたとは、いくら何でも暴ぼう挙きよすぎる。

（もしかしたら私、とんでもないところに嫁入りしちゃったのかもしれない）

　人の言葉をしゃべる柴犬がいて、それが財産と権力を持ち合わせた大地主で、誰も逆らうことができない存在──いろいろと常識から外はずれすぎていて、もうわけがわからない。

　そして、その現実離れした事態が平然と通用するなんて──まったく、この街はどうなっているんだ。




　からりと晴れた空の下を、黒くろ塗ぬりの高級車が走り抜ける。白鳥が運転する車の後部座席に腰こし掛かけ、里穂は窓の外を眺めていた。

（特におかしなところはない……よね？）

　スモークガラスの向こうに広がる景色に、里穂は若干拍ひよう子し抜ぬけする。しゃべる柴犬が治めているというくらいだから、どれほど変わった街なのだろうかと身構えていたのだが。

　のどかな田園風景を抜けて市内に入ると、コンクリートのビルが林立する街並みが現れた。都内ほどごちゃごちゃした感じはないが、それなりに賑にぎわっている様子だ。

　道行く人々にも特に変わったところはなく、何の変へん哲てつもないごく普通の街。

　気になると言えば、ところどころに犬の銅どう像ぞうやデフォルメされたイラストが飾られていることくらいだが、きっと『犬いぬ守もり』という名にちなんで犬を街のモチーフにしているだけだろう──それにしては、どうも神子柴に似すぎているような気がしなくもないが。

「大丈夫ですよ、奥様。そう心配せずとも、すぐに新しい学校にも馴な染じめましょう」

　里穂が緊きん張ちようしているとでも思ったのか、白鳥がそう声をかけてきた。車内に視線を戻すと、バックミラー越しに温和な笑みを浮かべた老執事と目が合う。

「何しろ奥様は、『ミコシバ様のお嫁さん』ですから」

　当然のように言われて、里穂は反応に困った。全然、大丈夫な理由になっていないんですけど。

　からかわれているのだろうかとも思ったが、白鳥は真面目な顔をしている。

　しゃべる犬の存在だけでも受け入れがたいのに、さらにそれが街の権力者だなんて──やっぱり、どうしても信じられない。

「あの、白鳥さん。ミコシバさんって、この街ではそんなにすごい存在なんですか？」

　街の様子もいたって普通だし、もしかしたらすべてが冗談なのではないかとさえ思えてくる。だが、白鳥は笑みを浮かべて頷いた。

「もちろんです。旦那様は、代々この犬守の地を治める大地主──逆らえる人間は、一人もおりません」

「でも……犬、ですよね？　それに、人の言葉をしゃべってるし……そんな存在が本当に街の権力者だなんて、とても信じられないんですけど」

　慎しん重ちように言葉を選んで問いかけると、白鳥がバックミラー越しに視線を投げてきた。銀縁眼鏡の奥の瞳がかすかに細められたように見えたが、気のせいだろうか。

「確かに、旦那様は異質な存在かもしれません。ですが、だからこそ、この街の人々は守り神として敬うやまっているのです」

「守り神、ですか？」

　白鳥の言葉に、里穂は目を瞬しばたたいた。まさか、そこまで話が壮そう大だいになるなんて。

（でも、神様なんだとしたら、しっくりくるかも）

　常識では考えられないことばかりだが、いっそそれくらいの非常識な存在であってくれた方がまだ納得できる。だけど──。

「そろそろ着きますよ、奥様」

　一人考え込んでいた里穂は、白鳥の声でハッと我に返った。前方に目をやると、白い四階建ての校こう舎しやが見える。今日から里穂が通うことになる、市立犬守高校だ。

（私がミコシバさんのお嫁さんだってことは、黙だまっておいた方がいいのかな）

　まだ見慣れない制服に身を包んだ生徒たちが、次々と校門をくぐっていく姿を眺めながら、そんなことを思う。

　白鳥の話を全面的に信じたわけではないが、もし本当にこの街の人々が神子柴を守り神としているのなら、下へ手たなことは言わないのが無ぶ難なんだろう。

　転校生というだけでも目立つだろうに、さらに神様の嫁だなんてバレたら、学校中で浮きまくるに違いない。

　変に気を遣つかわれたり遠巻きにされたりするだけならまだしも、里穂まで崇あがめたてられたりしたら──ダメだ、そんなの耐えきれない。卒業までの残り一年と数カ月、できれば平へい穏おんに過ごしたいところだ。

　何が何でも神子柴の嫁であることは絶対にバレないように気をつけよう、と里穂は固く心に誓ちかった。




「今日からこのクラスに仲間入りすることになった、小こ谷たに里穂さんだ」

　案内された二年一組の教室で、里穂は担たん任にんの青年教師からそう紹しよう介かいされた。歳としはまだ二十代後半、短く刈かり上げた髪と浅黒く焼けた肌、にこやかに笑う口元には白い歯が覗き、いかにも体育会系熱血先生といった風ふう貌ぼうだ。

　しかし、担当科目は生物らしい。人は見かけによらないものである。

（うう……やっぱり緊張する）

　黒板の前に立つ里穂は、そっと両手を握にぎりしめた。遠慮なく突き刺ささるクラスメイトたちの視線が痛い。

　十月の中旬、二学期も半なかばを迎むかえた頃に突然やってきた転校生。誰もが何故今の時期に？　という顔で里穂を見つめている。

「ええと……小谷里穂です。よろしくお願いします」

　精せい一いつ杯ぱい愛あい想そ笑いを浮かべて、当たり障さわりのない挨あい拶さつをすると、四方からパラパラと拍はく手しゆが起きた。

　ひとまず受け入れてもらえたようで、里穂はホッと安堵する。後はなるべく目立たないようにして、神子柴の嫁であることだけは絶対に知られないようにしないと。

「小谷は、家庭の事情で都内の高校からこっちに移ることになったんだ。昨日来たばかりでまだこの街にも慣れていないだろうから、みんな仲良くしてやってくれよ」

　補ほ足そくというよりは完全に蛇だ足そくな担任の言葉に、里穂は頰を引きつらせた。そんな言い方をしたら、クラスメイトたちの好奇心を刺し激げきするに決まっている。

「先生ー、家庭の事情って何ですか？」

　案あんの定じよう、クラスメイトの一人がそう問いかけてきた。ああもう、と里穂は内心で頭を抱かかえる。

　詳くわしい事情を話したら、父が失踪して借金云うん々ぬんという話から始まり、さらには神子柴の嫁だということまでバレてしまう。

　何と言って誤ご魔ま化かそうかと必死に考えを巡めぐらせていると、隣に立っていた担任が「ふっふっふっ」と意味深な笑みを漏もらした。

「みんな、聞いて驚けよ……小谷はな、『ミコシバさんのお嫁さん』なんだ！」

（ぎゃああああ！　あっさり暴ばく露ろしてるしぃぃぃ！）

　まるで自分のことのように誇ほこらしげに言い放った担任へ、里穂は恨うらみがましい視線を向ける。この先の平穏な学校生活のため、それだけは黙っておこうと決めたのに！

（どうしよう……私、絶対浮いてるよ！）

　高校生にして人妻、しかも夫は守り神とされるしゃべる柴犬。そんな自分が、奇異の目で見られないわけがない。

（終わった……私の高校生活、完全に終わった……）

　この先常に人々の目にさらされ続けるなんて、最悪すぎる新生活の始まりだ。がっくりと肩を落としてうなだれた時、

「きゃあああああああああああああああああっ！」

　黄色い悲鳴が、教室いっぱいに響き渡った。

「ねぇ聞いた!?　『ミコシバさんのお嫁さん』だって！」

「ミコシバさんって、結婚してたの？」

「本当なのかな？　だとしたら──」

「羨うらやましすぎるんだけど！」

（えっ？）

　思わず目を瞬かせ、里穂はおそるおそる顔を上げる。視界に飛び込んできたのは、羨せん望ぼうと尊敬の眼まな差ざしでこちらを見つめるクラスメイトたちの姿だった。

「ど、どうなってるの？」

「そりゃ、小谷は『ミコシバさんのお嫁さん』だからな。みんなも羨ましがるだろう」

　予想外の反応にうろたえていると、隣の担任が満足そうに頷いた。

「いや、でも守り神のお嫁さんですよ？　しかも、しゃべる柴犬ですよ？」

「別にいいんじゃないか？　可か愛わいいし」

　可愛いしって……それでいいのか、生物教師。わりとあっさり受け流されて、里穂は何だか釈しやく然ぜんとしない。

「ほら、みんな静かに。ホームルーム始めるぞ。あ、小谷の席はあそこ。不ふ動どうの隣な」

　里穂の心中も教室内の騒さわぎもまったく意に介かいさず、担任が窓側から二列目の最さい後こう尾びを指さした。そこには、真新しい机が一つ用意されている。

　その隣──窓側の席に座っている少年は、不動という名前らしい。一番後ろからでもよく黒板が見えそうな、頭一つ分飛び抜けた体格。きりりと引き締まった精せい悍かんな顔立ちと、鋭するどく切れ長の双そう眸ぼう。名前に違たがわず、強そうな印象を与える容貌だ。

　不動はぎゅっと唇を結んでこちらを見つめていたが、里穂と目が合うと眉み間けんのしわを一層深くした。
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（もしかして私、睨にらまれてる？）

　今にも射い殺ころされそうな視線に、思わず怯ひるんだ。転校初日から初対面の相手にいきなり睨まれるようなこと、何かしたっけ？

「どうした、小谷。早く席について」

「あ……はい」

　担任に促うながされ、里穂は仕方なく自分の席に向かう。整然と並んだ机の間を通るたびに好奇と羨望の眼差しを向けられ、何とも居い心地ごこちが悪い。

　落ち着かない気分のまま教室の後ろまで辿たどり着き、ようやく自分の席に腰を下ろした。同時に、隣からただならぬプレッシャーを感じる。

　ぎこちなく首を巡らせると、同じようにこちらを見つめていたらしい不動と再び視線がかち合った。

「あ、あの……よろしく、ね？」

　鋭い眼光に怯みつつも、慌てて精一杯の愛想笑いを浮かべる。

「……よ」

「よ……？」

　返ってきたのは、返事とも相あい槌づちとも取れない短い言葉。首を傾げて問い返すと、不動が不快そうに眉まゆをひそめた。そして、

「よろしくするつもりは、ない」

　低くドスのきいた声でそう言い、ぷいとそっぽを向いてしまう。その全身からにじみ出る「これ以上話しかけるな」というオーラに、里穂は絶句した。

（何故かいきなり嫌われちゃったんですけど!?）

　取りつく島もないといった不動の態度に、泣きたい気持ちになる。

　初対面でいきなり嫌われてしまうなんて──一体、自分が何をしたというのだろう？




　休み時間になると、クラスメイトたちが一いつ斉せいに里穂を取り囲んだ。

「ねぇ小谷さん、ミコシバさんのお嫁さんって、本当？」

「いつ結婚したの？　そんな話、初耳なんだけど」

　集まってきた女子生徒が、口々に尋たずねてくる。他のクラスメイトからも同様に覗き込まれ、里穂は思わずたじろいだ。

「ええと……実は昨日、嫁入りしたばかりで」

　妙な迫はく力りよくに気け圧おされつつ答えると、女子の間から「きゃあっ」と悲鳴のような歓かん声せいが上がった。

「じゃあ、本当にあのミコシバさんのお嫁さんになったんだ！」

「すごい、羨ましい！」

「いいなー、私もミコシバさんと結婚したかったなー！」

　めいめいに叫ぶクラスメイトたちに、里穂は目を瞬く。皮肉でも、からかわれているわけでもなく、心底羨ましがられているようだ。

「でも……犬だよ？　犬が結婚相手だなんて、変じゃない？」

　おそるおそる問いかけると、里穂を取り囲んでいた生徒たちが顔を見合わせた。

「何で？　可愛くていいじゃん！」

「地位も財産も持ってて、おまけに可愛いなんて、最高の結婚相手でしょ！」

　またしてもあっさり神子柴の存在を肯こう定ていされ、里穂は何も言えなくなる。ここまでくると、さすがに認めざるをえない。

（白鳥さんの話は、本当だったんだ）

　しゃべる犬という奇特な存在が、この犬守の地ではごく当たり前に受け入れられている──その現実を、里穂はようやく実感した。

（あれ？　でもそれって、結構大変なことなんじゃ……）

　もし神子柴が本当に神様なのだとしたら、自分はものすごい相手に嫁とついでしまったのではないだろうか。何しろ、神様のお嫁さんってことになるわけだし──。

「小谷さん、どうかした？」

　考え込んでいると、クラスメイトの一人が不ふ思し議ぎそうに覗き込んできた。

「え……あ、何でもないの！　気にしないで！」

　慌てて首を振って、愛想笑いを浮かべる。クラスメイトは「そう？」と首を傾げたかと思うと、そっと里穂に顔を寄せてきた。

「ところで小谷さん、初めての夜はどうだったの？」

「はいぃっ!?」

　突如耳元でささやかれた言葉にギョッとして、思わず素すっ頓とん狂きような声を上げる。続いて、頰にカッと血が上った。

（は、初めての夜って……！）

　何だか、一気に大人のムードだ。結婚した夫婦が初めて共に迎える夜──確かに、里穂たちは新婚ほやほやで、昨夜は一緒に寝たけども──。

（いやでも、相手は犬だし！）

　彼女たちが期待しているような甘い展開なんて、あるわけがない。いくら守り神とはいえ、神子柴はあくまで犬なのだ。

「いいよねー、夜もミコシバさんと一緒に寝られるなんて羨ましい！」

「あのもふもふした身体からだを抱きしめて眠ったら、あったかくて気持ちよさそうだもんね！」

　一緒に寝るって、そっちの意味か！

　思わず、里穂は内心でツッコミを入れる。まったく、一人勘かん違ちがいをしていた自分が恥ずかしい。

「いいなー、私もミコシバさんをもふりたい！」

「前から一度は触ってみたいと思ってたんだよね」

　ため息交じりに呟かれた言葉に、里穂は「え？」と目を丸くした。

「みんなは、ミコシバさんに触ったことないの？」

「うん。だって、気安く触れられる存在じゃないし」

「何しろ守り神だからね」

　クラスメイトたちのやり取りを聞きながら、里穂はそういうものなのだろうかと首を傾げる。彼女たちにとって、神子柴は雲の上の存在らしい。

「ねぇ、よかったら、今度うちに遊びに来ない？」

　おずおずと申し出ると、クラスメイトたちが揃そろって身を乗り出してきた。

「えっ!?　いいの!?」

「うん。だって、みんなにもミコシバさんのこと、もっと知ってほしいから」

　浮うき足あし立だつクラスメイトに、里穂は頷く。

　彼女たちが思っているほど、神子柴は遠い存在じゃない。守り神と言われているわりにはずいぶんと気さくだし、お茶目で愛あい嬌きようもある。発言は時々オヤジだが、基本的な行動は犬そのものだから、おそらく許容の範はん囲い内ないだ。

　そんな神子柴の姿を、クラスのみんなにも知ってほしいと思う。何より、あのふわふわもふもふに触れたことがないだなんて、もったいない。あの感触は、ぜひ生で堪能してもらいたいものだ。

「やった、ミコシバさんをもふれるー！」

　クラスメイトたちが、わっと歓声を上げる。きゃいきゃいと盛り上がる彼女たちを見てそっと頰を緩ゆるめた時、突然ガタンと隣で大きな音がした。驚いて視線を向けると、不動が席を立ってこちらを見下ろしている。その瞳は険けわしく、里穂は思わず「ひっ」と悲鳴を漏らした。

「ご、ごめん……うるさかった、よね？」

　少し騒ぎすぎただろうかと思って謝ったが、不動はますます眉間にしわを寄せる。一八〇センチ近い身長の相手に見下ろされると、威い圧あつ感かんが半はん端ぱない。

（怒ってる……しかも、めちゃくちゃ怒ってる！）

　すさまじい怒ど気きを感じ取って、里穂はすくみ上がった。周りを取り囲んでいたクラスメイトたちも、一斉に口を噤つぐんで身を寄せ合っている。

「……俺に」

　不動が、ぼそりと声を発した。低く押し殺したそれは、しんと静まり返った教室にはっきりと響き渡る。

「気安く、話しかけるなっ」

　続いたのは、強い拒きよ絶ぜつの言葉。あまりの迫力に圧おされて閉へい口こうした里穂には目もくれず、不動は荒あら々あらしい足取りで教室を出て行った。

「何あれ、感じ悪っ」

　不動の姿が見えなくなった途と端たん、呪じゆ縛ばくから解放されたクラスメイトの一人が文もん句くを言う。それがきっかけとなり、凍りついていた教室の空気がようやく和やわらいだ。

「小谷さん、気にすることないよ。あいつ、いつもあんなだから」

「そうそう。誰とも慣れ合う気はないって感じで、一いつ匹ぴき狼おおかみ気取ってんの」

「あ……そう、なんだ」

　自分だけが不動に嫌われているのだと思っていたが、どうやら違うらしい。真相がわかってホッとしかけたものの、

「脅おどせばこっちが黙ると思って……やだやだ、これだから不良は」

「え？　ふ、不良!?」

　物ぶつ騒そうな単語に、里穂は目を瞠みはる。不良って──まさか不動のことだろうか。

「あのね、不動くんって悪い噂うわさで有名なんだよ」

「何でも、中学の時に他校の生徒をボコボコにして病院送りにしたとか」

「今じゃ『犬守高一の不良』って呼ばれてて、誰も近寄りたがらないんだから」

「えええっ!?」

　クラスメイトの言葉に、里穂の顔から血の気が引いていく。そんなに怖い人だったなんて──知らなかったとはいえ、無む謀ぼうにも話しかけていた自分が恐おそろしい。

（な、なるべく関わらないようにしよう）

　不用意に近づいて、何かのトラブルに巻き込まれたらたまったもんじゃない。

　学校一の不良と呼ばれる相手と隣り合わせの席になってしまった運のなさを呪のろいつつ、里穂は絶対に不動には近寄らないでおこうと心に決めた。




「ところで里穂、新しい学校はどうだった？」

　その日の夕食の後、居間で課題をこなしている里穂に、神子柴がそう声をかけてきた。

　視線を巡らせると、畳たたみの上で仰あお向むけになっている神子柴と目が合う。何ともだらしないその姿は、食後にごろごろしているオヤジそのものだ。

「うん。みんないい人だし、何とかやっていけそうだよ」

　思わず苦笑をこぼして、里穂は座卓の上に広げられたノートへ目を向けた。「前の学校とは授業の進しん捗ちよく具合が違うだろうから」と、クラスメイトたちが協力して各科目の現状をまとめてくれたのだ。

　大富豪の嫁になってセレブ生活を満まん喫きつしてね、とあっさり送り出した前の学校の友人たちとは雲うん泥でいの差である。

「これは、新しいクラスメイトが作ってくれたのか？」

　いつの間にかそばに来ていた神子柴が、ノートを覗き込んだ。ページを眺めて満足そうな顔をしているけど、文字は読めるんだろうか。

「どうやら、さっそく友達もできたようだな」

「全部、ミコシバさんのおかげだよ」

「ん？」

「私がミコシバさんのお嫁さんだから、みんなともすぐ仲良くなれたんだよ」

　里穂が「ミコシバさんのお嫁さん」だからこそ、転校初日でこれほどクラスに馴染むことができた。それは、まぎれもない事実だ。

「ふふん、当然だ！　私のこの可愛さは、街中の人間が認めているのだからな！」

　ちぎれんばかりに尻尾を振る神子柴を見て、里穂は小さく笑みをこぼす。街の守り神としての顔と、無む邪じや気きさあふれるこの姿──そのギャップを、ぜひともクラスのみんなに見てもらいたい。

「あのね、ミコシバさん。一つお願いがあるんだけど」

「ん？　何だ里穂、言ってみろ」

「今度、友達を連れてきてもいいかな？　みんな、ミコシバさんの大ファンなの」

　そう切り出した途端、パタパタと左右に揺れていた尻尾がピタリと止まった。笑うように吊つり上がっていた口元がきゅっと引き締まり、わずかに真剣味を帯おびた瞳がじっと里穂を見つめてくる。

（あ……もしかして、マズかったかな）

　神子柴の反応に、里穂は話を持ち出したことを後こう悔かいした。

（よく考えたら、みんながミコシバさんに触ったことがないのは、ミコシバさんがあまり人前に出ないからなんじゃ……）

　今さらながら、その可能性に思い至いたる。

　守り神と呼ばれて敬われているが、神子柴が特異な存在であることに変わりはない。

　街の人たちの中には、そんな彼を排はい他た的てきな目で見る者もいるのかもしれない──はじめ、里穂がそうであったように。

　この屋敷に白鳥以外の使用人がいないのも、極力他人との接せつ触しよくを避さけるためだったりするのだろうか。

「あ……あの、嫌いやなら無理には──」

「里穂」

「は、はいっ!?」

　神子柴に呼ばれ、里穂は思わず居住まいを正す。里穂と向き合った神子柴が、おもむろに口を開いた。

「私は、私が認めた相手にしかこの身体を触らせはしない」

　ああ、やはり、と里穂は俯うつむいて唇くちびるを嚙かむ。思った通り、神子柴は限られた人間以外と触れ合うことを嫌っているのだ。

　軽い気持ちで約束してしまったことを、心から反省する。結果的にクラスメイトたちを落らく胆たんさせ、神子柴を傷つけることになってしまった。

「だが……里穂の友達なら大だい歓かん迎げいだぞ。いつでも連れてくるがいい」

「え？」

　続いた言葉に、里穂は驚いて顔を上げる。

「い、いいの？　ミコシバさんとは、会ったこともない人たちなんだよ？」

「だが、里穂の友達といったら女子高生だろう？　生の女子高生にもふってもらえるなんてチャンス、滅めつ多たにないんだぞ!?　それを無む駄だにするわけにはいかんだろう！」

　何やら興奮した様子で、神子柴がまくしたてる。先ほどまでの神しん妙みようさはどこへやら、「生の女子高生ー！」と雄おたけびを上げる姿に、里穂は啞然とした。犬でなければ、完全にアウトな発言だ。

「よかったですね、旦那様。奥様のおかげで、念願叶いますな」

「うむ。これで私の長年の野望も達成されるというものだ！」

　食後のお茶を運んできた白鳥と、ぶんぶんと尻尾を振る神子柴が笑い合う。どんな野望だ、それは。

「今までは、気安く近寄れなかったからな……いくらこの私でも、正当な理由なく女子高生に近づくのは、一歩間違えれば変態だ」

「いや、関係ないじゃん！　犬なんだし！」

「だが私は、この街の頂点に立つ存在だぞ。そんな私が女子高生相手に『もふもふしてくれ』などと、言えるわけがないだろう！」

　わけのわからない理り屈くつをこねる神子柴に、里穂はがっくりと肩を落とす。とても守り神とは思えないほどの俗ぞく物ぶつ感かん──立場上、いろいろと孤こ独どくを抱えているのではないかと心配していたさっきまでの自分がバカみたいだ。

「どうした、里穂。何を落ち込んでいるのだ？」

「落ち込んでるっていうか……こんな相手が神様だと思うと、何か脱だつ力りよくしただけ」

「ん？　何を言ってるんだ、里穂。私は神様なんかじゃないぞ」

「は？」

「言っただろう。私は正しよう真しん正しよう銘めい、生身の柴犬だと。そんな物ものの怪けじみた存在と一緒にしないでくれ」

　神子柴の言葉に里穂は目を丸くし、それから白鳥に視線を向ける。

「でも、白鳥さんが神様みたいな存在だって……」

「守り神とは、あくまで喩たとえですよ。それほど、旦那様の存在が尊とうといということです」

　万能なる老執事は、悪びれもせずにそう言った。それを聞いた里穂は、再び肩を落としてため息をつく。やはりこの人、どうにも食えない。

（でも、よかった……ミコシバさんが普通の犬で）

　神子柴が神様ではないとわかって、心の底から安堵する。一時は神様のお嫁さんになってしまったことでこの先どうなるのだろうかと不安だったが、相手が普通の犬であるならば問題ない。

（……あれ？　でも、普通の犬ってしゃべるんだっけ？）

　ふと思い立って、里穂は首を捻ひねる。

　神様ではないけれど、犬が人間の言葉をしゃべっていて、莫ばく大だいな財産と権力を持つ大地主で、街の人々も平然とそれを受け入れていて。




　これが当たり前なのだとしたら──普通の定義って一体何だ？
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　柴しば犬いぬ。日本を原産とする日本犬の一種で、天然記念物にも指定されている。性格は主人に対して従順・忠ちゆう実じつ。他者には警けい戒かい心しんが強く、攻こう撃げき的てきな面もある。だがそれは個体によって様々で、中には人ひと懐なつっこかったり臆おく病びようだったりするものもいる。




「ん？　何を読んでいるのだ、里り穂ほ」

　居間の畳たたみに寝ね転ころんで本を読んでいると、神み子こ柴しばが近づいてきた。歩くたびにふわふわのお尻しりが左右に揺ゆれる様子が可か愛わいくて、思わずもふりたくなる。

「柴犬の本。性格とか習性とか、いろいろ書いてあるよ」

　本を閉じて、『柴犬の飼かい方』という文字と赤柴の顔写真が載った表紙を見せる。すると、神子柴が小さく首を傾かしげた。

「柴犬の本？　そんなものを読んでどうするのだ？」

「ミコシバさんのこと、もっと知りたいなと思って。それで勉強してたの」

　神子柴の元に嫁よめに来て、初めて迎むかえた週末。宿題を終わらせた里穂は、学校の図書室で見つけた柴犬関連の本を片かたっ端ぱしから読み漁あさっていた。

「ほう……私のことを知りたいとは、嬉うれしいことを言ってくれるな」

　里穂のそばに腰こしを下ろし、神子柴がパタパタと尻尾しつぽを振る。ふさふさの毛に覆おおわれたそれが揺れるたびに、かすかな風が里穂の頰ほおをくすぐった。

「私、ずっと犬が嫌きらいだったから、知らないことがたくさんあるし……せっかく一緒に暮くらしてるんだもん、ミコシバさんの好きなものとか嫌いなものとか、把は握あくしておきたいでしょ」

　わんこ初心者の里穂にとって、犬とはまだまだ未知の生き物である。この間も、犬にとって尻尾がとても敏びん感かんな部位の一つだと知らずに触ふれてしまい、神子柴に怒られたばかりだ。

　そこで、こうして犬について勉強しようとしているわけなのだが。

（知れば知るほど、ミコシバさんが何者なのかわからなくなるのよね）

　いくつかの本を読んだ結果、わかったのはやはり神子柴が「普通の犬ではない」ということだった。

　人語を自在に操あやつり、権力と財産を持つ大おお地じ主ぬしで、街の人からは守り神として敬うやまわれている。そんな犬が存在するなんて、どの本にも書かれていなかった。

「そうか。だが、私のことが知りたければ、直接聞いてくれてよかったんだぞ」

　少しだけ寂さびしそうに、神子柴が呟つぶやく。いや、直接聞けないから自分で調べていたんだけど──とは言えず、里穂は曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かした。

　何な故ぜ犬なのにしゃべれるのか、地主というけれど普段仕事をしているのかなど、考え出すとキリがない。しかし、これだけ当たり前に神子柴の存在が受け入れられていると、自分の常識の方が間違っているのではないかという気がしてくる。それにもし、その理由がとんでもないものだったらと思うと、怖くてとても聞けない。

「それで、里穂は私の何を知りたいのだ？　好きな食べ物か？　好みのタイプか？　それとも、完かん璧ぺきなプロポーションを誇ほこるこの私のスリーサイズか!?」

「いや、それは別に知りたくないです」

　一転しておちゃらけた口く調ちようになった神子柴を、すぐさま一いつ蹴しゆうする。そもそも、犬のスリーサイズって何だ？

「何!?　里穂は夫の身体からだについて何も知らなくていいというのか!?」

「そういう問題じゃ……というか、微び妙みように誤ご解かいを招まねきそうな言い方やめてくれる!?」

「だが、サイズを知らなければ一緒に服を選ぶこともできんだろう！　せっかく夫ふう婦ふになったのに、仲良くショッピングを楽しむのも嫌いやなのか？　やはり、里穂は犬の旦だん那なを連れて歩くのが嫌なんだな!?」

　くるりと里穂に背を向けて、神子柴が畳の上にうずくまった。前足の間に鼻先を突っ込んで、「あんまりだー！」と盛せい大だいに泣く仕草をしてみせる。

　ああ、めんどくさいモードに突入した。胸むねの内で、里穂はこっそりとため息をつく。

　ここ数日の付き合いでわかってきたのだが、こうなると神子柴はなかなか機き嫌げんを直してくれない。あの手この手を使って宥なだめすかして、結局最後はこちらが妥だ協きようするのがいつものパターンだ。

「あのね、ミコシバさん。私、別に一緒に買い物に行くのが嫌なわけじゃないよ？　でもほら、そういうプライベートなことを聞くのは何か申し訳ないっていうか、私だって聞かれたら困るっていうか──」

　早々に折れて神子柴の背中に語りかけるが、反応はない。よくわからない言い訳を並べたてているうちに、だんだん空むなしくなってきた。一体、自分は何を言っているんだろう。

「おやおや、夫婦喧げん嘩かですかな？」

　ふいにそんな声が響ひびいて、障しよう子じが開いた。振り返ると、盆ぼんを手にした白しら鳥とりが立っている。

「白鳥さん！」

「しかし、喧嘩するほど仲がよいと言いますし。これも、夫婦和合の一いつ環かんですな」

「いや、わりと本気で困ってるんですけど」

　朗ほがらかに笑う老ろう執しつ事じへ、すがるような視線を向ける。すると白鳥は「さようでございますか」と器用に片かた眉まゆを上げてみせた。

「仕方ありませんね。せっかく作った白鳥特製豆とう乳にゆうプリンがぬるくなっては困りますし、ここはおやつタイムといきましょう」

「何っ!?　おやつだとっ!?」

　白鳥の言葉に反応して、神子柴が勢いよく顔を上げた。それからすくっと立ち上がったかと思うと、「おやつだー！」と叫さけびながら白鳥の元に駆かけ寄っていく。

　つい今しがたまでいじけていたとは思えないほどの素早さだ。何と現金な。

「さあ、奥様もどうぞ」

　白鳥に促うながされ、釈しやく然ぜんとしないものを抱かかえながらも里穂は座ざ卓たくの前に腰を下ろした。向かい側にはすでに神子柴が座っており、出されたプリンをがっついている。

「あれ……でも、犬がプリンなんて食べても大丈夫なんですか？」

　先ほど目を通した本の内容を思い出し、里穂は白鳥に問いかける。確か、犬に人間の食べ物を与えてはいけないと書いてあったはずだ。

「問題ありませんよ。旦那様の分には、添てん加か物ぶつを一切使用しておりませんので」

　笑いながら答えた白鳥に、里穂はホッと胸を撫なで下ろす。そういうことなら安心だ。

「ところで旦那様、先ほどシャン・エトワールから新作を入にゆう荷かしたという連絡をいただきましたが」

「シャン・エトワール？」

　聞き慣れない単語に、里穂は思わず身を乗り出した。何やら高級そうな名前である。

「ええ、旦那様御ご用よう達たしのサロンです」

「サロン、ですか？」

　自分にはまったく縁えんのない言葉すぎて、里穂は「ふわぁ」と感かん嘆たんの息を漏もらした。こういう話を聞いていると、本当に神子柴がお金持ちなのだと思い知らされる。

「いかがです、旦那様。この機会に、奥様を連れて行かれてみては」

「ふむ、しばらくお邪じや魔ましてないしな……久しぶりに顔を出してみるか」

　ぺろりとプリンを平らげた神子柴が、口の周りを舐なめながら思案気な顔をした。そんな仕草さえも、今は何だか洗せん練れんされているように見える。

「では里穂、さっそくサロンデビューといこうか」




　白鳥が運転する車に乗って市内へ出た里穂たちは、多くの買い物客で賑にぎわう大型ショッピングモールを訪おとずれていた。

　近年できたというこの施し設せつにはアパレル関係はもちろん、食料品や日用品、さらには家具家電まで様々な品物を扱あつかう店てん舗ぽが入っていて、地元の人々から重ちよう宝ほうされているという。

　日曜日の午後ともなれば、買い物客だけでなく友達と遊びに来た学生やデート中のカップルなどの姿も見られ、大勢の人であふれ返っていた。

「すごい人だね……迷子になりそう」

　時折遠くから聞こえてくる喧けん騒そうに耳を傾かたむけながら、里穂はぽつりと呟く。

「大丈夫だ。もし里穂が迷子になっても、私が必ず見つけ出してやる」

　足元を歩く神子柴が、自じ慢まんげに鼻先を突き出してきた。そういえば、犬は嗅きゆう覚かくがとてつもなく優すぐれているんだっけ。

「だが、ここはサロン直通通路だからな。迷うことはないから安心しろ」

　神子柴の言葉に、里穂は「はぁ」と気の抜けた返事をする。

　今、里穂たちが歩いているのは賑やかなショッピングモールの裏側──従業員用の通路だった。コンクリートがむき出しになったままの壁はどこか寂れた感じがして、華はなやかな表の世界との温度差をひしひしと感じる。

「でも、どうして裏口からなの？」

「これだけの人がいる中、旦那様が表を歩けば大おお騒さわぎになるからですよ」

　里穂の問いに答えたのは、後ろを歩いている白鳥だ。

　ショッピングモールに着いた里穂たちが案内されたのは、どういうわけか施設の裏口だった。わざわざ従業員用の通路を使う意味がわからず首を傾げるも、慣れた様子の神子柴や白鳥に促され、ここまで来てしまったのだが。

「騒ぎって……ここ、犬禁止なんですか？」

　こういう施設はたいていペットの連れ込みを禁止しているものだ。もしかして、神子柴も例に漏れず出入り禁止になっているとか？

「まさか。この街でそんなルールを設もうけている場所はありません」

「じゃあ、どうして──」

「お、着いたぞ」

　問いかけようとしたその時、前を行く神子柴が声を上げた。見ると、目の前に重厚な鉄てつ扉ぴが現れている。

（この先がサロン、かぁ）

　わずかに緊きん張ちようしてきて、里穂は胸の前で両手を握にぎりしめた。サロンと言えば、貴族が集まる社交の場というイメージだが──あれ？　でもそれって、大型ショッピングモールの中にあるものだっけ？

　いつの間にか前に進み出ていた白鳥が、恭うやうやしく扉を開ける。途と端たんに、神子柴がその中へ飛び込んだ。

「あ、待ってよ！」

　慌あわてて後を追い、里穂も扉をくぐる。次の瞬しゆん間かん、視界に映ったのはガラス張りの大きな部屋だった。中では同じユニフォームを着た従業員たちが慌ただしく動き回り、数頭の犬たちにシャンプーやカットを施ほどこしている。

　広々とした店内にはずらりと商品棚だなが置かれ、そこに並べられた犬用の服やアクセサリー、おやつなどを客たちが手に取って眺ながめていた。

「これが、サロン……？」

「その通り。本場アメリカで修業を積んで、最さい高こう峰ほうの技術を獲かく得とくした優秀なトリマーが集結した高級ペットサロン、それがこのシャン・エトワールなのだ！」

　訝いぶかしげに呟いた里穂に、神子柴が「どうだ、驚いたか！」と言わんばかりに胸を張る。

　サロンはサロンでも、犬たちのトリミングをするペットサロンだったのか──ようやくすべてのことに合が点てんがいき、里穂はがっくりと肩かたを落とした。さっきまでの期待と緊張を返してほしい。

「ん？　どうした里穂、行くぞ」

　そんな里穂の心中などいざ知らず、神子柴が軽けい妙みような足取りで歩き出す。と、

「きゃあああああ、ミコシバさんよ！」

　悲鳴のような歓かん声せいが、辺り一面に響き渡った。同時に、店内にいた人々の視線が一いつ斉せいに里穂たちへ向けられる。

「え、噓うそ！　本物のミコシバさん!?」

「まさか、今日いらっしゃるなんて……お会いできて光栄だわ！」

「見て、あの凜り々りしさと可愛さ、そして気品あふれるお姿！」

「うちの子が一番だと思ってたけど、やっぱりミコシバさんは別格ね！」

　ポカンとする里穂の周囲に、あっという間に人だかりができる。店内の客はもちろん、外にいた人までもが騒ぎを聞きつけて集まってきていた。

「騒ぎになるって、こういうことだったんですね」

「はい。こうなると、なかなか店に辿たどり着けませんので。いつも裏口から入らせていただいております」

　里穂が問いかけると、隣に立つ白鳥が頷うなずいた。騒ぎを避さけるために従業員用通路を使ってこっそり入店するなんて、まるでアイドルだ。

「ねぇ、あの子が噂うわさのお嫁さんかな？」

　ふと耳に届いた言葉に、里穂はハッとする。声のした方に視線を向ければ、興味深そうにこちらを見つめている客たちの姿があった。

（そんなに噂になってるの!?　どうしよう……私、思いっきり普段着なのに！）

　かしこまらなくていいと言われたので、長なが袖そでのＴシャツにショートパンツというかなりラフな装よそおいで来てしまった。部屋着とまではいかないが、こんな風に注目されるのなら、もう少しちゃんとした格かつ好こうをしてくればよかったと後こう悔かいする。

「里穂」

　恥はずかしさに顔を伏せた時、神子柴に呼ばれた。同時に、視界にその姿が映り込む。一体、いつ戻ってきたんだろう。

「堂々としていればいい。誰だれが何を言おうと、君は私の妻なのだからな」

　そう言って、神子柴が尻尾を一振りした。じっと見上げてくる瞳ひとみは妙に力強く、何だかとても頼もしい。不ふ思し議ぎと守られているような気がして、里穂は「うん」と頷いて顔を上げた。

「改めて紹介しよう。すでに知っている者もいると思うが──彼女が私の妻、里穂だ」

　くるりと群衆に向き直った神子柴が、高らかに告げる。ざわついていた店内が一瞬しんと静まり返ったかと思うと、すぐさま「わあっ」と歓声が起こった。

「ミコシバさんがお嫁さんをもらったって話、本当だったんだ！」

「何とも可愛らしい奥さんじゃない！」

「あら、今日は夫婦揃そろってデートだったのね！」

「いいねぇ、新婚さんって」

　集まった人々のささやきに、さっきとは違った気恥ずかしさが込み上げてくる。再び下を向きたくなるが、神子柴の言葉を思い出して何とか踏ふみとどまった。

「そうだ、ミコシバさん！　これ、お祝いわいにどうぞ！」

　群衆の一人が、そう言って神子柴に近づいてきた。差し出された手のひらに載っていたのは、小さな丸いクッキーだ。

「今日入荷したばかりのおからクッキーですって。さっきうちの子用に買ったんだけど、ミコシバさんにあげるわ！」

「おお、それはありがたい！　さっそくいただこうではないか！」

　嬉しそうに、神子柴がクッキーを頰ほお張ばる。すると、他の人たちがこぞって押しかけてきた。

「私からもお祝いを！　この犬用チーズ、うちの子も大好きなの！」

「じゃあ、私はこの骨ほねガムを！」
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　集まった人たちが、次々に貢みつぎ物を差し出してくる。神子柴の周囲には、再び熱ねつ狂きよう的てきな空間が出来上がっていた。中には商品を買うためにレジに押し寄せる人までいて、店内は大混乱に陥おちいっている。

　少し離れた場所でその様子を眺めながら、里穂は小さく苦笑を漏らした。その時どこからか視線を感じ、店内を見回す。

（あれ？　不ふ動どうくん？）

　群衆の中に覚えのある姿を捉とらえた気がして、慌てて目を凝こらした。だが、ごった返す人波に埋うもれ、すぐに見失ってしまう。

　気のせいだったのだろうか、と里穂は小さく肩をすくめた。

　不動尊たける──「学校一の不良」と呼ばれる、里穂のクラスメイト。中学時代に喧嘩で相手をボコボコにしたとか何とか、かなり不ふ穏おんな噂がある人物だ。

　そんな相手が、可愛い犬たちの集まるペットサロンなんかにいるわけない……よね？




「いやあ、何とも楽しい時間だったな！」

　青々とした芝しば生ふの上をゴロゴロと転がり、神子柴が満足そうに呟く。

「それは、よかったね……」

　そばに置かれたベンチに腰掛けた里穂は、ぐったりしながら乾いた笑みを浮かべた。たった一時間しか経たっていないのに、ずいぶん疲ひ弊へいした気がする。

　ちらりと隣を見やると、山積みにされた荷物が目に入った。先ほど、サロンで神子柴に渡された貢ぎ物の数々だ。

　騒ぎは大きくなる一方で、このままでは収拾がつかなくなると判断して逃にげるように店を出てきたのがつい先ほど。屋外にある休きゆう憩けいスペースへ引き上げてきた頃には、すでに日が傾きかけていた。

「ミコシバさんが外出する時って、いつもこんな感じなんですか？」

　店での騒動を思い出し、里穂はそばに控ひかえていた白鳥に問いかける。一緒に外出するのが嫌なわけではないと言ったものの、毎度これでは身が持たない。

「はい。特に今日は奥様もご一緒でしたから、人々も一層熱を上げたのでしょう」

　言われて、里穂は「うっ」と声を詰つまらせた。確かに、騒ぎの原因の半分は自分にもあるかもしれない。

「でも、ミコシバさんってやっぱりすごいんですね」

　すでにわかっていたことではあるが、実際に神子柴を取り囲む街の人々の様子を目まの当たりにすると、改めてそれを思い知らされる。

「地位も財産も名めい誉よも持ってて、街の人たちからも慕したわれてるなんて、無敵じゃないですか」

「そんなことはありませんよ。旦那様にも、苦手なものがございますので」

「え、そうなんですか？　それって──」

　問いかけようとした時、ふと視線を感じて振り返った。きょろきょろと辺りを見回し、里穂は「あっ」と声を上げる。

　目に飛び込んできたのは、ベンチから少し離れたところに佇たたずむ少年の姿。一八〇センチはありそうな長身と、鋭するどく細められた双そう眸ぼう。

　間違いない。里穂のクラスメイト、不良と噂される不動だ。

（やっぱり、さっきのは気のせいじゃなかったの？　でも、どうして不動くんがここに……）

　ついジロジロと見つめていると、不動が眉み間けんのしわをさらに深くした。思わず、「ひっ」と身をすくめる。

「……ほ、里穂！」

　呼ばれて、里穂は我われに返った。視線を落とせば、神子柴がベンチに前足をかけて身を乗り出してきている。

「どうしたのだ？　何やら不穏な空気を感じたが」

「あ……ちょっと知ってる人を見かけて」

「知り合い？　学校の友達か？」

「いや、友達っていうか……隣の席の子で、不動くんって言うんだけど──」

「何っ!?　不動だと!?」

　突然、神子柴が過か剰じようなほど反応した。落ち着かない様子で辺りを見回したかと思うと、何かから逃げるようにベンチの下へ潜もぐり込む。

「ミコシバさん？　急にどうしたの、不動くんが何か──」

「ダメだ里穂！　その名前を口にするな！」

　不動の名を出した途端、神子柴が悲鳴にも似た声を上げた。不ふ審しんに思ってベンチの下を覗のぞき込めば、後ろ足の間に尻尾を挟はさみ込んでぶるぶると震ふるえている神子柴の姿がある。

　確かこれは、「怯おびえている」という合図だと本に書いてあったような。

（というか、ミコシバさんと不動くんって知り合いだったの？）

　神子柴が不動を知っているとは、意外だった。街の権力者と学校一の不良の、どこに接点があるんだろう。しかも怯えるだなんて。

「とにかく、ここから離れないと……白鳥、車の用意をしてくれ！」

「かしこまりました」

　神子柴の命めいを受け、白鳥が身を翻ひるがえす。さっきから一体何なんだ、とわけもわからぬまま荷物をまとめようとした時、

「うぐっ!?」

　ベンチの下から、突然妙な声が聞こえてきた。荷作りの手を止めて再び覗き込むと、地面にうずくまった神子柴が呻うめき声を上げている。

「ミコシバさん？　今度は何!?」

「き、急に……おなかが……！」

「ええっ!?」

　弱々しく呟かれた言葉に、里穂は慌てた。どうしよう、こんなところで──。

「お散歩セット、持ってきてないよ!?」

「さすがにここでは出さんぞ!?」

　即座に、神子柴が否ひ定ていした。出す気はないらしいとわかって安心──している場合じゃない。

　里穂の目の前で、神子柴の容態はどんどん悪化していく。背中を丸めてうずくまる姿は、とても苦しそうだ。

（どうしよう……もしかしたら、何かの病気なんじゃ……）

　ふとそんな考えがよぎり、心しん臓ぞうが縮み上がった。急に腹痛を覚えるような病気は──何があったっけ!?

「おい」

　おろおろしていると、ふいに頭上からぶっきらぼうな声が降ってきた。ハッとして顔を上げ、里穂は目を瞠みはる。

「ふ、不動くん……？」

　夕ゆう闇やみを背に立っていたのは、不動だった。見上げるほどの長身と、恐おそろしく冷さめた瞳。威い圧あつ的てきな視線を向けられ、小さく息を吞のんだ。

　転校初日に睨にらまれて以来、どうもこの人は苦手だ。もしかしたら、また容よう赦しやない言葉を投げかけられるんじゃないだろうか。

　無意識のうちに身構えていると、ふいに不動の視線がベンチの下にいる神子柴に移った。かと思えば、突然その場にしゃがみ込んで神子柴を引っ張り出す。

「な、何するの!?」

　不動の行動に驚いて、里穂は慌てて声を上げた。だが、不動は何も言わないまま、神子柴を抱えて歩き始める。

「待って！　ミコシバさんを、どこへ連れて行く気？」

　少々声を荒あららげると、不動がピタリと足を止めた。肩かた越ごしに振り返った鋭い瞳に怯みつつも、里穂はぎゅっと両手を握りしめて対たい峙じする。

「話している時間が無む駄だだ」

　返ってきた言葉に啞あ然ぜんとした。何だ、この突き放したような物言いは。しかも、まったく答えになっていない。

　あまりのことに声を失う里穂を置いて、不動が再び歩き出した。

（白鳥さんに知らせなきゃ……でも、戻ってくるのを待ってたらミコシバさんたちを見失っちゃう）

　不動がどこへ行くのかがわからない以上、ここで離れてしまうのはまずい。

　それに神子柴は、不動に怯えていた。今この場で、神子柴を守れるのは自分しかいない。

　意を決すると、里穂は夕闇に消えようとしている背中を追いかけた。




　不動を追って辿り着いたのは、ショッピングモールからそう離れていない住宅街の一角にある、こぢんまりとした建物だった。

「ここ、動物病院……？」

「いぬもりペットクリニック」の文字と、犬と猫ねこのイラストが描かれたガラス扉を見て、里穂は目を丸くする。まさか、不動の目的地が動物病院だったとは驚きだが、少しだけ安心した。

「でも、閉まってるよ？」

　玄げん関かんにはブラインドが下ろされ、「本日休きゆう診しん日び」というプレートが掲かかげられている。

　不動の様子を窺うかがいつつ声をかけるが、反応はない。

「別の病院に──って、ちょっと！」

　里穂の提案を無視して、不動が玄関の扉に手をかけた。そのまま、何の躊躇ためらいもなくそれを引き開ける。

「ねぇ、勝手に開けて大丈夫なの!?」

　さすがに不安になって叫ぶが、不動は里穂のことなど気にも留めずにブラインドを押しのけ、その向こうへと長身を滑すべり込ませた。

（入ってっちゃった……というか、鍵かぎはかかってないの？）

　防ぼう犯はん上じよう大丈夫なのかと思わず突っ込みたくなったものの、今はそんなことを気にしている場合じゃない。

（どうしよう……でも、ミコシバさんのこと放っておけないし）

　再び下ろされたブラインドの前でしばし悩んでいたが、覚かく悟ごを決めて中へ入った。ここまで来たら、もう後には引けない。

　不動の姿を捜さがすと、「診しん察さつ室しつ」と書かれた部屋に入ろうとしている背中が目に留まる。慌てて駆け寄ってついていこうとしたが、

「ついてくるな」

　あっさり突き放されてしまった。

「で、でも！　私もミコシバさんのことが心配だし──」

「心配する必要はない」

　ぴしゃりと遮さえぎられ、グッと声を詰まらせる。そんな里穂を残し、不動は診察室の中に消えていった。

　何なんだ、一体。いくら何でも、あの態度はひどすぎないか？

　閉ざされた扉の前に立ち尽つくし、里穂は唇くちびるを嚙かんだ。神子柴が大変な時に、どうして他人の不動がこの場を仕切っているんだろう。

　嫁である里穂にだって、神子柴に付き添そう権利はあるはずなのに。




　照明が落とされた部屋の中に、時を刻きざむ秒針の音だけが響く。休診日の待合室には当然ながら里穂以外の人間はおらず、どこか寒々しい感じがした。

（ミコシバさん、大丈夫かな）

　椅い子すに腰掛けた里穂は、膝ひざの上に置いた両手をそっと握りしめる。時間が経つにつれて、怒りよりも不安の方が勝まさってきた。

　ここに来てから、すでに十五分が経過している。その間、不動が再び顔を出すことはおろか、物音さえも聞こえてこなかった。

　視線を上げて、診察室の方を見やる。しんと静まり返った扉の向こうで何が起こっているのか、まったく見当もつかない。

　はたして、神子柴は無事なのだろうか──。

「ぎゃあああああああああああああああっ！」

　突とつ如じよ、すさまじい悲鳴が響き渡った。思わず、びくりと肩が跳はねる。

「今の声、ミコシバさん!?　まさか、何かあったんじゃ……」

　いてもたってもいられなくなり、慌てて立ち上がって診察室の扉を開け放った。

　途端に、ツンとした薬品の匂においが鼻をつく。そう広くはない部屋の中、壁かべ際ぎわには本やら医い療りよう器き具ぐやら標本やらが詰まった棚が並び、中央には診察台が一つ。

　そのそばに立っていた不動が里穂を見て、驚いた様子で壁まで飛びのいた。急に開けた視界に飛び込んできたのは、診察台の上でこちらに背を向けてうずくまる茶色い塊かたまり。

「ミコシバさん!?　大丈夫!?」

「大丈夫じゃない！　尻に二本も注射を打たれたんだぞ!?」

　駆け寄って覗き込むと、神子柴が勢いよく顔を上げた。その瞳は潤うるみ、口元はぴくぴくと引きつっているが、思ったより元気そうだ。

「ねぇ、何がどうなってるの？　もしかして、何かの病気だったんじゃ……」

「病気？」

　里穂の問いかけに反応したのは、神子柴でも不動でもない第三者の声だった。視線を向ければ、奥へ続く扉の向こうから一人の男が現れる。

　のっそりとした熊くまを思わせる、大おお柄がらな体たい軀く。寝ね癖ぐせがついたぼさぼさの髪かみに無ぶ精しようひげ、加えてよれよれの白衣を羽は織おっている姿は、どう見てもくたびれたおっさんだ。

「あはは、病気なんかじゃないよ。心配しなくても、健康そのものだから」

「病気じゃないって……じゃあ、一体何だったんですか？」

　目を丸くして問いかけると、男は軽く肩をすくめてみせた。

「ただの食べすぎだよ、食べすぎ。ちょっとばかし詰め込みすぎて、おなかがびっくりしちゃったんだねぇ」

「た、食べすぎ？」

　呆ぼう然ぜんと、男の言葉を繰くり返す。そういえば、今日の神子柴はやたら食べていたような。

　家で白鳥が作った豆乳プリンを平らげ、サロンで集まった群衆から貢がれた大量のおやつを味見し──思い出せる限りでも、相当な量だ。おなかの調子がおかしくなっても不思議ではない。

「治ち療りようもしたし、今はすっかり元気だから大丈夫。大したことなくてよかったねぇ」

「よくない！　こっちは無断でお尻を触さわられたあげく、注射までされたんだぞ！」

「まあ、そう怒らなくても……僕にお尻を触られたの、初めてじゃないんだし」

「気色の悪い言い方をするな！　おまえのような熊男に尻を許した覚えはない！」

　いやそれ、どっちもどっちだから。目の前で繰り広げられるセクハラ感満まん載さいの舌ぜつ戦せんに、里穂は内心でツッコミを入れた。

　二人の様子からして、お互たがい気心の知れた間柄だということが窺える。どうやらここは、神子柴のかかりつけの病院らしい。

（でも、よかった……ミコシバさんが病気じゃなくて）

　何か重大な病気なのではと心配したが、そうではないとわかってホッと胸を撫で下ろす。同時に足から力が抜け、里穂はその場にしゃがみ込んだ。

「里穂!?　どうしたのだ？」

「だ、大丈夫……ちょっと、気が抜けただけだから」

　そう答えて立ち上がろうとしたものの、膝が震えて上う手まく力が入らない。もたついていると、誰かが里穂の腕を摑つかんで引き上げてくれた。

　相手を見やり、ギョッと目を瞠る。里穂の腕を摑んでいたのは、さっきまで壁際にいたはずの不動だった。

「あ、ありがとう」

　おずおずと礼を言えば、不動が慌てたように手を離す。それきり視線を逸そらしたまま、再び里穂と顔を合わせようとはしなかった。




「あの、いろいろとお世話になりました」

　白鳥の迎えを待ちながら、里穂は受付から顔を覗かせている白衣の男に頭を下げた。

「いいっていいって。これが僕の仕事だしね。まあ、何かあったらまた気軽に来てよ」

「病院は気軽に来るところではないだろうが！」

　すかさず、足元にいた神子柴がツッコミを入れる。まだ少しふてくされた顔をしているが、もうすっかりいつもの調子だ。

「何なら、入院していってもいいよ？　ちょうど犬舎も空あいてるし」

「誰が入院などするか！　こんなところ、一秒たりとも長居したくないわ！」

　全身の毛を逆さか立だてた神子柴が、そそくさと玄関へ向かった。よほど病院が嫌いなようだ。神子柴の苦手なもの、病院──と、里穂は心のメモに書き加えておく。

「ほら里穂、帰るぞ！」

　早くこれを開けろと言わんばかりに、神子柴が前足で玄関のガラス戸を引っ搔かいた。その向こうに、一台の黒い車が停まっているのが見える。ようやく白鳥が到着したようだ。

「おい」

　急せかす神子柴に「もう」と肩をすくめて歩き出そうとした時、低い声に呼び止められた。振り返れば、すぐ後ろに不動の姿がある。

「そっか、お会計……あ、でも私、今お金持ってなくて」

「いい。後で」

　財さい布ふを持っていないことに気づいて慌てる里穂に、不動が言った。怖々と顔を上げると、冷めた瞳がじっとこちらを見下ろしている。

　思わず怯みそうになったが、何とか踏みとどまった。一つ深呼吸をして気持ちを落ち着かせ、里穂は不動と向き合う。

「あの……今日は本当にありがとう。偶ぐう然ぜんだけど、不動くんがいてくれて助かったよ」

　そう切り出すと、不動がかすかに目を瞠った。

　今日、あの場に不動がいてくれてよかった。もし彼がいなければ、きっと里穂は何もできなかっただろう。うろたえるだけの里穂に代わって神子柴を助けてくれたのは、間違いなく不動なのだ。

「別に、おまえのためじゃない」

　返ってきたのは、否定の言葉。初めて会った時から何も変わらない無ぶ愛あい想そうな態度に、里穂はしゅんと肩を落とす。

　と、俯うつむけた視界に何かが映った。

「……何、これ？」

　差し出された名刺を見て、里穂は目を瞬しばたたいた。顔を上げると、相変わらず無表情のまま不動がこちらを見下ろしている。

　困こん惑わくしながらも、おそるおそるそれを受け取って表面に目を落とし──驚きよう愕がくした。

「いぬもりペットクリニック、獣医師・不動──って、もしかしてここ、不動くんの病院だったの？」

　ポップな書体で書き綴つづられた文字を読み上げると、不動が無言のまま首を振った。

「違う。父親」

　文ぶん脈みやくも何もあったもんじゃない単語の羅ら列れつに眉をひそめたが、何とか脳のう内ないで足りない部分を推すい測そくしてようやく答えに辿り着く。

「……不動くんのお父さんの病院ってこと？」

　今度は、不動が小さく頷いた。なるほど、では先ほどのあの熊みたいな獣医師は、彼の父親だったのか。

　まさか神子柴のかかりつけが、不動の父が経営する動物病院だったとは──妙なところで繫つながっているものである。だから不動の名前を出しただけで、神子柴が怯えていたのか。

「電話」

　ぼそりとした声に顔を上げると、不動が里穂の手の中にある名刺を指さしていた。

「あ……えっと、電話しろってこと？」

　言葉がブツ切れすぎていまいちわかりにくいが、何かあったら電話してこいということだろうか。首を傾げて問い返したが、

「用もないのに、してくるな」

　またもや容赦のない言葉を返される。何なんだ、一体。

「違う、そうじゃない。裏」

　独ひとり言ごとのように呟いて、不動が突然里穂の手から名刺を奪い取った。わけがわからずポカンとする里穂の前でそれを裏返し、再び突きつけてくる。

　ひっくり返された名刺を受け取り、裏側に書かれていた文字を見て、里穂は「あ」と声を上げた。




『困ったことがあれば、何でも相談に乗る』




　荒々しい字で書かれた一文に、里穂は目を丸くする。そっと不動を見やり、それからもう一度名刺に視線を落とす。

　言動はまったく正反対だけど──これは、好意と受け取っていいのだろうか。

「あ、ありがとう」

　手の中の名刺を握りしめて礼を言うと、不動が虚きよを衝つかれたような顔をした。が、それも一瞬で、すぐさま顔を逸らされてしまう。その頰が、少々赤くなっている気がする。

（もしかして、照れてる？）

　ふとそんなことを思って、里穂は口元をほころばせた。誰も知らない不動の一面を発見したみたいで、何だか嬉しくなる。

　不良と恐れられているけど、本当はそれほど悪い人じゃないのかもしれない。
















「……偶然じゃ、ない」

「へ？」

　唐とう突とつな言葉に、里穂は目を瞬かせた。今度は何だ、と続きを待っていると、不動がちらりとこちらに視線を向ける。

「ずっと、見てた。店から」

「ええと、何の話──あ」

　不動の言わんとしていることに思い当たり、里穂は小さく声を上げる。

「店って、サロンのこと？　やっぱりあの時、不動くんもお店にいたの？」

　問いかけると、不動が一つ頷いた。どうやら見間違いではなかったようだ。それなら、神子柴の具合が悪くなった時に不動が現れたのも納得できるが──ん？

（ずっと見てたって……誰を!?　何のために!?）

　サロンにいた時から里穂たちを見ていたのだとしたら、それって相当なストーカーじゃないか!?

　思わず身を引くと、不動が不思議そうな顔をした。どう反応すればいいのかわからず、里穂は乾いた笑みを漏らす。




　不良と呼ばれる相手ではあるが……きっと悪い人ではないはず、だよね？
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　里り穂ほが神み子こ柴しばに嫁よめ入いりして、二週間が過ぎた。

「わぁ、今日もいい天気」

　玄げん関かん先さきで雲一つない空を見上げ、ぽつりと呟つぶやく。十月も終わりだが、まだまだ涼しさとは無む縁えんのようだ。

「里穂」

　冬用の制服を少々恨うらめしく思っていると、背後から神子柴に呼ばれた。振り返って、里穂は啞あ然ぜんとする。

「……何て格かつ好こうしてるの？」

　つぶらな瞳ひとみをゴーグル風のサングラスで覆おおい隠かくし、耳には外部の音を一切遮しや断だんするかのように大きな耳みみ栓せん。さらに犬用レインコートに全身を包み込んで完全武ぶ装そうした姿は、見ているだけで暑苦しい。

「ん？　里穂、何か言ったか？」

　小首を傾かしげて問いかけてくる神子柴にため息をつき、里穂はしゃがみ込んで耳栓を外はずしてやった。

「どうしたの、その格好。見てるこっちが暑苦しいんだけど」

「仕方ないだろう！　どうやら今日は、午後から雷らい雨うになるらしいからな」

「雷雨？　こんなに晴れてるのに？」

　頭上に広がる青空と神子柴を見み比くらべて、目を瞬しばたたかせる。すると、神子柴が足元に置いてある大型タブレットをこちらに差し出してきた。

「これを見ろ、里穂」

　前足で器用にそれを操そう作さして、神子柴が里穂を促うながす。顔を突き合わせるようにして覗のぞき込んだ画面に表示されていたのは、今日の天気予報だった。

「最新の情報によると、夕方から雷かみなりを伴ともなった大雨になるそうだ」

「あ、ほんとだ」

　神子柴の言う通り、時間ごとに表示された天気予報には確かに午後から雨マークがついている。しかも、雷のマークとセットで。

「雨が降るのはわかったけど、今からそんな格好しなくても」

「何を言うか！　ただの大雨ではないんだぞ!?　万全の準備をしておかねばならんだろう！」

　妙みように力説する神子柴に、里穂は「はぁ」と呆あきれた顔をする。たかが雷雨で、そこまで騒さわぐことだろうか。

「いいか里穂、今日はなるべく早く帰ってくるのだ。いや、いっそ学校など行かない方がいいな。私から校長に連絡して、今日は全校休みに──」

「待って待って、雷雨くらいで休校にしなくてもいいから！」

　突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出した神子柴を、慌あわてて止める。

　なまじ権力を持っているだけに、神子柴なら本気で学校を休みにしてしまいそうで怖い。

「だが里穂、雷雨がくるというのに、吞のん気きに学校など行ってる場合ではなかろう！」

「そんな大げさな」

　一人で、いや一匹で大騒ぎをしている神子柴を見て、里穂は苦笑を漏もらす。台風ならともかく、雷雨で学校が休みになるなんて聞いたことがない。

「どうか大目に見てくださいませ、奥様」

「ひゃっ」

　ふいに背後から声をかけられ、里穂は悲鳴を上げた。振り返ると、困ったような笑えみを浮かべた白しら鳥とりが立っている。

「実は、旦だん那な様さまは雷が苦手でして。雨の降る日は、いつもこんな調子なのです」

「あ……なるほど」

　そっと耳打ちしてきた白鳥に、里穂はようやく納得して頷うなずいた。そういえば、犬って雷が嫌きらいなんだっけ。

　神子柴の苦手なもの、雷──先日書き込んだ心のメモに、「病院」と並べて追加しておく。

（もしかしたら、私も雷が嫌いだと思われてるのかな？）

　それで心配してくれているのだろうか。気き遣づかってくれるのは嬉うれしいが、少々方向性がズレているような気がする。

「とにかく、今日は学校が終わったらすぐに帰ってくるのだぞ！　いいな、里穂！」

「わかった。なるべく早く帰ってくるね」

　すがるような視線を向けてくる神子柴にそう返すと、里穂は白鳥が用意してくれた車に乗り込んだ。




「では奥様、今日は早めにお迎むかえにまいります」

　校門の前で車を降りた里穂に、白鳥が恭うやうやしく頭を下げた。そんな里穂たちを、登校してきた生徒たちが物もの珍めずらしそうに眺ながめていく。

「お願いします。あ、ミコシバさんにも心配しないでって伝えてください」

「かしこまりました。それと奥様、念のためこれを」

　そう言って、白鳥が折りたたみの傘かさを差し出してきた。ピンク色の布地に小さな花模も様ようが散っていて、なかなか可か愛わいらしいデザインだ。

　ありがたくそれを受け取って礼を言った時、

「あ、里穂ちゃんだぁ。おはよー」

　のんびりとした声に呼ばれて振り返ると、すっかり顔かお馴な染じみになったクラスメイト二人の姿がある。「おはよう」と返して、里穂も彼女たちの元に駆かけ寄った。

「今日も送り迎えつき？　さすがは『ミコシバさんのお嫁さん』だねぇ」

　おっとりとした口く調ちようで言ったのは、羽はね田だまいというクラスメイト。妖よう精せいのような愛らしい容姿とふわふわした雰ふん囲い気きを持つ、クラスの癒いやし系女子だ。

「子供じゃないんだし、学校くらい一人で行けるって言ってるんだけどね。心配だからって、許してくれないの」

　軽く肩かたをすくめて、ため息をつく。毎日黒くろ塗ぬりの高級車で登下校なんて大げさだと訴うつたえたのだが、神子柴も白鳥も送そう迎げいをやめてくれるつもりはないらしい。

　学校に通わせてもらい、何不自由ない生活を保ほ障しようされ──借しやつ金きんのカタに嫁入りしたというのに、こんなによくしてもらっていいんだろうか。

「いいじゃない、心配してくれるほど愛されてるんでしょ。せっかくの好意なんだから、ありがたく受け取っときな」

　もう一人のクラスメイトである三み村むら葉は月づきが言う。こちらはすらりとした体たい軀くに短くした髪かみが似合うカッコいい系女子なのだが、何な故ぜかまいと気が合うらしく、いつも一緒にいるのだ。最近はそこに里穂が加わり、三人でつるむのが常となっていた。

　突然見ず知らずの土地にやってきて、新しい学校に通うことになって、上う手まくやっていけるだろうかと心配だったのに、案外あっさり馴染むことができた。

　そのきっかけは神子柴であったが、こんな恩おん恵けいがあるのなら「ミコシバさんのお嫁さん」も悪くないと思ってしまう。

「それより、今日午後から雷雨だって。こんなに晴れてるのにねぇ」

「まい、ちゃんと傘持ってる？　私、今日は用事があるから一緒に帰れないよ」

「ちゃんと持ってまーす。あたしも今日バイトだから、帰りはみんな別々だね」

　隣で交かわされる友人二人のやり取りを聞きながら、里穂は校門をくぐる。

（あ……不ふ動どうくんだ）

　校こう舎しやへと向かう人波の中に、頭一つ分飛び抜けた長身を見つけた。少し俯うつむき加減に歩く彼の周りには、半径一メートルほどの空間がぽっかりと穴を空けている。

　神子柴を助けてもらった日以来、不動とはまともに話していない。翌よく日じつ思いきって声をかけてみたのだが、再び「気安く話しかけるな」と突き放されてしまった。

　あの一件で少しは距離を縮められたのではないかと思ったのに、学校での関係は転校初日に逆戻りだ。

「里穂、どうしたの？」

　葉月の声にハッと我われに返ると、いつの間にか足を止めていた里穂を友人たちが怪け訝げんそうに見つめている。

「あ、ごめん。ちょっと──」

「ねぇ、今、不動くんのこと見てた？」

　里穂の視線の先を追ったのか、まいがそう問いかけてきた。肯こう定ていするべきかはぐらかすべきか迷っていると、まいは葉月と視線を交わし、それから心配そうな顔で覗き込んでくる。

「近寄らない方がいいよ。不動くん、本当にいい噂うわさ聞かないから」

「喧嘩で相手をボコボコにしたって話も、あながち間違いじゃないみたいだし。まさに典型的な不良って感じ」

「そう、かな……でも」

　先日、神子柴を助けてくれた時のことを思い出す。あの時の不動は、みんなが言うほど悪い人には思えなかったけど──。

　一人考え込んでいると、ちょうど予よ鈴れいが鳴った。のんびりと歩いていた生徒たちの足取りが、にわかに慌ただしくなる。

「ほら、行くよ。遅ち刻こくする」

　葉月に促され、里穂はまいと連れ立って歩き出した。もう一度不動の方に目を向けたが、彼の周りにできた空気の壁かべは少しも縮むことなく存在し続けていた。




　神子柴の予言──というか天気予報の通り、午後から空に雲が広がってきた。徐じよ々じよに強まった風と共に、雨の匂においが運ばれてくる。

「じゃあ里穂ちゃん、あたしたち先に帰るね」

「一緒に待ってあげられなくて悪いけど。一人で平気？」

「うん。もうすぐ白鳥さんも来ると思うし。また明日」

　それぞれ用事がある友人たちを見送って、里穂は再び窓の外に目をやった。早めに迎えに来るという話だったが、校門の前に白鳥が運転する車の影はない。到とう着ちやくが遅れているのだろうか。

（あ、降ってきた）

　窓ガラスを雨あま粒つぶが一ひと筋すじ伝ったかと思うと、あっという間に本降りとなった。部活に向かおうとしていた者や、帰ろうとしていた生徒が慌てて軒のき下したに飛び込む。

　急に降り出した雨に、大勢の生徒たちが昇しよう降こう口ぐちで足止めを食っていた。その中に覚えのある姿を見つけて、里穂は「あ」と声を上げる。

　庇ひさしの隅すみで窮きゆう屈くつそうに長身を縮めている、一人の少年。ただでさえ鋭するどい双そう眸ぼうが、迷めい惑わくそうに灰色の空を睨にらんでいた。

（不動くん、もしかして傘持ってないのかな）

　ふと、今朝白鳥から渡された折りたたみ傘の存在を思い出す。急いで鞄かばんの中からそれを摑つかみ取り、里穂は勢いよく教室を飛び出した。

　生徒たちの活気で賑にぎわう廊ろう下かを抜け、玄関まで一気に駆ける。人波をかき分けていくと、庇の隅っこで立ち往おう生じようしている長身の影を見つけた。

「不動くん！」

　声をかければ、不動がかすかに肩を震ふるわせて振り返る。こちらに向けられた双眸が里穂を捉とらえた途と端たん、その顔に驚きが広がった。

「あの、これ……よかったら使って」

　息を切らしたまま歩み寄り、傘を差し出す。驚きよう愕がくに染そまっていた不動の表情がわずかに歪ゆがみ、今度は困こん惑わくが浮かんだ。

「……これを、俺に？」

　戸と惑まどった声で問い返され、里穂はハッとする。不動に渡そうとしているのは、ピンク地に花はな柄がらが入った何とも可愛らしいデザインの折りたたみ傘。男の子で、しかも不動のような容姿の人間が持つにはちょっと──いや、かなり似合わない。

「あ……別に嫌いやがらせとかじゃなくて！　ええと、傘持ってないみたいだったから──」

「いらん気遣いだ」

　返ってきた言葉に、思わずたじろいだ。怒らせてしまっただろうか。少しでも力になれればと思ったのだが、彼にとっては余計なお世話だったのかもしれない。

　しゅん、と肩を落として俯いた時、

「こら、女の子相手にそんな言い方はないだろう」

　突然割り込んできた声に驚いて、里穂は顔を上げる。振り返ると、そこに一人の少年がいた。

　甘く整った顔立ちに、細身だけどしっかりとした体軀。学ランの襟えり元もとまできちんとホックを留めた姿は、いかにも真ま面じ目めな優等生といった様子だ。

「かわいそうに、怯おびえてるじゃないか。もっと優しく話してあげないとダメだろ」

　里穂をかばうように前に出た少年が、不動に向けて文もん句くを言う。だがその口調はどこか柔やわらかく、彼の生き真ま面じ目めな印いん象しようをずいぶんと緩かん和わしていた。

　女の子に人気がありそうだな、などと何となく考えて周囲に目をやると、案あんの定じよう近くにいた女子たちが熱っぽい視線を彼に向けている。

「……おまえには関係ない」

　ぼそりと呟いて、不動が眉まゆをひそめた。鋭い視線が里穂たちを射い抜ぬくが、少年は軽く肩をすくめただけで受け流す。それから、再び里穂に向き直った。

「大丈夫？　小こ谷たにさん」

「うん……って、どうして私の名前知ってるの？」

「だって君、あの有名な『ミコシバさんのお嫁さん』だろ？」

　悪戯いたずらっぽく目を細めて、少年が答える。予想以上に有名になっているようで、里穂は苦笑するしかない。

「あ、僕は八や神がみ乙おと彦ひこ。君と同じ二年生で、今は生徒会長もやってるよ」
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「え、生徒会長？」

　八神の言葉に、里穂は目を丸くした。転校してきてから生徒会にお世話になる場面などなかったから、会長の顔を見るのはこれが初めてだ。

「そう。隣のクラスだし、これからも顔を合わせることがあるかもしれないから、その時はよろしくね」

「こちらこそよろしく、八神くん」

　柔らかな物もの腰ごしの八神と話していると、何だか妙に安心できる。ホッとして、里穂は緊張を解といた。

「ところで、君はこいつが怖くないの？」

「こいつって……不動くん？」

　視線の先を追って問い返すと、八神が小さく頷いた。

（怖くないって言ったら、噓うそになるけど……）

　さっきみたいに冷たい言葉を投げつけられたり、あの鋭い瞳で睨まれたりすると、確かに怖い。何も知らなければ、思わず逃にげ出したくなるだろう。だけど──。

「でも、きっと不動くんは悪い人じゃないと思う」

　そっと呟くと、八神が目を丸くし、不動が息を吞のんだ。

　暴力を振るったという噂もあるが、里穂自身はその姿を一度も見たことがない。それに不動は、「相談に乗る」と言ってくれた。そんな彼が、みんなの言うような悪い人間とは、どうしても思えないのだ。

（って私、本人の前で何言ってるんだろう……）

　ふと我に返り、慌てて口を押さえる。おそるおそる様子を窺うかがえば、不動が呆あつ気けに取られたようにこちらを見つめていた。ああもう、とっさに口をついて出た言葉を今すぐ取り消したい。

「ふぅん……なるほどね」

　己おのれの失言を激しく後こう悔かいしていると、八神が一人納得したように頷いた。何が「なるほど」なんだろう、と里穂は首を傾げる。

「僕が口を出すことじゃないかもしれないけど……もし、こいつに何かされたらいつでも相談してよ。できる限り力になるから」

「え……何かって、何？」

　思わせぶりな言葉に眉をひそめた時、遠くで八神を呼ぶ声がした。

「ごめん、生徒会の仕事が残ってるから行かなきゃ。じゃあまたね、小谷さん」

「あ、うん。また」

　慌ただしく立ち去っていく八神を見送ると、後には里穂と不動だけが残された。何だか非常に気まずい。

「あの、余計なことしてごめんね？　それとさっきの言葉、もし気を悪くしたなら──」

　微び妙みような空気に耐えかねて声をかけた時、周囲で「きゃあっ」と歓かん声せいが沸わき起こった。

「見て、ミコシバさんよ！」

「ほんとだ！　お嫁さんを迎えに来たのかな？」

　そんな言葉が聞こえてきて、里穂は「えっ」と耳を疑う。見れば、いつの間にか玄関先に人だかりができあがっていた。

　慌てて人込みをかき分けて前に出ると、雨に濡ぬれた校庭に佇たたずむ小さな影が目に飛び込んでくる。

「み、ミコシバさん!?」

　ゴーグル風のサングラスと耳栓、犬用のレインコートで完全武装した姿──校門前に停まった黒い車を背に立つ神子柴を見て、里穂は目を丸くした。どうして、神子柴がここにいるんだろう？

「里穂おおおおおおおおっ！」

　里穂に気づいた神子柴が、勢いよくこちらに駆け込んでくる。

「え、わっ!?」

　突進してきた神子柴を、里穂は慌てて抱だき止めた。が、全力でぶつかられた衝しよう撃げきで、そのまま後ろに倒れ込みそうになる。

　その時、ふいに背中にぬくもりが触ふれた。驚いて振り返ると、不動が里穂の肩を支えてくれている。

「あ……ありがとう」

　礼を言った途端、不動がハッと息を吞んだ。気まずそうに目を逸そらし、慌てた様子で距離を取る。

「迎えに来たぞ、里穂！　君がアレに怯えているのではないかと思うと、気が気でなくてな！　こうして自みずから赴おもむいたのだ！」

　不動に気を取られている里穂に、神子柴が声をかけてきた。物々しい装そう備びに身を包んで胸むねを張っているが、その身体は小さく震えている。

（わざわざ迎えに来てくれたの？　雷が怖いくせに……）

　激しい雨の中、いつ雷が鳴り始めるかもわからないのに──それでも、こうして迎えに来てくれたのか。そんな神子柴の気遣いを、心から嬉しく思う。

　もしかしたら、家を出る前にいろいろと葛かつ藤とうしたのかもしれない。迎えが遅くなったのも、それが原因なのだとしたら納得できる。

「ミコシバさん、ありがと──」

　言いかけて、神子柴の耳が塞ふさがれていることに気づいた。そっと耳栓を外してやるついでにサングラスも取り払うと、つぶらな瞳が里穂を見上げてくる。

「さあ里穂、急いで帰るぞ！　アレがくる前に──っ!?」

　神子柴の言葉が終わるか終わらないかのうちに、空が光った。一いつ瞬しゆん辺りが静まり返り、直後に轟ごう音おんが鳴り響ひびく。

「き……きゃあああああああああああああああああっ!!」

　まるで乙女おとめのような悲鳴を上げ、神子柴が里穂の腕うでから飛び出した。そのまま猛もうダッシュで人ひと垣がきを抜け、どこかへ走り去っていく。

「ミコシバさん!!」

　慌てて追いかけたが、すでにその姿は見当たらない。茶色の背中を捜さがしておろおろしていると、そっと肩を叩たたかれた。振り返れば、真剣な顔をした不動が里穂を見下ろしている。

「不動くん？」

「捜すぞ」

　短く言い残して、不動が歩き出した。

（もしかして、一緒に捜してくれるの？）

　しばらくポカンとしていたが、ようやく不動の言葉が意味するところに気づいて我に返る。

「あ……待って！　不動くん！」

　立ち止まっていたのもつかの間、廊下の向こうに遠ざかっていく背中を、里穂は慌てて追いかけた。




　校舎の一階から二階、三階──各クラスの教室はもちろん、美術室や音楽室などの特別教室、さらに食堂と保健室も見て回った。

　それぞれ隅々まで捜してみたが、いまだ神子柴の発見には至いたっていない。

（一体、どこに行っちゃったんだろう……）

　一階の廊下の端はしで足を止め、里穂は首を傾げる。考えられる場所はすべて捜したし、途中ですれ違う生徒にも神子柴を見なかったか聞いてみた。だが、誰だれ一人「見てない」と言う。

　残るは職員室や校長室だが、中にいた先生たちに聞いても皆みな一様に首を振るばかりだ。

　窓の外では雨が降り続き、時折閃せん光こうが辺りを白く染そめていた。空を駆けるように轟とどろく雷鳴も、まだ収まっていない。

　あの怯えっぷりからして、きっと今もどこかで震えているに違いない。早く捜し出してあげないと──だが、気持ちが焦あせるばかりで神子柴の足取りは依然として摑めないままだ。

「小谷」

　ぼそりとした声に呼ばれて、ハッと顔を上げる。視線の先にあったのは、「学校一の不良」と呼ばれるクラスメイトの姿。

「不動くん！」

　思わずその名を呼んで、彼の元に駆け寄った。二手に分かれて捜していたのだが、分ぶん担たんしたエリアの捜そう索さくを終えて戻ってきたらしい。

「どうだった？」

　問いかけた里穂に、不動が首を振る。やっぱりダメか、と里穂は肩を落とした。本当に、どこへ行ってしまったんだろう。

「一階の、突き当たり」

　脈みやく絡らくのない言葉に、里穂は「え？」と眉をひそめる。

「昔の資料室。まだ捜してない」

　言うが早いか、不動が歩き出した。慌てて里穂も後を追う。

　数年前に校舎の一部が増築され、それ以来使われなくなった資料部屋があるという話は、里穂も小耳に挟はさんでいた。自分にはまったく関係のない場所だし、今まで存在すら忘れていたのだが。

　あまり日の当たらない一階の奥に、その部屋はあった。当然ながら他の生徒の姿はなく、照明も落とされていて薄うす暗ぐらい。時々空を走る稲いな光びかりが、里穂たちが立つ廊下を照らしている。

「あ、開いてる」

　資料室の扉とびらの前に立ち、里穂は目を丸くした。普段は使われていないはずなのに、それが開いているということは──もしかしたら当たりなんじゃないだろうか。思わず不動と顔を見合わせてから、中を覗き込む。

「ミコシバさん？　いるの？」

　声をかけたが、返答はおろか神子柴が姿を現すこともなかった。しかし、これだけ捜して見つからないのだ。ここ以外に考えられない。

　再び不動と視線を交わして頷き合い、里穂は部屋の中に踏ふみ込んだ。途端にカビと埃ほこりが混じり合った臭においが鼻を突く。辺りには段ボールやら授業で使っていたらしい備品やらがぎっしりと詰つまっていて、とにかく視界が悪い。

　不動と手分けをして段ボールの隙すき間まや壊こわれた机の下を覗き込んでいくが、やはり神子柴の姿はない。

　ここも違うのだろうかとため息をついた時、一ひと際きわ激しく空が光り、雷鳴が轟いた。同時に、里穂の視界が暗転する。

「な、何っ!?　停電!?」

　突然のことに驚いて、若じやつ干かんパニックになる。まさか、今の落雷で停電してしまったのだろうか。辺りに広がった闇に不安をかき立てられ、無む我が夢む中ちゆうでこの場から逃げようとして、

「きゃっ！」

　思いきり何かに膝ひざをぶつけ、床ゆかにうずくまった。

「何やってる。動くな」

　呆れ交じりの声が返ってきたかと思うと、派は手でな物音を立てて不動が近づいてくる気配がする。あんなにぶつかりまくって大丈夫なんだろうか。

「そうだ、スマホ！」

　ようやくポケットに入れたままのスマホの存在に気づき、慌てて取り出した。ロックを解除すると、ぼぅっとした光が闇やみを照らし出す。

「小谷」

「わっ！」

　思ったより近くに不動の顔があって、里穂は飛び上がるほど驚いた。心しん臓ぞう、止まるかと思った。

「と、とにかく外に出よう！」

　つい悲鳴を上げてしまった気まずさを誤ご魔ま化かすように、里穂はスマホの灯あかりを頼りに入口へ向かう。だが、そこに立ちはだかる扉を押しても引いても、びくともしない。

「鍵かぎ、たぶん外から」

　里穂に代わって扉を開けようとした不動が、ため息と共に呟いた。ということは、つまり閉じ込められたってこと？

「な……何で、誰がそんなことを？」

「俺が知るか」

　不ふ機き嫌げんそうに吐き捨てた不動に、思わず「ごめん」と謝った。当然だ、不動が知っているわけがない。

「とりあえず、誰かに電話してみるね！　事情を話せば、きっと助けに来てくれるよ！」

　再び気まずくなりかけた空気を払ふつ拭しよくするように声を上げ、里穂は登録してある番号に片かたっ端ぱしから電話をかけていく。が、

（何で誰も出ないのよ！）

　留る守す電でんになっていたりコールするのみだったりで、誰にも繫つながらない。やっと白鳥に繫がったと思ったら、電波が悪いのかまともな会話もできないまま切れてしまった。

「ダメだ……不動くんは？」

　すがるように目を向けると、不動は小さく首を振ってポケットから取り出した自分のスマホを掲かかげてみせた。その画面は暗く沈んでいる。

「電池、切れた」

「噓でしょ!?　充電してないの!?」

「使う相手、いないから」

　返ってきた言葉に、何ともいたたまれない気持ちになった。不良と恐おそれられる不動ではあるが、さすがに不ふ憫びんだ。

　それにしても、どうしてこのタイミングで悪いことばかり重なるんだろう。ここまでくると、何か特別な力が働いているんじゃないかとさえ思えてくる。

「どうしよう……」

　力なく床に座り込んで、抱かかえた膝に突つっ伏ぷした。閉じ込められた上に助けも呼べないなんて──最悪だ。

　どさっと乱らん暴ぼうな音を立てて、不動が里穂の横に腰を下ろす。思わず小さく肩を跳はねさせ、ちらりと隣に視線を向けた。里穂の手の中で光るスマホに照らし出された不動の横顔は険けわしく、怒っているように見える。

「……ごめんね、不動くん。私のせいで巻まき込んで、迷惑かけて」

　ひしひしと伝わってくる怒りの気配に恐縮して、ぽつりと謝罪を口にした。あまりにも迷惑のかけすぎだ。

「謝られても困る」

　返ってきたのは、あからさまな拒きよ絶ぜつ。それきり何も言えなくなり、部屋に沈ちん黙もくが下りた。時折扉の向こうで鳴り響く雷の音以外、何も聞こえない。

「……迷惑、とか」

　耳に痛いほどの静せい寂じやくを破って、不動が声を上げた。

「思ってない。俺はただ、力になりたかっただけで」

　続いた言葉に、里穂は目を瞬く。不動の声こわ音ねは穏おだやかで、怒っているようには聞こえない。

「力になりたかったって……私の？　どうして？」

　おそるおそる問い返すと、不動は再び口を噤つぐんだ。それからしばらく黙だまり込んでいたが、やがて静かに息を吐き出す。

「小谷は、『ミコシバさんのお嫁さん』だから。近づけば、触れられるんじゃないかと思って」

「何に？」

「……尻しりに」

　ずざざざざ、と派手な音を立てて、里穂は思いっきり身を引いた。スマホの光が不動の姿を照らす範はん囲いギリギリで、かつ彼の手が届かない場所まで一気に後ずさる。

「ふ、触れっ……って、しかもお尻っ!?」

　思わずお尻を隠すように段ボールに背中をくっつけ、頰ほおを引きつらせる。そんな里穂を見てようやく自分の発言の意味に気づいたのか、不動が表情を強こわ張ばらせた。

「ち、違っ……俺が触れたいのはっ」

「里穂おおおおおお！」

　弁明しようとする不動を遮さえぎって、神子柴の声が響き渡った。ハッと振り返った里穂の前で扉が開き、同時に茶色い塊かたまりが飛び込んでくる。

「み、ミコシバさん!?」

　あれほど捜し求めていた姿を認め、里穂は驚愕の声を上げた。

「おお、里穂！　無事か!?　心配したぞ！」

　それはこっちのセリフだ、と言いたくなるのを必死にこらえ、状況を把は握あくしようと周囲を見渡す。と、扉の前に立つ生徒会長の姿を見つけた。

「八神くん!?」

「ごめんね、小谷さん。生徒会で使う資料を取りに来てたんだけど、もう中に誰もいないと思って閉めちゃったんだ」

　申し訳なさそうに、八神が頭を下げる。

「白鳥が、里穂がピンチだと言うのでな。急いで彼を見つけ出し、鍵を開けさせたのだ！」

　誇ほこらしげに、神子柴が胸を張った。通話は切れてしまったが、里穂の身に起きた異常を察知して白鳥が動いてくれたのか。

「でも、よく私がここにいるってわかったね」

「当然だろう！　里穂がどこにいようと、この私が必ず見つけ出すと言ったではないか」

　そういえば、と先日ショッピングモールで交わした会話を思い出す。あの時、確かに神子柴はそんなことを言っていた。ということは、人間よりはるかに優すぐれているという嗅きゆう覚かくで里穂の匂いを追って──。

「このＧＰＳを使ってな！」

「まさかのハイテク!?」

　首から提さげたタブレットを自慢げに見せつける神子柴に、里穂は全力で突っ込んだ。というか、いつの間に里穂の位置情報を把握されていたんだろう。

「それよりミコシバさん、今までどこにいたの？　ずっと捜してたんだよ？」

　問いかけると、神子柴が「ん？」と目を瞬かせた。

「私はずっと白鳥のところにいたぞ。そこが一番安心できるからな！」

「えええっ!?　何それっ」

　しれっと言い放たれて、里穂は素すっ頓とん狂きような声を上げる。まさか、白鳥の元に戻っていたとは。里穂たちの苦労は何だったんだ。

「犬にとって、一番信頼できる相手。不安な時、犬はその人と一緒にいれば安心できるものなんだ」

　大きくため息をつくと、不動がそっと教えてくれた。彼が珍しくまともな文章を紡つむいだことに、里穂は少々驚く。

　何だ、普通にしゃべることもできるじゃないか。安あん堵どしかけて、ふと先ほどの発言を思い出した。いやいやいや、全然まともじゃないから、アレ！

「どうした、里穂。何かあったか？」

「いや、だって……不動くん、さっきお尻に触さわりたいって」

「何ぃっ!?　この小こ僧ぞう、暗闇の密室で里穂に何をするつもりだったのだ!?」

　途端に、神子柴が不動を睨む。全身の毛を逆さか立だてて威い嚇かくされ、不動が慌てたように首を振った。

「お、俺は別に何も──」

「ならば、どういうつもりだったのだ!?　やましい気持ちがなかったというのなら、今すぐそれを証明してみろ！」

　しどろもどろになって弁明する不動を、神子柴がぎゃんぎゃんと責め立てる。その時、

「ぶはっ」

　突然、黙って成り行きを見守っていた八神が噴ふき出した。呆気に取られる里穂たちの前で、こらえきれなくなったかのように肩を震わせている。

「や、八神くん？」

「ごめん……おもしろすぎて、つい」

　声をかけると、まだ笑いが収まりきらない様子で八神が答えた。一体、何をそんなにツボっているんだ、と里穂は眉をひそめる。

「小谷さん。こいつが──尊たけるが触りたいって言ったのは、ミコシバさんのことだよ」

「え？　ミコシバさん？」

　涙目になりながらそう言った八神に、里穂は目を瞬いた。

「そう。尊は、ああ見えてミコシバさんの大ファンなんだ。それで、いつもひそかに触りたいと思ってたってわけ」

「不動くんが、ミコシバさんの大ファン？」

　驚いて、不動を振り返る。里穂と目が合うと、不動は気まずそうに視線を逸らした。その横顔が、かすかに赤く染まっている。

「じゃあ、不動くんが私に力を貸してくれたのは──」

「君と仲良くなって、少しでもミコシバさんとお近づきになりたかったから……だろ？」

　確信を込めた八神の問いに、不動はこちらを見ないまま頷いた。

（そういうことだったんだ……）

　ようやく納得すると同時に、ホッと胸を撫で下ろす。よかった、あの発言が里穂に対するものじゃなくて。

「でも、それならそうと言ってくれればよかったのに」

　最初から神子柴のファンであることを話してくれていれば、妙な誤ご解かいを生まずに済んだはずだ。

　それに、そういう理由なら、里穂だって彼が神子柴と仲良くなれるよう協力したのに。

「それは無理だよ。何しろ尊は極度の口くち下べ手ただからね……まともに会話できるのは、幼おさな馴な染じみの僕くらいだし」

「え、幼馴染み!?」

　不動と八神の予想外の関係に驚いた。二人の間の雰囲気からして、何かしらの関わりがあるのだろうとは思っていたが、まさか幼馴染みだったとは。

「そう。だから、いろいろ知ってるんだ。尊が無愛想なのは口下手のせいで、話しかけられるとパニックになって言いたい内容と正反対の言葉を言っちゃうってこともね」

「そっか……そうだったんだ」

　真相がわかれば、今までの不動の態度にも納得がいく。

　正反対ということは、「よろしくするつもりはない」は「よろしく」で、「気安く話しかけるな」は「気軽に話したい」ということだったのか。

　確かあの時、里穂は家に友達を呼ぶ話をしていた。もしかしたら不動は、神子柴に会えると聞いて興奮のあまりパニックになっていたのかもしれない。

「小谷さん、何だか誤解させちゃったみたいでごめんね。僕が代わりに謝るよ」

　そう言った八神に、里穂は小さく首を振る。

　突き放すような言葉も、ぶっきらぼうな態度も、すべて悪意があったわけではなかったのだ。確かに振り回されはしたが、真相がわかった今、それを責めようとは思わない。

　そっと立ち上がると、里穂は不動に歩み寄った。戸惑ったように、不動が里穂を見つめてくる。

「ねぇ、不動くん。よかったら、私と友達にならない？」

「……友達？」

「うん。そうすれば、もっとミコシバさんに近づきやすくなるでしょ？」

　ハッと、不動が息を吞んだ。何かを言おうとして口を開いたが、結局何も言わずに黙り込む。

「……ありがとう」

　しばしの間をおいて紡がれた言葉に、里穂は目を瞠みはった。今までのようなブツ切れでぶっきらぼうなものじゃない、初めてちゃんとした感情がこもった言葉。

　ようやく、不動に心を開いてもらえたような気がする。それが何だか嬉しくて、里穂は笑みをこぼした。ところが。

「認めん！　私は絶対に認めんぞ！」

　勢いよく不動に体当たりを食らわせた神子柴が、二人の間に立ちはだかる。突然の暴ぼう挙きよに、里穂は啞然とした。せっかくの余よ韻いんが台無しじゃないか。

「ちょっと、ミコシバさん！」

「言っておくが、男に好かれても私はちっとも嬉しくないぞ！　だいたい、里穂と友達になったからといって気安く触れられると思うのが間違いなのだ！　私のこのお尻は、限られた人間にしか触れられない、超プレミア級なのだからな！」

　憤ふん然ぜんとまくしたてる神子柴に、里穂は「もう！」と眉を吊つり上げた。

「いいじゃない、ちょっとくらい触らせてあげても！」

「何!?　里穂は夫のお尻に、他の人間が、しかも男が触れても平気だというのか!?」

「別に構わないでしょ、減るもんじゃないし」

「そういう問題じゃない！　私の気持ちの問題だ！」

　言い張る神子柴と、正面から睨み合う。お尻くらい軽く触らせてあげればいいのに、何という心の狭せまさだ。
















「わぁ、ずいぶんと際きわどい夫ふう婦ふ喧げん嘩かだね」

　呆れと感心が入り交じった八神の声を聞いて、里穂はハッと我に返った。

　神子柴が犬であることを前提にして話していたのだが──確かに、かなり際どい応おう酬しゆうだ。

「べ、別にこれは変な意味じゃなくて！」

　慌てて否定したものの、八神は「へぇ、なるほどね」と一人で納得しているし、不動は思いっきり気まずそうな顔をして目を逸らしている。

「気にするな、里穂。確かに相手が人間であれば大問題だが、私は犬だから問題ない！」

「いや、それはそうだけど」

　一応反論してみたが、確かに神子柴の言う通りかもしれないと思い直す。そうか、犬なら問題ないのか、と妙にあっさり納得した。




　何だか自分の感覚がズレてきているような気がしたが、それは深く考えないでおこう。
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「不ふ動どうくん、ちょっといい？」

　放課後のホームルームが終わった後、里り穂ほは帰ろうとしている不動に声をかけた。すでに荷物をまとめ終えた不動が、怪け訝げんそうに──いや、不ふ思し議ぎそうに眉まゆを寄せる。

「……俺に、話しかけるな」

　よく通る低い声に、ざわついていた教室が凍りついた。クラスメイトたちの視線が、一いつ斉せいに里穂たちに集まる。

「……ここじゃ落ち着かないから、場所変える？」

　苦笑交じりに提案すると、不動は素す直なおに頷うなずいた。「ここで俺と話すのは望ましくない」──要するに、彼はそう言いたかったのだろう。

　だが、そんな不動の内心など知るはずもないクラスメイトたちが、再びざわめき始める。「小こ谷たにが不動を呼び出したぞ」「え、逆じゃないの？」「何という無む謀ぼうな……大丈夫なのか？」というささやきが、あちこちから聞こえてくる。

「学校一の不良」に声をかけたあげく、教室の外に呼び出そうとしている──事情を知らないクラスメイトからすれば、由ゆ々ゆしき事態だろう。

　好奇と恐おそれが入り交じった視線に何となく居い心地ごこちが悪くなって、そっと不動の様子を窺うかがった。クラスメイトたちの注目を浴あびた不動は、眉み間けんにギュッとしわを寄せている。急いで離り脱だつした方がよさそうだ。

「里穂ちゃんっ」

　不動と並んで教室を出て行こうとする里穂を、友人の声が呼び止めた。振り返ると、心配そうにこちらを見ているまいと、険けわしい表情で不動を睨にらみつけている葉は月づきの姿がある。

「大丈夫。ちょっと話してくるだけだから」

　安心させるように笑いかければ、まいと葉月が顔を見合わせた。心配してくれるのは嬉うれしいが、本当に話をするだけなのだ。彼女たちが想像しているような事態になるはずもない。

「行こう、不動くん」

　まだ怪訝そうな顔をしている友人たちを残して、里穂は不動と共に教室を後にした。




　屋上に続く扉とびらを開けると、茜あかね色いろの空が広がっていた。ぐるりと辺りを見回してみたが、里穂たち以外の人影はない。

「ここなら誰だれもいないね……って、どうしたの？」

　後ろを振り返り、里穂は目を丸くした。屋上の入り口の前で、不動が足を止めて視線を俯うつむけている。

「……迷めい惑わく」

「あ、ごめん。急に呼び出したりして──」

「違う。そうじゃない」

　慌あわてて頭を下げると、不動も慌てたように首を振った。

「せっかく、声かけてくれたのに。みんな、誤ご解かいして」

　断片的に紡つむがれた言葉に、里穂はようやく彼が言わんとしていることを理解した。

（さっきのこと、謝ってくれてるの？）

　非常にわかりづらいが、どうやら先ほどの教室でのことを気にしてくれているらしい。

　極度の口くち下べ手ただという不動は、自分の言いたいことを上う手まく言葉にできないのだという。口をついて出てくるのはブツ切れの単語のみ、しかもそれが伝えたいこととは真逆のものであることもしばしばで、その結果無用な誤解を招いてしまう──何とも難なん儀ぎな性質だ。

「俺のせいで、小谷まで……」

「ううん、私、全然気にしてないから！」

「でも俺……やっぱり友達とか、無理」

「そんなことないって。少なくとも、私は不動くんのこと、友達だと思ってるよ？」

　不動が、ちらりと視線を上げて里穂を見た。その瞳ひとみは暗くらく沈んでいて、何だか怖い。

「そのうち、嫌いやになる。こんな俺に付き合ってくれるのは、乙おと彦ひこくらいで……いや、もしかしたら、あいつも本当は……」

　里穂の励はげましも空むなしく、不動はますます深くうなだれる。彼を取り囲かこむ空気が、一段と重たくなった。どうも、よくない方向に落ち込んでいっている気がする。

「ええと……そうだ不動くん、一つ提案があるんだけど」

　放っておくと面倒なことになりそうだったので、里穂は慌てて声をかけた。どんよりとした空気を背負っていた不動が、ゆらりと顔を上げる。

「……提案？」

「そう！　今度うちに遊びに来ない？　よかったら、八や神がみくんも一緒に」

　危あやうく脱だつ線せんするところだったが、そもそも不動を呼び出したのはこの話をするためだったのだ。

　里穂の言葉に不動はしばらくポカンとしていたが、やがて訝いぶかしげに眉をひそめた。

「何で、俺なんかを？」

「だって不動くん、ミコシバさんの大ファンなんでしょ？　お近づきになりたいって言ってたじゃない」

　神み子こ柴しばの名前を出した途と端たん、不動の目の色が変わった。驚き、困こん惑わく、不安、喜び──様々な感情がごちゃ混ぜになって、目まぐるしく変化する。

　実は神子柴の大ファンであり、ひそかにもふりたいと思っていた不動。里穂と仲良くなって少しでも神子柴に近づこうとしていた彼のために、何かできることはないかと考え、思いついたのがこの案だったのである。

　前に「いつでも友達を連れてきていい」と神子柴も言ってくれたし、何も問題はないはずだ。

「……いいのか？　本当に？」

「もちろん。遠えん慮りよしないで」

　おそるおそるといった様子で問いかけてきた不動に笑って頷くと、その表情が見る間に明るくなっていく。

「ありがとう」

　そう言って、不動が表情をほころばせた。今まで見たことのない柔やわらかな笑顔を向けられ、思いがけずドキリとする。普段との差がありすぎだろう、これは。

「ふ、不動くんって本当にミコシバさんのこと大好きなんだね！　やっぱり、元々犬が好きなの？」

　変に動どう揺ようしてしまったことを誤ご魔ま化かすように声を上げると、不動が大きく頷いた。

「犬はいい。無む垢くで純じゆん真しんで、主人に対してはひたすら一いち途ずで、決して裏切らない。愛情を与えれば、与えた以上のものを返してくれる。あんなにも素す晴ばらしい生き物は、他にいない」

　がらりと不動の口く調ちようが変わり、里穂は目を丸くする。彼の口からこんなにも長い文章が出てきたのは、初めてではないだろうか。

「特に柴しば犬いぬは、日本犬特有の頑がん固こさはあるが忠ちゆう誠せい心しんが強く、他人にはめったに心を開かない。それでいて飼かい主ぬしに対しては甘えたがりでヤキモチ焼きで、そのギャップに心をくすぐられるんだ」

　キラキラと目を輝かがやかせて語る不動の姿は、年ねん齢れいよりもずっと幼おさなく見えた。何だか、大好きなものについて語る小学生みたいだ。

「もちろんそんな可か愛わいげのある内面にも惹ひかれるが、もっとも魅み力りよく的てきなのは凜り々りしくも愛くるしいあの容姿だ。ピンと尖とがった耳、すらりとした鼻先、しなやかな四し肢し、全身を包み込むふわふわのダブルコート……どれも魅力的だが、中でも一番素晴らしいのは、あのもふもふプリプリのお尻しりだ！」

「やっぱりお尻か！」

　拳こぶしを握にぎりしめて力説する不動に、里穂は思わずツッコミを入れる。不動といい神子柴といい、何な故ぜこうも尻を推おしたがるんだろう──いや、気持ちはわからなくもないけど。
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（不動くんって、犬のことになると普通にしゃべれるんだ）

　いまだ柴犬の魅力について語り続けている不動を見て、里穂は小さく笑みをこぼした。「学校一の不良」と恐れられてはいるが、今、里穂の目の前にいる不動はそんな噂うわさなど微み塵じんも感じさせない。どこにでもいる、普通の男の子だ。

　極度の口下手であることにコンプレックスを持っていたり、犬のことになると突然熱く語り出したり、いつもは険しい表情をふわりと緩ゆるめてみたり──教室では見られない不動の姿は、ひどく新しん鮮せんに感じられた。




　その週末の日曜日。犬いぬ守もり市しの郊こう外がいにある神子柴邸ていは、朝から浮うき足あし立だっていた。

「里穂、里穂！　どうだ、どこもおかしくないか？」

　そう言って、里穂の目の前で神子柴がくるりと回ってみせる。

「大丈夫。おかしくないよ」

　もう何度目かわからないやり取りに、里穂はため息をついた。しきりに格かつ好こうを気にしている神子柴は、さっきからずっとこんな調子だ。

「ふむ、ならいいんだが……やはり身だしなみはきちんとしておかないと、この街を治める者として格好がつかないからな」

　ようやく納得したのか、神子柴が里穂の隣に腰こしを下ろした。だが、それでもまだそわそわとお尻を揺ゆらしている。

　シャンプーをしたばかりの身体からだはいつも以上にふわふわもふもふ、首元には黒の蝶ちようネクタイ。神子柴曰いわく、これが正装なのだそうだ──が、何故正装する必要があるんだろう。

「もう、少しは落ち着いてよ。何も大だい統とう領りようが来るわけじゃないんだから」

「そうはいかんだろう！　今日は、初めて里穂の友人がうちに来る日なんだぞ！　それなりの礼れい節せつをもって迎むかえねば、私の沽こ券けんに関わるというものだ！」

「そんな大げさな」

　そっと苦笑して、小さく肩かたをすくめる。友達を家に招しよう待たいしただけだというのに、想像以上の大おお騒さわぎだ。

「家の中は大丈夫だろうな？　白しら鳥とりのことだから掃そう除じを怠おこたってはいないと思うが、万が一ということもある。こうなったら、私が直じき々じきにチェックして──」

「いや、さすがにそれ小こ姑じゆうとみたいだからやめて」

　鼻息荒あらく部屋を出て行こうとするので、慌てて止める。その時、音もなく障しよう子じが開いて、黒のお仕着せに身を包んだ白鳥が姿を現した。

「旦だん那な様さま、奥様のご友人が到とう着ちやくなされました」

　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥の瞳を細めて、恭うやうやしく白鳥が告げる。途端に神子柴が、きりりと表情を引きしめた。

「そうか。では、さっそく出迎えるとしよう。行くぞ、里穂」

　厳おごそかに言って部屋を出る神子柴を、里穂も急いで追いかける。長い廊ろう下かを歩いているうちに、何だか里穂まで緊きん張ちようしてきた。

「それでは、準備はよろしいですかな」

　神子柴が「うむ」と頷いたのを確認して、白鳥が玄げん関かんを開ける。

「よく来たな、里穂のご友人方。私がこの屋や敷しきの主あるじ、神子柴──だっ!?」

　重みのある口調で紡がれていた神子柴の言葉が、途中で半音ほど跳はね上がった。

「こんにちは、ミコシバさん。今日はご招待いただき、ありがとうございます」

　玄関先に現れた二人の少年──そのうちの一人、八神が笑顔で挨あい拶さつをする。隣に並ぶ不動も、硬かたい表情のままぎこちなく頭を下げた。

「八神くん、不動くん、いらっしゃい……って、あれ？　ミコシバさん、どうしたの？」

　見知ったクラスメイトの姿に安あん堵どした里穂だったが、神子柴の様子がおかしいことに気づいて首を傾かしげる。

「何故だ……何故なんだ、里穂……」

　地じ獄ごくの底から響ひびいてくるかのような低い声で、神子柴がぼそりと呟つぶやいた。さっきまでの威厳はどこへやら、深く頭こうべを垂たれて肩を震ふるわせる姿は、何だか妙みようにしょぼくれている。

「初めて里穂が友達を招待したというから、今日のこの日を楽しみに待っていたのに……何故、その友達が女子高生ではないんだあああああああああああ!!」

　悲ひ嘆たんと絶望が入り交じった神子柴の絶ぜつ叫きようが、屋敷中に響き渡った。思わず、里穂は不動たちと顔を見合わせる。

「せっかく、せっかく生の女子高生にもふってもらえると思ったのに！　やってきたのは野や郎ろうが二人！　ひどい、ひどすぎる！　こんな仕打ちあんまりだー！」

　床に突つっ伏ぷして嘆く神子柴を見て、里穂は「あ」と呟いた。そういえば、「友達が来る」としか伝えてなかったんだっけ。

「ごめん、ミコシバさん。何か誤解させちゃったみたいで。でも、不動くんも八神くんもせっかく来てくれたんだし、二人にもふってもらえば──」

「嫌だ！　何が悲しくて男に触さわられねばならんのだ！　私は女子高生にもふってもらいたいのだー！」

　ぶんぶんと首を振って、神子柴が四肢をばたつかせる。その姿はまるで駄だ々だっ子だが、発言はただのオヤジだ。

「こんなところで立ち話もいかがかと思いますので、とりあえず上がってもらいましょう、奥様」

「あ……そうですね」

　呆あきれ交じりに神子柴を見下ろしていた里穂は、白鳥の声で我われに返った。見れば、不動と八神が玄関先で困ったように立ち尽つくしている。

「ごめん、二人とも。気にせず中に入って。ほら、ミコシバさんも──」

「女子高生……生の女子高生にもふもふしてもらう私の野望がああああああっ！」

　声をかけようとした里穂を遮さえぎって、いまだにあきらめきれていないらしい神子柴の雄おたけびが空むなしくこだました。




「何だか申し訳なかったね。ミコシバさん、せっかく楽しみにしてくれてたのに」

　居間の座ざ卓たくをぐるりと囲んで一息つくと、八神がすまなそうに謝ってきた。

「ううん。私もちゃんと話してなかったし、八神くんたちのせいじゃないよ」

　静かに首を振って、里穂は部屋の隅すみに目を向ける。そこには、こちらに背を向けてうずくまっている神子柴の姿があった。

（でも、言わなくて正解だったかも）

　この様子から察するに、もし今日来る「友達」が不動と八神だと知られていたら、断だん固こ反対されていたに違いない。神子柴には申し訳ないが、伝えずにいてよかったと思う。

「それに、本気で怒ってないから大丈夫。何だかんだ言って、本当は嬉しいんだと思うよ」

　すっかり機き嫌げんを損そこねてしまった神子柴だったが、こうして同じ部屋にいるということは、やはり里穂たちが気になるのだろう。

「全然嬉しくなどないぞ！　私は、そこの小こ僧ぞうがまた里穂に妙なことをしないか見張っているだけだ！」

　部屋の隅で、神子柴が声を上げた。肩越しに振り返った瞳が、ジロリと不動を睨む。

「大丈夫だよ。結局あれは誤解だったんだし……ね、不動くん？」

　同意を求めて顔を向け、里穂は目を瞬しばたたかせた。

「不動くん？」

　八神の隣に座る不動は、ぎゅっと眉間にしわを寄せ、きつく唇くちびるを嚙かみしめていた。背せ筋すじを伸ばして銅どう像ぞうのように鎮ちん座ざしている姿は、妙に威い圧あつ感かんがある。何だか、いつもより怖いんですけど。

「ああ、気にしないで。こいつ、緊張してるだけだから」

　ただならぬ気配をまとう不動におののいていると、八神がそっと耳打ちしてきた。

「緊張？　何で？」

「そりゃ、長年片想いしてきたミコシバさんがすぐ目の前にいるんだからねぇ……緊張もするって」

　苦笑する八神に、里穂も「なるほど」と納得する。確かに、不動にとって神子柴はずっと憧あこがれてきた存在だ。そんな相手を前にして緊張するのはわかるが──もう少し、力を抜けないものだろうか。

「でも、本当はミコシバさんに触りたくてうずうずしてるんだよ」

「え、そうなの？」

　目を丸くして様子を窺うと、微び動どうだにしないと思っていた不動が小さく身体を震わせていることに気づいた。どうやら、今すぐにでも神子柴に触れたい衝しよう動どうを必死に抑おさえているらしい。だから、あんなに力が入っていたのか。

「ねぇミコシバさん、拗すねてないでこっちにおいでよ」

　そんな不動が哀あわれに思えて、里穂は神子柴に声をかける。

「せっかく不動くんがお土産みやげを持ってきてくれたんだから、一緒に食べよう？」

　座卓の上に置かれた可愛らしい包みを指さすと、神子柴の耳がピクリと動いた。何かを探さぐるように鼻をひくつかせ、好奇の色を宿した瞳がこちらを向く。だが。

「……わ、私はお土産で懐かい柔じゆうされるほど単純ではないぞ」

　そう言って、神子柴がツンとそっぽを向いた。釣つられなかったか、と肩をすくめ、里穂は包みを開ける。

「わ、可愛いお菓か子し！　それに、とってもおいしそう！」

　出てきたのは、一口サイズのマカロンだった。高級そうな紙箱の中に、色とりどりの丸いお菓子がきれいに並んでいる。

　さっそくその中の一つをつまんで口に入れようとすると、

「小谷……それ、犬用」

　不動がぽつりと呟いた。思わず、里穂はマカロンを取り落とす。

「い、犬用？」

「昨日発売のシャン・エトワールの新作マカロンセットだってさ。何でも、一日十個限定の品だとか」

「何っ、シャン・エトワールの限定新作マカロンだとっ!?」

　八神の言葉に反応し、神子柴がすっ飛んできた。座卓の上に身を乗り出して目を輝かせている姿に、里穂は苦笑する。お土産では懐柔されないんじゃなかったのか。

「尊たける、これを買うために昨日きのうは朝から並んでたらしいよ。ぜひミコシバさんに食べてもらいたいって」

「朝からって……ミコシバさんのために、わざわざ並んでくれたの？」

　目を丸くして問いかけると、不動は険しい表情のまま顔を赤くし、それから小さく頷いた。

　まさか、神子柴のためにそこまでしてくれるとは。何ともいじらしいその姿はまるで恋する乙女おとめのようで、思わず応おう援えんしたくなってしまう。

　だが、そんな里穂とは反対に、神子柴は不ふ遜そんな態度で鼻を鳴らした。

「賄わい賂ろを用意するとは、なかなかやるな……と言いたいところだが、私はシャン・エトワールのプレミアム会員だぞ。つまり、その気になれば限定品ですらたやすく入手できる。よって、このマカロンにさほど価値はない！」

「そ、そんな……」

　自じ慢まんげに胸むねを張る神子柴に、不動ががっくりと肩を落とす。それを見て、里穂の中で何かがプツンと切れた。

「ちょっと、ミコシバさん！　いくら何でも、その言い方はないでしょ！」

　憤ふん然ぜんとして立ち上がり、神子柴を見下ろす。さすがにこれは、黙だまっていられない。

　不動は、わざわざ並んでまで買ってきてくれたのだ。なのに、会員特権を振りかざしてその好意を無む下げにするなんて、大人おとなげないにもほどがある。

「不動くんは、ミコシバさんのために頑張ってくれたんだよ!?　お礼の一つくらい言ったらどうなの!?」

「ふん、表向きでは私のファンなどと言っているが、本心はお尻を触りたいだけだろう！」

「別にいいでしょ、お尻くらい触らせてあげても！」

「嫌に決まっているだろう！　男にお尻を触られて、何が嬉しいというのだ!?」

　お互たがい一歩も譲ゆずらず、里穂は神子柴と睨み合う。しばらくそうしていたが、やがて神子柴がふと視線を外はずした。

「そこまで触りたいのなら、私を捕つかまえてみるがいい。できるものならな！」

　言うが早いか、神子柴が部屋を飛び出した。慌てて後を追ったものの、その姿はすでにどこにも見当たらない。

「ごめんね、不動くん。せっかく来てくれたのに……って、どうしたの？」

　ため息と共に部屋へ戻った里穂は、不動を見てギョッと目を瞠みはる。抱かかえた膝ひざの上に額ひたいを埋うずめている不動の周りには、何やら重々しい空気がまとわりついていた。

「あー、気にしないで。いつものことだから」

「いつものことって……大丈夫なの？」

　のほほんと笑って、八神が白鳥の用意した茶菓子を口に運ぶ。そんな彼の隣に腰を下ろし、里穂はおそるおそる不動の様子を窺った。

「せっかくミコシバさんに会えたのに……何も、話せなかった。伝えたいこと、たくさんあったのに」

　暗い声で、不動がぶつぶつと呟く。とても大丈夫には思えないんですけど。

「ねぇ不動くん、そんなに落ち込まなくても……きっと、まだミコシバさんをもふるチャンスはあるよ！」

「でも俺、ミコシバさんに嫌われてるし」

「まあ、少なくとも好かれてはいないよね、あの様子じゃ」

「ちょ、ちょっと八神くん！」

　八神が追い打ちをかけるのを聞いて、里穂は慌てた。今のこの状況で何てことを言い出すんだ、と視線で訴うつたえるが、八神はニヤニヤと笑うだけでフォローしようともしない。

「やっぱり……俺、上手く話せないし、こんな顔だし、いるだけで怖いって言われるし……これじゃ、ミコシバさんの尻に触るどころか、近づくこともできない」

「いや、どっちかっていうと、その尻ストーカー気質なところが嫌がられてるんだと思うよ」

　もっともなツッコミに、今度は里穂も同意した。確かに、神子柴の尻への不動の執しゆう着ちやくっぷりは少々行きすぎている気がする。

「べ、別にストーカーしてるわけじゃ……」

　力なく呟いて、不動はそれきり黙り込んでしまった。彼を取り巻く空気が、さらに淀よどんでいく。

「驚いた？　尊、噂とはずいぶんイメージが違うでしょ」

　激しく落ち込む不動を前におろおろしていると、八神がそう声をかけてきた。

「それは、まあ……『学校一の不良』だとか『中学の時に喧嘩で相手をボコボコにした』とか言われてるのが、信じられないくらいだよ」

　答えた途端、八神が「ぶはっ」と噴ふき出した。何か笑うようなところがあっただろうか、と里穂は怪訝な顔をする。

「ああ、あれね……実はあれ、根も葉もない噂なんだよね」

「えっ？　そうなの？」

　確かに、本人を知れば知るほど信じられないとは思っていた。実際の不動と、学校での噂──その姿は、あまりにもかけ離れている。

　どういうことなのかと目を向ければ、八神は小さく肩を震わせながら頷いた。

「実際には、登校途中にケガした猫ねこを助けてそのまま学校に来ただけだよ。でも、あの見た目だからね。血がついた制服を見て勘かん違ちがいした連中が、喧嘩の返り血だって勝手に騒いじゃって。いつの間にかそれに尾ひれがついて、不良だって噂が広まっちゃったんだ」

「じゃあ、まったくの誤解じゃない！　どうして否ひ定ていしないの？」

「もちろん、尊も頑張ったんだけど……ほら、驚くほど口下手だろ？　弁明するどころか、ますます誤解させちゃってさ」

　そう言って、八神が再び小さく噴き出した。確かに、彼の言う通りの光景が容よう易いに想像できる──だが。

「だったら、八神くんが説明してあげればよかったのに」

「僕が？　何で？」

「何でって、幼おさな馴な染じみなんでしょ？」

「それはそうだけど、僕は別に尊の保ほ護ご者しやってわけじゃないし。それに、誤解されたままにしておいた方が、僕にとっても都つ合ごうがいいしね」

「都合がいいって……どういうこと？」

　わけがわからず目を瞬かせると、八神が口元に薄く笑えみを浮かべた。見目のよさも相まって妙に艶つやっぽく見えるその表情に、思いがけずドキリとする。

　そんな里穂の胸きよう中ちゆうを知ってか知らずか、八神がゆっくりと顔を近づけてきた。

「だって、どう見ても不良にしか見えない人が実は動物好きの純情少年だなんて、誰も思わないだろう？　繊細で心優しい尊を、幼馴染みの僕だけが知っている──そんな特権、簡単に手放せるわけがないじゃないか」

「え……ええと、あの……はぁ」

　耳元でささやかれ、里穂はうろたえる。何だか、禁断の世界に向かっているような気がするんですけど!?

「尊のことを誤解している連中が、本当の姿を知って驚いたり戸惑ったりする──その様子を想像するとさ、最っ高におもしろいと思わない!?」

「そっちか！」

　さも楽しそうに言い放った八神に、思わずツッコミを入れる。危うく、違う方向に誤解しそうになったじゃないか！

「実際、小谷さんの反応もなかなかおもしろかったし。いやぁ、楽しませてもらったよ」

「それはどうも」

　一人笑い転げている八神を半はん眼がんで見やり、投げやりに答える。相変わらず、彼の笑いのツボがまったくわからない。

「それに、小谷さんは僕が何も言わなくても尊が悪い奴じゃないって気づいてたしね」

「へ？」

　何やら意味ありげな視線を向けられ、里穂は目を瞬いた。だが、八神はすぐに「何でもない」と首を振る。

（でも……こうしてみると、不動くんって結構苦労人なのね）

　怖すぎる見た目と極度の口下手のせいで不良と誤解され、唯ゆい一いつの理解者である幼馴染みには笑いのネタにされ、憧れの神子柴には逃にげ回られ──何だか、不ふ憫びんに思えてきた。

「よし、決めた。私、不動くんのために一ひと肌はだ脱ぬぐわ！」

　決意を口にすると、八神が不思議そうに里穂を見る。

「こうなったら、何が何でも不動くんにミコシバさんをもふってもらうんだから！」

「え、そっち!?」

「不動くん！」

　再び噴き出した八神には構わず、里穂は不動に向き直った。のろのろと顔を上げた不動に笑いかけ、軽く胸を叩たたいてみせる。

「任せて！　絶対にミコシバさんを捕まえてみせるから！」




　高級鹿しか肉にくジャーキー、準備よし。

「本当に、そんなもので釣る気なの？」

　ジャーキー片手に立ち上がった里穂を、八神が呆れたような顔で見上げてくる。

「大丈夫！　これ、ミコシバさんの大好物なの。だからきっと出てきてくれるって」

　自信満々に言い放ったものの、八神はいまだに半はん信しん半はん疑ぎといった様子だ。

　だがこれは、国産の天然鹿肉を使った最高級ジャーキー。神子柴も、特別なことがあった時にしか食べないという秘ひ蔵ぞうの一品である。

　普段は厳げん重じゆうに保管されているが、白鳥に頼み込んで特別に出してもらったのだ。

「じゃ、さっそく行ってきます！」

　不動たちを残し、里穂は意い気き揚よう々ようと部屋を出た。辺りを見回してみたが、神子柴の姿は影も形も見当たらない。

「ミコシバさーん、ほら、高級ジャーキーだよー」

　板張りの廊下を歩きながら、声を張り上げる。ついでに手の中のジャーキーを軽く振って、匂においを拡散させるのも忘れない。

　人間よりはるかに優すぐれた嗅きゆう覚かくを持つ神子柴なら、どこにいてもこの匂いに気づくはずだ。しかもこれは彼の大好物、必ず姿を現すに違いない。

　そんなことを考えながら廊下を進んでいると、背後から何かが近づいてくる気配がした。カチャカチャと鳴っているのは、犬の爪つめが床ゆか板いたに当たる音だ。

　読み通り！　と内心でガッツポーズをし、勢いよく身を翻ひるがえす。廊下の向こうから迫せまってくる神子柴を捕まえようと腕うでを広げた時、

「へっ？」

　目にも留まらぬ速さで、何かが里穂の脇を走り抜けた。

「み、ミコシバさん!?　って、速っ！」

　慌てて振り返ると、廊下の先で誇ほこらしげに胸を張っている神子柴の姿がある。その口にくわえられているのは、先ほどまで里穂の手の中にあったはずの高級鹿肉ジャーキー。

「噓うそ、いつの間に……！」

「ふふん、甘いな！　この私の機動力に勝てるとでも思ったか！」

　得意げに言い放ち、神子柴がジャーキーに齧かじりついた。それを見て、里穂は唇を嚙む。

（まさか、こんなにあっさり奪われるなんて……でも、逆にこれはチャンスだわ！）

　神子柴はジャーキーに夢む中ちゆうだ。この隙を逃すものか、と里穂は油断している神子柴に迫る。

　が、もう少しで手が届くというところで、神子柴がひらりと身を翻した。

「ごちそうさまだ、里穂！」

　そう言い残し、神子柴の姿が廊下の向こうへと消える。時間にして約三分、あっという間の出来事だった。

「どうだった……って、ダメだったみたいだね」

　肩を落として居間に戻った里穂を見て、八神が肩をすくめた。相変わらず茶菓子を頰ほお張ばっている姿は、完全に他ひ人と事ごとだ。

　そして不動はというと、困惑と呆れが入り交じった顔で里穂を見つめている。

「でも私、あきらめないから！　こうなったら、次の作戦よ！」

　そう言って里穂が取り出したのは、ゴム製のボール。ところどころ汚よごれていたり傷がついていたりと使い古した感があるが、神子柴はこれが大のお気に入りなのだ。

「これを使って、今度こそミコシバさんを捕ほ獲かくしてみせるわ！」

　ボールを片手に意気込むと、不動と八神が顔を見合わせた。そんな二人を置いて、里穂は再び部屋を後にする。

（さあ、どこからでも来なさい）

　手にしたボールをむぎゅっと潰つぶすと、「ぴぷー」という間の抜けた音がした。だが神子柴はこの音が大好きで、聞けばいつでもすっ飛んでくる。きっと今も、どこかでうずうずしているはずだ。

　と、背後で何かが動いた。カチャカチャと響く爪の音を聞きながら、里穂は襲しゆう撃げきに備そなえる。今度こそ、簡単に奪われはしない──。

「って、あれ!?」

　気づいた時には、すでに手の中にボールはない。慌てて辺りを見回していると、庭先から「ぴぷー」と間抜けな音が聞こえてきた。視線を向けた先には、楽しそうにボールを追いかけている神子柴の姿がある。

「やられた……！」

　一体、いつの間に奪われたんだ。というか、近づいた気配すら感じなかったけど!?

　とぼとぼと居間に戻ると、再び苦笑と共に不動たちに迎えられた。

「またダメだったようだけど……まだ続けるの？」

「もちろん！　次は──」

「小谷」

　ふいに、低い声が里穂を呼んだ。見ると、不動が何やら難しい顔をしている。

「無む駄だな努力だ」

「む、無駄……？」

　放たれた言葉に啞あ然ぜんとした。それを見た不動が、慌てたように首を振る。

「違う、そうじゃなくて……小谷がミコシバさんに勝てないのは、当然」

　きっぱりと言い切られて、里穂は深くうなだれた。

　二度も神子柴に出し抜かれ、あの素早さには敵かなわないかもと薄々気づいてはいたけれど──改めて言われると、結構へこむ。

「いや、それも違う。小谷は人間で、ミコシバさんは犬だから」

「……は？」

「何度やっても、意味がないというか……壁かべは、超えられない」

「壁？　ええと、何の話？」

　不動の言いたいことがわからず眉をひそめた時、八神が勢いよく噴き出した。

「尊、ちょっと落ち着きなよ。話の内容がとっちらかりすぎてて、小谷さんが困ってるだろ」

　こらえきれないといった様子で笑い転げる幼馴染みに、不動がすがるような視線を向ける。それを受けた八神が、「仕方ないなぁ」と肩をすくめた。

「どんなに頑張っても、人間の身体能力じゃ犬には勝てないって言いたいんでしょ、尊は」

「そ、そうなの？」

　問いかけると、不動が何度も頷いた。それから、気持ちを落ち着かせるように一つ深呼吸をして、ゆっくりと口を開く。

「人間では、犬の足には絶対勝てない。何故なら」

　神しん妙みような面持ちで告げられた言葉に、里穂はごくりと唾つばを飲む。

「向こうは、足が四本もある」

「物理的な問題!?」

　思わずツッコミを入れると、不動が「冗じよう談だん。ごめん」と謝った。冗談だったのか。

「へぇ、驚いた。まさか、尊がそんな冗談言うとはね」

　そばでやり取りを聞いていた八神が、感心したように呟く。そういえばそうだ、と思い至いたり、里穂は不動を見た。

　極度の口下手だという彼が、冗談を言うなんて──これって、少しは心を開いてくれているということなのだろうか。

　まじまじと見つめていると、不動が居心地悪そうに視線を逸そらした。

「まあ、それはともかく。結局、僕たちにミコシバさんを捕まえるのは無理ってことだね。勝てないものは、どうしようもない」

　あきらめたように八神が首を振る。確かにその通りだ、と里穂もため息をついた。

　どんなに頑張っても、身体能力で勝てないのならお手上げである。おそらく神子柴は、それがわかっていてあんなことを言ったのだろう。

　里穂が神子柴を捕まえることなど、不可能なのだから──。

「無理じゃない」

　ふと、不動が呟いた。小さな、だが力強いその言葉に、里穂は目を丸くする。

「無理じゃないって……何か方法があるの？」

　思わず身を乗り出すと、不動が慌てた様子で身を引いた。が、すぐに気を取り直したように居住まいを正し、静かに頷く。

「ある。いい方法が、一つ」




　神子柴捕獲作戦、第三弾。

「さあミコシバさん、もう一度勝負よ！」

　不動から確実に神子柴を捕獲する方法を伝授された里穂は、再度その姿を捜して屋敷内を歩き回っていた。

　今度は、ジャーキーもボールも何も持っていない。この身一つで勝負するつもりだ。

「何だ里穂、ずいぶんと自信満々だな」

　そんなことを言いながら、神子柴が姿を現した。絶対に捕まらないという自信があるのか、余裕の足取りでこちらに向かってくる。

「今度こそ、ミコシバさんを捕まえてみせるわ」

「ほう。できるものならやってみろ！」

　そのまましばらく睨み合っていたが、ついに里穂は一歩踏ふみ出した。途端に、神子柴がくるりと身を翻す。それを追うと見せかけ──里穂は踵きびすを返した。

「何っ!?　どういうつもりだ、里穂！」

　背後で戸と惑まどった声を上げる神子柴に構わず、里穂は走り出す。長い廊下を疾しつ走そうし、いくつか角を曲まがって目的の場所を目指した。

「里穂！　どこへ行くのだ!?」

　神子柴の声と共に、床板を蹴ける爪の音が追ってくる。それを聞きながら廊下を走り抜け、辿り着いたのは不動たちが待つ居間だ。

　ちらりと後ろを振り向いて神子柴がついてきていることを確認すると、里穂は開け放たれた襖ふすまの向こうに転がり込んだ。

「待つのだ、里穂おおおおお！」

　続いて、神子柴が部屋に飛び込んでくる。

「今だ！」

　八神の声がしたかと思うと、勢いよく襖が閉まった。

「なっ!?」

　驚きの声を上げ、神子柴が背後を振り返る。同時に、脇からにゅるりと長い腕が伸びてきて神子柴を抱だき上げた。

「な、何を……ぎゃああああっ！」

　自分を抱えている相手を確認し、神子柴が絶ぜつ叫きようする。大きな腕ですっぽりと神子柴を包み込んでいたのは、不動だった。

「やった！　ミコシバさん捕獲作戦、大成功！」

　歓かん声せいを上げて、里穂は近くにいた八神とハイタッチを交わす。まさか、こんなにもあっさり捕まえることができるとは──驚きと共に、喜びが込み上げてくる。

「里穂！　私を嵌はめたな!?　しかも、団体戦とは卑ひ怯きようだぞ！」

「そんなこと言われても……それに、飛び込んできたのはミコシバさんじゃない」

　唇を尖らせて反論すると、神子柴が「ぐっ」と声を詰つまらせた。

「わ、私だって好きで飛び込んだのではない！　里穂が逃げるから、つい追いかけてしまったのだ！」

「犬は、本能的に動くものを追う習性がある。特に柴犬は、その傾けい向こうが強い」

　言い訳を並べ立てる神子柴に、ぼそりと不動が告げる。

　不動が提案した神子柴捕獲作戦──それは、走るものを追いかけるという犬の習性を利用したものだった。

　こちらが追いかけても捕まえられないのであれば、逆に神子柴に追いかけさせて部屋へ誘い込み捕獲する──ただ、それだけの話だ。

　だが、こうして成功を収めたのだから、不動の戦略も見事なものである。

「この私がそんな単純な作戦に引っかかるとは……一生の不覚だ！」

　悔くやしがる神子柴を見て少々申し訳ない気持ちになったが、勝負は勝負だ。

「さあ不動くん、遠慮はいらないわ！　思う存分もふっちゃって！」

「わかった」

　里穂の言葉に不動が頷き、腕の中の神子柴を抱きしめた。

「本当に、ふわふわなんだな。気持ちいい」

「や……やっぱり前言撤てつ回かいだ！　この私に気安く触れるなど、許されるべきではない！」

「もう！　自分で持ちかけた勝負なんだから、潔いさぎよく負けを認めてよ！」

「しかし里穂、これは何やら危険な香りがするぞ！　このままでは私の貞てい操そうが──ぎゃあああっ！　こら小僧、どこを触っているのだ！」

「思ってた以上に、柔らかい……尻も、こんなにもふもふで」

「触るなと言っとるだろうが！　男にお尻を撫なで回されるなど、犬生最大の屈くつ辱じよくだあああ！」

　神子柴が、涙目になって盛せい大だいな悲鳴を上げる。だが、そこは我が慢まんしてほしい。

（だって不動くん、すごく嬉しそうなんだもん）

　神子柴を抱きしめてもふもふを堪たん能のうする不動の顔は、とても幸せそうだった。見ているこっちまで何だか温かい気持ちになって、里穂は小さく笑みをこぼした。



















「まったく、ひどい目に遭あったぞ」

　帰る不動たちを見送って居間に戻ると、座卓のそばに突っ伏した神子柴がぐったりとした様子で呟いた。散々撫で回されたせいで、自慢の毛並みがあちこち乱れてしまっている。

「でも、不動くんも喜んでくれたんだし……いいじゃない」

　隣に腰を下ろして背中の毛を梳すいてやると、神子柴がちらりと里穂を見た。

「……里穂は、私のお尻よりあの小僧を選ぶというのか？」

「選ぶも何も……不動くんは友達だし」

　というか、お尻と同列に並べるのはどうなんだ。と、里穂は内心でツッコミを入れる。

「本当に、それだけか？」

　妙に真剣な様子で問いかけてくる神子柴に、里穂は眉をひそめた。

　まだ知り合ったばかりだけど、不動のことは友達だと思っている。最初は「学校一の不良」と呼ばれている彼を怖いとも思ったが、今は違う。

　驚くほど口下手で、愛あい想そもなくて不器用で、時々卑屈にもなるけれど、本当はとても優しくて。何より犬が大好きで、その知識の豊富さは里穂を圧倒するほどで。

「尊敬してるよ」

　そっと呟くと、神子柴が軽く目を瞠る。そのまましばらく里穂を見つめていたが、やがて静かに息をついた。

「……そうか」

　あっさりとした返答に、里穂は拍ひよう子し抜ぬけする。また小言を言われるのではないか、と身構えていたのだが。

　まあいいか、と肩をすくめ、座卓の上を片づけようと向き直る。そこで初めて、不動が持ってきてくれたお土産の包みが空からになっていることに気づいた。

「……限定品は、価値がないんじゃなかったの？」

「だが、食べないとは言ってないぞ。それに、結局私のお尻を触ったのだから、その分の報ほう酬しゆうは受け取らなければな！」

　半眼になって問いかけると、神子柴がしれっと言い放った。「ごちそうさま」とでも言いたげに口の周りを舐なめている神子柴を見て、里穂は乾いた笑いを漏らす。




　さすがはミコシバさん、転んでもただでは起きない。










[image: ]




「ねぇ、ミコシバさん。今度の日曜、一緒にお出かけしない？」

　ある日の夕食後、里り穂ほは居間でゴロゴロしている神み子こ柴しばに声をかけた。

「ん？　何だ里穂、デートのお誘いか!?」

　勢いよく跳はね起きた神子柴が、軽かろやかな足取りで里穂の元にやってくる。つぶらな瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせ、くるりと巻まいた尻尾しつぽをぶんぶん振り回している姿は、ずいぶん嬉うれしそうだ。

「うん、ぜひミコシバさんと一緒に行きたいところがあって」

「私と一緒にだと!?　聞いたか白しら鳥とり、里穂が初めてデートに誘ってくれたぞ！」

　ちょうど食後のお茶を運んできた白鳥に、神子柴が自じ慢まんげに報告する。

「ようございましたね、旦だん那な様さま。明日は、お赤飯を炊たいてお祝いわいしなくては」

「うむ。それと白鳥、すぐサロンに予約を入れてくれ！　アロマシャンプーに泥パック、エステも追加でフルコースだ！」

「待って待って、大げさだってば！　ドッグカフェに遊びに行くだけなんだから、何もそこまでしなくても」

「ドッグカフェ、だと？」

　ピクリと耳を動かして、神子柴が繰くり返した。「うん」と頷うなずいた里穂は、一枚のチラシを取り出す。

「最近オープンしたんだって。結構雰ふん囲い気きもよくて、おすすめらしくて──」

「私は行かんぞ」

「え？　行かないって、何で？」

　突とつ如じよそっぽを向いてしまった神子柴に、里穂は目を瞬しばたたく。さっきまであんなに乗り気だったのに、一体どうしたというのか。

「何な故ぜって、ドッグカフェは飼かい主ぬしが犬を連れて遊びに行くところなのだぞ!?　つまり里穂は、私を夫としてではなく、飼い犬として同どう伴はんさせたいということではないか！」

　勢いよく振り返り、神子柴が叫さけんだ。その瞳がかすかに潤うるんでいることに気づき、慌あわてて首を振る。

「ち、違うよ！　私はただ、一緒にお茶とかできるし、他にもいろんな犬たちが集まってくるし、楽しそうだなと思っただけで……」

「初めて妻に誘われたデートの行き先がドッグカフェだなんて、あんまりだ。やはり里穂は、犬が旦那だなんて認めてくれないんだ……」

「だから、違うってば」

　ぶつぶつと文もん句くを言う神子柴を見て、里穂はため息をついた。この様子では、もう何を言っても聞く耳を持ってくれないだろう。

「困りましたねぇ。久しぶりに腕うでによりをかけてご馳ち走そうを用意しようと思っておりましたが、これでは実現できそうにありませんな」

「……白鳥さん、そっちの心配ですか」

　心底残念そうに呟つぶやく白鳥に、里穂はがっくりと肩かたを落とす。どうせなら、神子柴の機き嫌げんの心配をしてほしいところだ。




「というわけで、ミコシバさんとドッグカフェに行く計画はダメになっちゃった」

　屋上のフェンスにもたれかかりながら、里穂は小さく肩をすくめた。一緒にこぼれたため息が、白くなって風に溶ける。

　十一月に入ってから、急に気温が下がって涼しくなってきた。日中でも少し肌はだ寒さむいほどの今日この頃、北風の吹きすさぶ屋上に里穂たち以外の生徒の姿はない。

「ごめんね、せっかく不ふ動どうくんがおすすめしてくれたのに」

　とてもいい店らしいから、神子柴と一緒に行ってみたらどうか──そう言って例のドッグカフェを勧すすめてくれたのは、他ならぬ不動だった。

「いい、気にするな。俺も、そこまで考えてなかった」

　頭を下げた里穂に、不動が首を振る。おそらく彼も、そんな理由で神子柴が臍へそを曲まげるとは思っていなかったのだろう。

「それにしても、相変わらず変わった夫ふう婦ふ喧げん嘩かだよねぇ……下へ手たをすると、離り婚こんの危き機きになりかねないな」

　不動の隣で、八や神がみが思案げに呟いた。彼にしては珍めずらしく真ま面じ目めな顔をしているが、

「よかれと思ってやったことが裏目に出るなんて、ほんと君の不器用さは筋すじ金がね入りだね……ぶふっ」

　盛せい大だいに噴ふき出したところを見るに、やはりこちらが本心らしい。

「でも、ちょっと行ってみたかったな。ドッグカフェなら、もっと犬のことも勉強できそうだったし」

　一人で笑い続けている八神は放っておいて、里穂は軽くため息をついた。

　里穂が神子柴をドッグカフェに誘ったのは、ただ遊びに行きたかったからではない。たくさんの犬たちが集まる場所であれば、もっと犬について知ることができると考えたからだ。

　神子柴以外の犬と接することがない里穂は、この機会に他の犬とも触ふれ合ってみたいと思っていたのだが──。

（それが原因で離婚なんて話になったら、困るもんね）

　万が一そうなってしまったら、里穂はあの家から出て行かなくてはならなくなる。それは──嫌いやだ。

　そんなことを思ってしまった自分に驚いた。借しやつ金きんのカタに結婚しただけなのに、いつの間にこんなにも馴な染じんでしまっていたんだろう。

「だったら、僕たちだけで行ってみない？」

「え？」

「そういうことなら、尊たけるも詳くわしいし。いろいろ教えてあげられるよ？」

　八神がずい、と身を乗り出してくる。妙みような色気を振りまく姿に、里穂は思わずたじろいだ。甘く整った顔立ちで、意味深なセリフをささやかないでほしい。

「小こ谷たに。嫌なら別に──」

「ううん、行く！　不動くんたちが一緒なら私も心強いし！」

　意気込んで答えると、不動がホッと安あん堵どの表情を浮かべた。

「じゃ、さっそく今日、学校が終わったら行ってみる？」

「うん！」

　あっという間に話が決まる。念ねん願がんのドッグカフェに行けるとなって、里穂は心が弾はずんだ。

　その日は、放課後になるのが待ち遠しくて仕方がなかった。




　駅前の商店街から少し離れた住宅街の一角に、その店はあった。

「わあっ、とても素す敵てきなお店だね！」

　ぐるりと店内を見回して、里穂は感かん嘆たんの声を上げる。

『ドッグカフェ　和わん子こ茶ぢや屋や』──古民家を改かい装そうしたこの店は、和をテーマにしたドッグカフェになっているらしい。

　十二畳じようほどの和室にいくつかの座ざ卓たくを並べたカフェスペースはとても落ち着いた雰囲気で、犬連れの客たちが和気あいあいとお茶を楽しんでいた。

　店内は犬たちがくつろげるように様々な工く夫ふうがされており、さらに縁えん側がわの向こうに広がる庭はドッグランとして利用できるようになっている。

「すごい！　あんなにたくさん犬が集まってるところ、初めて見た！」

　庭を走り回っている犬たちを見て、里穂は目を輝かせた。チワワ、トイ・プードル、ミニチュア・ダックスフント、マルチーズ、パピヨン、ポメラニアンなど小型犬を中心に、様々な犬種が集まっている。

「あ、あの子見たことない種類だ。ねぇ、あれは何ていう犬──って、不動くん？」

　隣を見て、里穂はギョッと目を瞠みはった。そこに立つ不動は、ただならぬ様子で足元を睨にらんで──いや、凝ぎよう視ししている。

　その視線の先にいたのは、一匹の柴しば犬いぬだった。神子柴とは違う、艶つややかな黒の毛並み。いわゆる黒柴だ。

　里穂たちに興味を持って近寄ってきてくれたのだろうか。好こう奇き心しんあふれる瞳でジッと見上げてくる姿は、何とも愛らしい。

　だが、対する不動はいつも以上に眉み間けんにしわを寄せ、口元をきつく引き結んでいた。きっと今にも手を伸ばしたい衝しよう動どうを必死に抑おさえているのだろうが──はっきり言って怖い。

　案あんの定じよう、不動のただならぬ気配に怯おびえた黒柴がくるりと身を翻ひるがえした。そのまま、飼い主の元へ逃にげ戻ってしまう。

「あーあ、怖がらせちゃった。せっかく近寄ってきてくれたのに、威い嚇かくしてどうするのさ。ほんと、ある意味凶きよう器きだよね、君の容姿は」

　言うなり、八神が噴き出した。ショックを受けている不動を見て、こらえきれないといった様子で肩を震ふるわせている。

　この人、絶対この光景を楽しむために一緒に来たに違いない。

「あら？　あなた、『ミコシバさんのお嫁よめさん』じゃない？」

「え？」

　ふいに声をかけられ振り返ると、一人の女性客が里穂を見て目を輝かせていた。

「やっぱり！　この前、サロンで見かけたのよ！　今日は、ミコシバさんは一緒じゃないの？」

「すみません……ミコシバさん、こういうところはあまり好きじゃないみたいで」

　慌てて、里穂は頭を下げる。その時、女性の足元にいる一匹のトイ・プードルに気づいた。きれいにカットされた白い毛並みはふわふわで、まるでぬいぐるみのようだ。

「わ、可か愛わいい！　触さわってもいいですか？」

「ええ、もちろん！　『ミコシバさんのお嫁さん』に撫なでてもらえるなんて光栄ね、レオンちゃん！」

　何やら大げさに喜んでいる女性に苦笑しつつ、里穂はレオンという名前らしいそのプードルに手を伸ばす。が、サッと身を躱かわされてしまった。

「あれ？　何で？」

　以前神子柴に教わった通り、なるべく驚かせないようにしたはずだ。なのに、何故逃げられてしまったんだろう？

「小谷」

　一人首を傾かしげていると、不動が声をかけてきた。

「初対面の犬を、いきなり正面から触ろうとしたらダメだ。まずは相手の脇に回り込み、なるべく姿勢を低くして、敵意がないことを伝えないと」

「あ……なるほど」

　不動の言葉に頷いて、里穂は再び視線を落とす。いつの間に戻ってきていたのか、レオンが里穂の足元にちょこんと座っていた。まるで「遊んで？」とでも言いたげな瞳が、まっすぐに里穂を見つめてくる。

　一つ深呼吸をして気持ちを落ち着かせると、里穂は少し脇に寄って、しゃがみ込んだ。

「軽く手を握にぎって、犬の前に出して」

　不動に言われた通り、里穂は握った手をレオンの前に差し出す。

　少しの間、レオンは注意深く里穂の様子を窺うかがっていた。が、やがてゆっくりと鼻先を近づけてくる。

　そうしてしばらく匂においを嗅かいでいたかと思うと、レオンがぺろりと里穂の手を舐なめた。

「小谷。もう大丈夫だ」

　背後で、不動がささやく。無意識のうちに止めていた息を吐き出し、里穂はふわふわの毛に覆おおわれた首くび筋すじに触れた。すると、先ほどまでの警けい戒かいっぷりが噓うそのようにレオンが身をすり寄せてくる。

「触れた！　やったよ、不動くん！」

　思わず弾んだ声を上げて不動を振り返り、里穂は目を丸くした。

　優しく細められた瞳と、口元に浮かぶ薄うすい笑えみ──いつもは難しい顔をしている不動が、これ以上ないほど表情を和やわらげている。

「いい子」

　そんな褒ほめ言葉と共に、大きな手のひらが里穂の頭に触れた。そのままくしゃりと髪を撫でられ、胸むねの鼓こ動どうが跳はね上がる。何か、めちゃくちゃ恥はずかしいんですけど!?
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「尊ー、小谷さん、犬じゃないから」

「えっ……い、犬？」

　必死に笑いをこらえている八神の言葉に、里穂はハッと我われに返った。不動に目を向けると、「悪い」と小さく謝られた後、気まずそうに視線を逸そらされる。

（そっか……不動くんにとっては、犬を褒めてる感覚だったのか）

　何だか、一人でドキドキしてしまった自分が恥ずかしい。不動の方には、特に深い意図はなかったというのに──。

　それを知って安堵すると同時に、何故か胸の奥がちくりと痛くなった。




　その日、家に帰ると玄げん関かん先さきで仁に王おう立だちをしている神子柴に迎むかえられた。

「里穂！　こんな時間まで、どこで何をしていたのだ！　心配しただろうが！」

　不機嫌そうに尻尾を振り回しながら、神子柴が言う。どうやら相当怒っているようだ。

「何って……友達と遊びに行ってたの。白鳥さんに伝えたはずだけど、聞いてない？」

「もちろん聞いている！　だが、行き先は言わなかっただろう！　私に黙だまって、一体どこへ行っていたのだ!?」

「ええと、それは……」

　神子柴の追つい及きゆうから逃のがれるように、里穂は視線を泳がせる。確かに「遅くなる」とは伝えたが、行き先までは言っていない。

　もしドッグカフェに行ってきたことを話したら、神子柴はさらに怒るだろうか。やはりここは、黙っておくべき？

「ん？　そういえば里穂、さっきからやたら男の匂いがするな？」

　ふいに神子柴が鼻をひくつかせ始め、里穂はぎくりと身を強こわ張ばらせる。まさか、不動たちと一緒だったことがバレた!?

「ふん、誰だれだこれは……私の知らない匂いだな。む、こっちは花屋のレオンか。で、こっちが犬いぬ守もり医院のチョコ、クリーニング屋のラッキー、それに三丁目の小こ太た郎ろうまで！」

「男って、そっち!?」

　次々と犬の名前を挙あげていく神子柴に、思わずツッコミを入れる。しかもそれ、全部ドッグカフェで触ってきた子の名前なんですけど──というか、匂いでここまで特定できるとは、何て恐おそろしい嗅きゆう覚かくだ。

「どういうことだ、里穂！　私の知らないところで他の犬と遊んでいたのか!?　浮うわ気きか、浮気なのかこれは!?」

「違うよ、そんなんじゃないってば！」

　鬼おにのような形ぎよう相そうで迫せまられ、里穂は慌てて首を振る。

「これは……その、不動くんたちと例のドッグカフェに行ってきたからで……」

　誤ご魔ま化かすことはできないと観かん念ねんし、素す直なおに白状した。途と端たんに、神子柴がピクリと耳を震わせる。

「ドッグカフェだと？　私が断ったからって、他の男と遊びに行ってきたのか!?」

「べ、別に浮気とかじゃないからね？　私はただ、犬のことをもっと知りたくて、他の犬とも触れ合ってみたくて……」

　あれこれ言い訳をしたものの、その声はどんどんしぼんでいく。何も告げずに行ってしまったのは、確かによくなかったかもしれない。

　神子柴は里穂を心配してくれていたというのに──それを裏切るようなことをしてしまったのだと思うと、申し訳ない気持ちが込み上げてくる。

「里穂。私は別に、ドッグカフェに行ったことを怒っているわけではないぞ」

　しゅんと肩を落とした里穂を見て、神子柴がわずかに口く調ちようを和らげた。

「里穂が犬のことを知りたいと思ってくれているのは嬉しいし、学校帰りに友達と遊びに行きたいと思う気持ちもわかる。だが」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、神子柴が大きく息を吸い込んだ。

「その友達というのが、何故よりによってあの不動なのだ！」

「な、何でって……」

　鼻息荒く言い切った神子柴に、里穂は困こん惑わくする。何故と言われても困るのだが──そもそも、どうして神子柴はここまで不動を嫌きらうんだ？

「あ……もしかして、この前お尻しりを触られたことをまだ根に持ってるの？」

「それだけではない！　あいつは、見た目は怖いし無ぶ愛あい想そうだし何を考えてるかわからんし、何よりいぬもりペットクリニックの息子むすこだぞ!?」

「なっ……」

　里穂は絶句した。そんな理由で不動のことを毛嫌いしていたのか、と呆あきれる一方で、むくむくと反発心が湧わき上がってくる。

「不動くんは、確かに見た目は怖いし無愛想だし口下手すぎて誤ご解かいされやすいけど……でも、犬については誰よりも詳しいよ」

　先ほどの、ドッグカフェでのことを思い出す。犬の扱あつかいに慣れず困惑する里穂に、不動は的確なアドバイスをくれた。おかげで里穂は犬たちと仲良くなれたし、いろいろ勉強にもなった。

　容姿や性格のせいで誤解されているが、本当の不動は純じゆん粋すいで誠せい実じつで、とても心優しい少年だ。なのに、「動物病院の息子だから」という理由で嫌われるなんて、あまりにも理り不ふ尽じんすぎる。

「それに、いい人だし」

　小さくつけ加えると、神子柴が目を瞬かせた。

「里穂、君は──」

「着替えてくる」

　何かを言いかけた神子柴を遮って、里穂はその脇をすり抜ける。理由はわからないが、何故か胸の奥が妙にざわついていた。
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　パタパタと廊ろう下かの向こうへ消えていく背中を見送って、神子柴は首を傾げた。

「わからん……何故里穂は、あんなにも不動の肩を持つのだ？」

「奥様にとって、大切なご学友だからでございましょう。最近は、とても親しくされておいでですので」

　ぽつりと呟いた神子柴に答えたのは、白鳥だった。振り返ると、温和な笑みを浮かべた老ろう執しつ事じの姿がある。

「里穂は、そんなにあの小こ僧ぞうと仲良くしているのか」

「はい。行き帰りの車の中でも、毎日不動様のお話をされております。それはもう、楽しそうに」

　白鳥の言葉を聞いて、神子柴は「むう」と唸うなった。自分の知らないところで、予想以上に不動と親密になっているようだ。

（里穂は、あの小僧を『いい人』だと言ったな）

　彼女が残した言葉が、耳に甦よみがえる。そういえば、この前も尊敬しているとか何とか言っていたような。

「白鳥」

「はい、何でございましょう。旦那様」

「里穂の言う『いい人』とはどういう意味だと思う？」

「そうですねぇ……言葉通り人ひと柄がらがよいという意味か、あるいは『気になる相手』──つまり『意中の人』という意味もあるでしょうか」

「やはりそうなのか!?」

　白鳥の答えに、神子柴は思わず声を荒あららげた。先ほどのアレは、やはりそういう意味だったのだろうか。

「まさか、里穂にそんな相手がいたとは……これは、早急に真相を確かめねばなるまい」

　低く唸ると、神子柴は計画を練ねるべく考え込んだ。
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　その週末の日曜日。里穂は、再び『ドッグカフェ　和ん子茶屋』に来ていた。

「うわぁ、ミコシバさんに会えるなんて夢みたい！　何だか緊きん張ちようしてきちゃった！」

　里穂の隣で、まいが弾んだ声を上げる。かすかに頰ほおを染そめて目を輝かせている姿は、まるで今からアイドルにでも会うかのようだ。

「でもミコシバさん、急にどうしたの？　懇こん親しん会かいをするから、みんなで来いって」

「それが、私にもよくわからないんだよね」

　葉は月づきの問いに、里穂は小さくため息をついた。

『今度の日曜、例のドッグカフェで懇親会をするから、クラスメイトを誘って来い』

　突然神子柴がそんなことを言い出したのは、里穂が不動たちと一緒にドッグカフェに行った翌よく日じつのこと。前日の一件で少々気まずい空気になっていたところだったから、正直驚いた。

　だが、理由を聞いても「里穂が世話になっている礼だ」としか教えてくれず、結局詳しよう細さいも神子柴の意図もわからないままだ。

「いいじゃん、ミコシバさんに会えるってみんなも盛もり上がってるんだし……一部不ふ穏おんな空気の人もいるけど」

　そっと声を潜ひそめたまいの視線を追って、里穂は思わず苦笑を漏もらした。

　その先にいたのは、クラスメイトたちから距離を取るように壁かべ際ぎわに佇たたずんでいる少年──不動だ。

　深く眉間にしわを寄せ、ぎゅっと唇くちびるを引き結んだ姿は相変わらず怖い。「学校一の不良」と恐れられる彼の周りには誰も近寄ろうとせず、ぽっかりとした空間が出来上がっていた。

「不良のくせに懇親会に来るとか、意味わかんないよね」

「せっかくの雰囲気もぶち壊こわしだし……嫌がらせでもしたいのかな」

　里穂の隣で、まいと葉月がそんなやり取りを交かわす。不動が神子柴の大ファンだと知らない彼女たちにとっては、彼の存在は不穏分子でしかないらしい。

「不動くんは、別にそんなつもりじゃ──」

「里穂、あんた妙に不動のことかばうけど……一体、何があったの？」

「え、何って？」

　怪け訝げんそうに問いかけてくる葉月に、里穂は目を瞬く。

「だって、最近よく一緒にいるじゃない。まさか、あいつに脅おどされてるんじゃないよね？」

「ち、違うよ！　そんなの、絶対ないから！　不動くんは──」

　慌てて否ひ定ていしようとした時、わぁっと歓かん声せいが上がった。視線を巡めぐらせると、店の奥から白鳥に付き添われて颯さつ爽そうと歩いてくる神子柴の姿が目に留まる。

「やあ諸しよ君くん、よく来たな。私がこの街の権力者、神子柴だ」

　店内をぐるりと見回して、神子柴が言った。朗ろう々ろうと響ひびき渡る声に、ざわついていたクラスメイトたちがしんと静まり返る。

「今日は、私の妻である里穂が世話になっている礼を兼かねた懇親会だ。そのために店を貸し切ってあるから、存分に楽しんでくれ」

　神子柴が言葉を切ると、店中から拍はく手しゆが沸わき起こった。

「すごい、本物のミコシバさんだ！」「やっぱり可愛いよね！」「お触りしてもいいのかなぁ!?」という声が、あっという間に広がっていく。

「もちろん、私に触れるのは構わんぞ。ほれ、近ちこう寄れ」

　どこの殿との様さまだ、と突っ込みたくなるセリフを吐いて、神子柴がゆらりと尻尾を揺ゆらした。それを見たクラスメイトたちが、一いつ斉せいに神子柴を取り囲む。

「わぁ……正しよう真しん正しよう銘めい、生のミコシバさんだぁ！　ねぇ里穂ちゃん、お願いしたらサインとかもらえるかなぁ!?」

「え？　それは、大丈夫だと思うけど」

「よーし、さっそく行ってきちゃおうっと！　ほら、葉月ちゃんも早く！」

　葉月を促うながし、まいが鞄かばんから取り出した手帳を片手に走り出した。サインといっても、おそらくあの肉にく球きゆうハンコだろうけど──いいんだろうか、それで。

　友人たちを見送って、里穂はそっと壁際に目を向けた。そこにいる不動は、さっきよりも険けわしい顔で神子柴を囲むクラスメイトを眺ながめている。

「不動くん、行かなくていいの？」

　そばに歩み寄って問いかけると、不動が小さく首を振った。

「俺が行くと、みんな怖がる。迷めい惑わく」

　ぼそぼそと呟かれた言葉に、里穂はいたたまれなくなる。本当は、神子柴に触れたくてしょうがないだろうに──クラスメイトに気を遣つかって、不動はひたすら我が慢まんしているのだ。

「じゃあ、私も一緒に行くよ。それなら平気でしょ？」

　そう言って不動の腕を引いた時、突然「きゃあっ」と悲鳴が上がった。声のした方を振り返れば、まいが床ゆかに尻しり餅もちをついている。

「どうしたの!?」

「て、手帳が……」

　駆かけ寄って問いかけると、まいが小さく呟いた。その視線を追って、里穂は目を瞠る。

　クラスメイトたちの輪の中で悠ゆう然ぜんと佇む神子柴の口元に、まいの手帳がくわえられていた。

「ふむ。この質感、気に入ったぞ。なかなか齧かじりがいがありそうだ」

「ちょっとミコシバさん、何言ってるの!?　返しなさい！」

　憤ふん然ぜんとして立ち上がり、里穂は神子柴に歩み寄る。手帳を取り返そうと手を伸ばしたが、

「きゃっ」

　突然低く唸り声を上げた神子柴にびっくりして、慌てて手を引っ込めた。

「これはもう私のものだ。絶対に渡さんぞ」

　荒々しく尻尾を振りながら、神子柴が言う。全身の毛を逆さか立だてて周囲を威嚇する姿は、妙に迫はく力りよくがある。

（急にどうしちゃったの……何でいきなりキレてるわけ？）

　何の前触れもなく豹ひよう変へんした神子柴に、里穂は困惑する。普ふ段だんなら、絶対にこんな乱暴な態度は取らないのに──一体、どうしたというのだろう。

　それまで和やかだった空気が一変し、店内に緊張が走った。神子柴を取り囲んでいたクラスメイトたちも、固かた唾ずを飲んで事の成り行きを見守っている。

　どうしよう、どうやってこの場を収めたら……。

「小谷」

　低い声に呼ばれて、里穂は我に返った。振り向くと、いつの間にそばにやってきたのか、隣に不動が立っている。

「大丈夫」

　小さく口元に笑みを浮かべ、不動はゆっくりと神子柴に近づいていった。

「ん？　何だ小僧。この私に、文句でもあるのか？」

「犬の問題行動には、必ず理由がある」

　神子柴の問いかけを無視して、不動が声を上げる。よく通る低音が、静まり返った店内に響き渡った。

「たとえば、おもちゃや飼い主の持ち物などを抱かかえ込んで渡そうとしない行動。これは独どく占せん欲よくの表れであり、無理に奪おうとするとかえって犬を刺し激げきしてしまう」

　不動が、ゆっくりと神子柴に歩み寄る。そして一メートルほどの距離を空けて足を止めると、ポケットから何かを取り出し神子柴の鼻先に突きつけた。

「む？　それは、シャン・エトワールが独占販売している国産和わ牛ぎゆうジャーキーだな!?」

　目の色を変えた神子柴が、手帳を放り出して不動に飛びつく。

「こんなものを用意してくるとは、小僧もなかなかやるではないか。いただきまーす！」

　不動の手からジャーキーを奪い取った神子柴が、嬉き々きとしてそれを頰張る。その隙すきに不動が手帳を拾い上げ、呆ぼう然ぜんと座り込んでいるまいの前に差し出した。

「あ……ありがとう」

　戸惑いつつも手帳を受け取ったまいが、小さく礼を言う。不動は一つ頷くと、神子柴へと視線を戻した。

「こら小僧！　勝手に私のものを奪うな！　しかもおやつで釣つるとは卑ひ怯きようだぞ！」

　手帳を取り返されたことに気づいた神子柴が、再び不動に躍おどりかかる。が、不動は軽く身を引いてあっさりとそれを躱した。

「今のように人に飛びつく行為も、よく問題行動として挙げられる。これは、犬が飼い主や大好きな人に会った時、飛びつくことで喜びを表現しようとしていることに由来する」

「ちょっと待て！　私は何も貴き様さまが好きで飛びついたわけではないぞ！」

「だが、飛びついた時、相手にケガをさせたり服を汚よごしたりしてしまうこともある。よって、この行為はなるべくやめさせた方がいい」

「おい！　聞いとるのか、小僧！」

　不動の足元で神子柴がギャンギャンと喚わめくが、不動はまったくお構いなしに話を続ける。

「飛びつきをやめさせるには、徹てつ底てい的てきに無視すること。飛びついても相手にしてくれないとわかれば、犬もそのうち無む駄だなことはしなくなる」

「なっ……」

　不動の言葉に、神子柴が絶句した。が、すぐに気を取り直したように首を振る。

「ふん、この私を犬扱いするとはいい度ど胸きようだな！　だが、これであきらめるほど私は単純ではないぞ！　そっちがその気なら、徹底的に──」

「そして、無駄吠ぼえ。これにはいくつかの要よう因いんがあり、それを特定することが大切だ。怖くて吠えているのか、構ってほしくて鳴いているのか、自分の縄なわ張ばりに誰かが侵しん入にゆうしてきたことを家族に知らせているのか──その原因によって、対処法が変わってくる」

「怖いわけでも構ってほしいわけでも危険を知らせているわけでもない！　私は怒っているのだ！　その怒りをこうして伝えているのだあああっ！」

　まったく相手にされない神子柴のキレた雄おたけびが、店内にこだました。そんな神子柴へ、不動がようやく視線を向ける。

「わかった。じゃあ、謝る。ごめん」

　そう言うと、不動はしゃがみ込んで神子柴の頭を撫でた。ふいに態度を軟なん化かされ、神子柴がポカンと口を開ける。

「思えば、この間から強引に病院へ連れて行ったり、お尻を触ったり、おやつで釣ったりと、散々好き勝手してくれおって……」

　今まで不動から受けた行為の数々を思い出したのか、神子柴がぶつぶつと文句を言った。
















「だから、ちょっと頭を撫でられたくらいで許したりなど……た、確かにこれは気持ちいいが……いやいやいや、ありえん！　たとえどれほど卓たく越えつした撫でテクニックを持っていようと、おまえにだけは触れられたくないわ！」

　力いっぱい否定して、神子柴が不動を振り払う。行き場を失なくした手を彷徨さまよわせながら、不動が名残なごり惜おしそうな顔をした。

（でも、すごい。不動くん、あんなに暴あばれていたミコシバさんを、あっさり宥なだめちゃった）

　不動と神子柴を交こう互ごに眺め、里穂は心底感心する。「怒ると手がつけられない」と言われている神子柴を、こうも簡単に手て懐なずけてしまうとは──さすが獣じゆう医いの息子だ。

　緊張感に包まれていた店内の空気がようやく和らいだ、その時だった。

「ダメだ……もう我慢できないっ！」

　叫んで、不動が勢いよく神子柴に飛びついた。

「ぬおっ!?　こら小僧、何をするのだ！」

　完全に油断していた神子柴が、ジタバタともがく。だが不動はそれに構わず、ますます強く神子柴を抱だきしめた。

「ああ、やっぱりこのもふもふは最高だ……特にこの尻、今まで触れたものの中で一番心地ここちいい」

「当然だ！　私のこのお尻は、超プレミア級のもふもふ感なのだ──って違う！　いくら褒められようと、相手が男では嬉しくも何ともないぞ！　離さんか、小僧ー！」

　幸せそうに尻を撫で回す不動と、必死に逃れようとする神子柴。突如始まった一人と一匹の攻こう防ぼうを、誰もが呆あつ気けに取られて見つめている。

「おい……あの不動がデレたぞ」

「学校一の不良が、まさかの犬好き？」

「というか、あんなに堂々とミコシバさんをもふもふして……羨うらやましい！」

　そんなささやきが、あちこちから聞こえてきた。店内を見回せば、クラスメイトたちの好奇と羨せん望ぼうの眼まな差ざしが不動に注そそがれている。

「あ、あの……不動くんて、犬のこと詳しいの？」

　おそるおそるといった様子で、まいが不動に声をかけた。名前を呼ばれて我に返ったのか、不動がハッと顔を上げる。その隙に、神子柴が腕の中から逃げ出した。

「え……ああ、獣医だから」

「不動くんが？」

「違う。そうじゃない」

　さっきまでの流りゆう暢ちようさはどこへやら、いつもの調子に戻った不動に、まいが目を瞬く。

「あのね、不動くんのお父さんが動物病院の先生なの。だから不動くんも犬のこと詳しくて、私もいろいろ教えてもらってるよ」

　里穂が補ほ足そくすると、まいは「そうなんだ！」と感心したように呟いた。それから、さっきよりも落ち着いた様子で不動へと向き直る。

「じゃあ、うちの犬のしつけ相談にも乗ってくれる？」

「え？」

「あ、それ私もお願い！　うちも吠えグセがひどくて」

「じゃあオレも！　さっきの『人に飛びつかなくする方法』、もう一回教えてくれ」

　まいの申し出をきっかけに、他のクラスメイトたちが次々と声を上げた。四方から一斉に話しかけられ、不動が困ったように視線を彷徨わせる。

「ちょっとみんな、落ち着いて！　不動くん、困ってるから！」

　とっさにフォローに入ると、不動があからさまにホッとした顔をした。そんな不動と押し寄せるクラスメイトの間を取り持ちながら、里穂はふと寂さびしさを覚える。

（どうして、寂しいなんて思っちゃったんだろう……八神くんじゃあるまいし）

　不動のことをネタにして楽しんでいる八神ならともかく、彼を応おう援えんしようと決めた自分までそんなことを思ってしまうなんて。

　不動に対する誤解が解とけたのは、喜ばしいことであるはずなのに──何故かそれが、少し寂しい。

　相反する二つの感情に、里穂はそっと首を傾げた。




　すっかり暗くなった田舎いなか道みちを、黒くろ塗ぬりの高級車が走り抜ける。

「あー、もうくたくた……早く帰ってお風ふ呂ろに浸つかりたい」

　後部座席に深々と腰こし掛かけて、里穂はため息と共に言葉を吐き出した。

　ドッグカフェでの懇親会は先ほどお開きになり、今はこうして家路を急いでいる。不動のフォローや事情説明で終始動き回っていたため心身共に疲れ切っているが、後味はさほど悪くない。

「不覚だ……この私が、二度もあんな小僧に手玉に取られるとは……」

　里穂の隣で、神子柴がぽつりと声を上げた。両耳をペタンと後ろに寝かせ、ふさふさの尻尾を力なく垂たらした姿はひどくしょぼくれている。

　店を出てから、もうずっとこんな調子だ。不動に出し抜かれたことが、よほどショックだったらしい。

「でも、やっぱり不動くんはすごいよね。みんなも『さすがは動物病院の息子だ』って感心してたし」

　クラスメイトに囲まれてしつけの相談を受ける不動の姿を思い出し、里穂は笑みを浮かべた。そんな里穂を横目に、神子柴が「ふん」と鼻を鳴らす。

「まあ、あの小僧が犬の扱いを心得ていることは認めてやろう──だが、里穂の相手としてふさわしいかどうかは別問題だ！　いくら君が想いを寄せていようとも、まだまだ男として認めることはできん！」

「へ？」

　予想もしなかった言葉に、里穂は目を丸くした。相手としてふさわしいとか、想いを寄せているとか……一体、いつの間にそんな話になっていたんだ!?

「ちょ、ちょっと待って！　不動くんとは、別にそんなんじゃないってば！」

「だが里穂、君はあの小僧を『いい人』だと言ったではないか」

「あれは、言葉通りの意味で──って、何でそんな捻ひねくれた解かい釈しやくしてるのよ!?」

「ん？　それは、白鳥がそう言ったからだ」

「あくまで一般的な意味で、でございますよ。旦那様」

　運転席の白鳥が、のんびりと声を上げる。バックミラー越しに見えるその顔にはいつもと変わらぬ人のいい笑みが浮かんでいるが、絶対確かく信しん犯はんだ。

「何だ、そうだったのか。私としたことが、早とちりしてしまったようだな！」

　そう言って朗ほがらかに笑う神子柴に、里穂はがっくりと肩を落とす。まったく、笑いごとじゃないんだけど──何だか、一気に疲れが増したような気がする。

「だいたい、私は『ミコシバさんのお嫁さん』なんだから……不動くんと付き合うなんてこと、あるわけないでしょ」

　小さく呟くと、神子柴がピクリと耳を動かした。つぶらな瞳でジッと里穂を覗のぞき込んでいたが、やがて「そうか」とだけ呟くと、再び窓の外に目を向けてしまう。

　それきり、車内に沈ちん黙もくが下りた。そっと息をついて、里穂はシートに深く身を沈める。

　父が残した借金がある限り、里穂は「ミコシバさんのお嫁さん」でいるしかない。

　とはいえ、決してそれが嫌なわけでもない。初めは仕方なく結婚しただけだったが、今ではここから離れるのを惜しむほどこの生活に馴染んでいる。

　だけど──。

（どうして、こんなに苦しいんだろう）

　しくしくと痛む胸を押さえて、里穂は首を傾げた。神子柴の嫁であることは受け入れているはずなのに、不動のことを考えると、妙に息苦しくなる。

　この気持ちは、一体何なのだろう──しばらく考えてみたが、結局答えはわからなかった。
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　木こ枯がらしが吹き始めた十一月の半なかば。寒さは徐じよ々じよに厳きびしくなり、本格的な冬の気配が近づいてきていた。

「わわ、遅ち刻こくしちゃう！　急がないと！」

　スマホのディスプレイに表示された時刻を確認し、里り穂ほは慌あわてて部屋を出る。鞄かばんを抱かかえて板張りの廊ろう下かを走り抜け、白しら鳥とりが待っているであろう玄げん関かんへ向かった。

「ええと、忘れ物は……あれ？　ハンカチがない！」

　ポケットを探さぐって、そこに入れたはずのハンカチがないことに気づく。昨日きのう、確かに用意しておいたはずなのに。仕方なく部屋に戻ろうと踵きびすを返した時、

「里穂、ハンカチならここにあるぞ」

　足元から声をかけられた。視線を落とすと、ハンカチをくわえた神み子こ柴しばの姿がある。里穂の忘れ物に気づいて、持ってきてくれたのだろうか。

「ありがとう、ミコシバさん……って、うわ」

　神子柴からハンカチを受け取り、里穂は小さく悲鳴を上げた。ハンカチの表面には、神子柴の毛がびっしりと付着している。しかも、よだれのおまけつき。

「ん？　どうした、里穂」

　小首を傾かしげた神子柴に、里穂は「うっ」と声を詰つまらせた。こんなにも無む邪じや気きな瞳ひとみで見つめられると、とても文もん句くなど言えなくなってしまう。

　これ、結構お気に入りだったんだけど──仕方ない、後でこっそり毛を払おう。

「ううん、何でもない。じゃ、行ってきます！」

「うむ。今日も気をつけて行ってくるのだぞ」

　パタパタと上じよう機き嫌げんに尻尾しつぽを振る神子柴に見送られ、里穂は家を後にした。




「あ、里穂ちゃん。おはよー」

　校門の前で車を降りた里穂は、ちょうど登校してきたらしい友人たちと顔を合わせた。

「おはよう。今日も寒いね」

「うん。でも、こんな日はミコシバさんに抱だきついたら温かそうじゃない？」

「あはは……それはまあ、そうなんだけど」

「何か問題でもあるの？」

　曖あい昧まいに言葉を濁にごすと、まいの隣で葉は月づきが不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「実はミコシバさん、今すっごく毛が抜けてて。毎日掃そう除じが大変なの。制服も毛だらけだし」

　夏の終わりから秋にかけて、ごっそりと毛が抜け替わる時期──いわゆる換かん毛もう期きを迎むかえた神子柴の全身からは、毎日驚くほど毛が抜ける。

　今朝も制服についた大量の毛を取るのに手間取っていたら、遅刻寸前になっていたのだ。

「柴しば犬いぬは、確かに抜け毛が大変だよねぇ。そうだ里穂ちゃん、不ふ動どうくんに相談してみたら？　犬のことなら、何でも話を聞いてくれるよ」

「不動くんに？」

　まいの言葉に、里穂は驚いた。ついこの前まで不動を恐おそれて近寄らなかった彼女だが、『和わん子こ茶ぢや屋や』での一件以来、愛犬のしつけについてアドバイスをもらっているらしい。

　獣じゆう医いの息子むすこである不動の〝しつけ相談〟はなかなか好評のようで、最近では他のクラスメイトも彼に声をかけるほどになっていた。

　今やすっかり誤ご解かいも解とけ、不動も少しずつ周囲に受け入れられ始めている。それを嬉うれしく思う一方で、寂さびしいと感じる自分がいた。

　何だか、不動が離れていってしまうようで──。

「それに不動くん、いつも里穂ちゃんと話したそうにしてるし」

「へっ？」

　相反する感情を抱えてもやもやしていた里穂は、つい間抜けな声を上げてしまった。

（不動くんが、私と……って、いやそれ、たぶんミコシバさん絡がらみだからっ）

　一いつ瞬しゆん胸むねをよぎった期待を打ち消すように、ぶんぶんと頭を振る。

　不動が里穂との接点を求めているのは、自分が「ミコシバさんのお嫁よめさん」だからだ。少しでも神子柴に近づくために、仲良くしようとしてくれているだけで──きっと、そうに違いない。

「あ、噂うわさをすればご本人登場」

「えっ!?」

　葉月の呟つぶやきに、ドキリと心しん臓ぞうが跳はねた。彼女の視線を追うと、次々登校してくる生徒たちの中に頭一つ分飛び抜けた長身が見える。

「不動くん、おはよ……って、何か暗くらくない？」

　声をかけようとしていたまいが、小さく眉まゆをひそめた。肩かたを落として俯うつむき加減に歩く不動の周囲には、どんよりとした空気が漂ただよっている。ああ、これはまた例の卑ひ屈くつスイッチがオンになって、ネガティブモードに陥おちいっているな？

　一体何があったのだろうと首を傾げた時、不動が顔を上げた。鋭するどい双そう眸ぼうが里穂を捉とらえ、大きく見開かれる。

「小こ谷たにっ」

「不動くん？　どうしたの？」

　慌てた様子で人波をかき分け、不動がこちらにやってきた。里穂の前で足を止めると、くしゃりとその表情を歪ゆがめる。

「頼む……助けてくれ」

　今にも泣き出しそうな顔ですがられた里穂は、思わず友人たちと顔を見合わせた。




「え？　『和ん子茶屋』でアルバイト？　不動くんが？」

　朝のホームルームが始まるまでの空き時間。教室で不動から事情を聞いていた里穂は、軽く目を瞬しばたたいた。相変わらず暗い表情のまま、不動が力なく頷うなずく。

「昨日、電話があった。ドッグインストラクターとして、店で働かないかって」

「ドッグインストラクター？」

「犬のしつけや、トレーニングについてアドバイスする人のことだよ。ドッグトレーナーとも言うね」

　里穂の疑問に答えたのは、不動の机にもたれかかっている八や神がみだ。幼おさな馴な染じみの身に何かあったらしいと聞きつけ、わざわざ隣のクラスから来てくれたのはいいのだが。

「人一倍口くち下べ手たな尊たけるがインストラクターって……不良と誤解されてた間もなかなか楽しませてもらったけど、バレたらバレたでまたおもしろいことに……ぶはっ」

　盛せい大だいに噴ふき出したところを見るに、やはり笑いに来ただけに違いない。

「でも、それって不動くんを認めてくれたってことでしょ？　すごいじゃない！」

　一人笑い転ころげている八神は放っておき、里穂は感かん嘆たんの声を上げる。ところが、不動は困ったように首を振った。

「けど、俺……こんなだし。人前で話すとか、接客とか……無理」

「だよねぇ。そんなコミュ力必ひつ須すな仕事、尊にはハードル高いよね。加えて、凶きよう器きみたいなその容姿……お客さんにも犬にも逃にげられるのがオチだよ。ぶふっ」

「八神くんはちょっと黙だまってて」

　しつこく笑い続ける八神を横目で睨にらみ、里穂は不動に向き直る。

「初めから無理だなんて、決めつけちゃダメだよ。それに不動くん、人に教えるの上う手まいじゃない。クラスのみんなも、結構頼りにしてるみたいだし」

「そ、そんなことは……」

「ホントだって。だから自信持って！　ね？」

　励はげましの声をかけると、不動がのろのろと顔を上げた。

「……本当に、いいんだろうか。俺で」

　自信なさげに揺ゆれる瞳が里穂を見る。だが、呟かれた言葉は己おのれを否ひ定ていし蔑さげすむものではない。

「大丈夫。不動くんならできるよ」

「そうだね。今の尊なら、案外上手くいくかもしれないよ？　心強い味方もいることだし」

　里穂に続いて、八神もそんなことを言い出した。さっきまで爆笑していたのが噓うそのように、不動を見つめる眼まな差ざしは温かい。何だかんだ言っていても、幼馴染みを心配しているのだろう。

「……わかった。頑張る」

　ふと表情を和やわらげ、不動が頷く。小さくとも力強い言葉に、里穂も笑顔で頷き返した。




『ドッグカフェ　和ん子茶屋』は今日も賑にぎわっていた。庭のドッグランでは犬たちが走り回り、店内のカフェでは飼かい主ぬしが愛犬の話で盛もり上がっている。

　だが、そんな中に不ふ穏おんな空気が漂っている一角があった。

「ちょっと尊、顔だけじゃなく全体的に怖いよ？　それじゃ誰だれも寄りつけないでしょ」

　入り口に近いテーブル席で抹まつ茶ちやパフェを頰ほお張ばっていた八神が、呆あきれ交じりに呟く。その視線の先には、高校の制服の上にパステルブルーのエプロンをつけた不動が立っていた。

「でも、緊きん張ちようして……どうしたらいいのか、わからない」

　答えた不動の声は硬かたい。眉み間けんに深くしわを寄せて口をへの字に曲まげているせいで、いつも以上に怖く見える。相当緊張しているようだ。

　その日の放課後、里穂たちは不動に付き添って『和ん子茶屋』を訪おとずれた。ドッグインストラクターのアルバイトを引き受けると決意した不動ではあるが、やはり初日からそう上手くはいかないらしい。

「とりあえずリラックスして、笑顔を作ってみればいいんじゃないかな？　ほら、笑ってる人って何となく親しみやすそうだし」

　見かねてアドバイスをすると、不動が「笑顔……」と繰くり返して小さく口の端はしを吊つり上げた。だが、強こわ張ばった表情の中で口元だけ笑われても、逆に怖さが増しただけだ。

　作戦失敗か、と肩をすくめた時。

「食事中に失礼するぞ」

　突とつ如じよ、そんな声が響ひびき渡った。賑やかだった店内がしんと静まり、人々の視線が店の入り口に集中する。それを追った里穂は、店先に立つ一人の男の姿を見つけた。

　歳としは二十代後半くらいだろうか。ダークグレーのスーツをきっちりと着こなし、整えた黒くろ髪かみの下には少々野や暮ぼったく見える黒くろ縁ぶちの眼鏡めがね。少しの隙すきもないその姿は、まさに真ま面じ目めという言葉が服を着て歩いているかのような風ふう貌ぼうだ。
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「あーあ、厄やつ介かいな人に見つかっちゃったなぁ」

　男を見て、八神がため息をついた。

「八神くん、あの人のこと知ってるの？」

「犬いぬ守もり市役所職員の岩いわ瀬せさん。この街では有名だよ。何しろ彼は」

「大の犬いぬ嫌ぎらいなんだ」

　八神の言葉を、不動が引き継つぐ。「犬嫌い？」と繰り返し、里穂は目を瞬いた。神子柴が治めるこの街に、犬が嫌いな人間がいたとは意外だ。

　改めて目をやると、岩瀬はぐるりと店内を見渡した後、おもむろに口を開いた。

「一部の市民から、『犬の鳴き声が気になる』という意見があったのでな。問題がないかどうか、調査をさせてもらう」

「調査って……そんな意見、今まで聞いたことないけど」

　思わず、里穂は不動たちと顔を見合わせる。その声が聞こえたのか、岩瀬がこちらに視線を投げてきた。

「市役所のご意見板に投とう稿こうがあったのは事実だ。そういう声がある以上、調べないわけにはいかない。市民が快適に暮くらせるよう街を守る、それが僕の役目だからな」

「でも、ここに来てる子たちはみんないい子にしてますよ？　迷めい惑わくなんて、少しも──」

「犬なんて吠ほえるし嚙かむし飛びつくし、こちらの言うことなんてまったく聞かない！　おまけに臭におうし、毛も大量に抜ける！　実に迷惑極きわまりない生き物じゃないか！」

　言いかけた里穂を遮さえぎり、岩瀬が怒ど鳴なる。落ち着いた物もの腰ごしから一転し、嫌けん悪おをむき出しにした姿に驚いていると、里穂の前に長身の背中が立ち塞ふさがった。

「違う。偏へん見けん」

　ぼそりと呟いて、不動が岩瀬を睨む。その瞳は険けわしく、怒っているように見えた。

「そんなのは、あくまで一面。犬には、素す晴ばらしいところもたくさんある」

「素晴らしい？　奴らの、どこにそんなものがあるというんだ？」

「たとえば、ふわふわもふもふの尻しりとか」

「またお尻かっ！」

　真面目な顔をして言い放った不動に、里穂は思わずツッコミを入れる。いや、気持ちはわからなくはないのだが──それが通じるのは、一部の人間だけだと思う。

　案あんの定じよう、岩瀬は何とも微び妙みような顔をしていた。が、やがて気を取り直したように一つ咳せき払ばらいをして、不動を見み据すえる。

「犬と人間は、根本的に違う。言葉も通じなければ、意思の疎そ通つうもできない。つまり、決してわかり合えない存在なんだ」

　絶対的な確信を込めて呟かれた言葉が、何故かやたらと重く心に響いた。




（犬と人間は決してわかり合えない存在、かぁ……）

　その夜、里穂は風ふ呂ろに浸つかりながら昼間のことを思い返していた。

　結局、岩瀬の調査は「何の問題もない」という結果で終了した。店のスタッフも客たちもホッと一安心し、岩瀬も渋しぶ々しぶではあるが引き揚げてくれたのだが──もやもやした気分は、どうしても晴れないままだ。

（そんなこと、ないと思うけどな）

　意思の疎通ができないからわかり合えない、と岩瀬は言った。だが、里穂はそう思わない。

　かつては、里穂も犬が大嫌いだった。幼おさない頃に嚙まれたことが原げん因いんで、犬を見るだけで逃げ出すほどだったし、一生近づきたくないとさえ考えていたくらいだ。

　でも、今は違う。神子柴と出会ったことで、自分が犬に対して間違った認識を持っていたことがわかり、不動が言う「犬の素晴らしさ」も知ることができた。

　お互たがいを知れば、きっとわかり合える。そう結論づけた時、脱だつ衣い所じよでかすかな物音がした。

（……誰かいるの？）

　里穂が浴よく室しつを使っている間、白鳥が入ってくることはない。不思議に思って湯船から上がり、脱衣所を覗のぞいて目を丸くする。

「あれ？　開いてる」

　入り口の引き戸が、半分ほど開いていた。さらに、床ゆかには里穂の着替えやらタオルやらが散乱している。

　入る時に扉とびらは閉めたし、着替えもまとめて置いたはずだ。首を傾げつつ散らばった衣服をかき集め、今度は眉をひそめた。

（下着がない……）

　パジャマ代わりの浴衣ゆかたやタオルはあるのに、どういうわけか下着だけが見当たらない。

　そういえば、最近やたら下着が行方ゆくえ不ふ明めいになっている気がする。洗せん濯たくし終えて畳たたんでおいたものはもちろん、部屋に持ち込んだはずのものもいくつか見当たらなくなっていた。

　はじめは里穂の勘かん違ちがいか、別の場所に置いて忘れたのかもしれないと思っていたのだが、こうも頻ひん繁ぱんになくなるのは妙だ。

　開いたままの脱衣所の扉、消えた下着。これって、もしかして──。

（下着泥どろ棒ぼうっ!?）

　答えに辿たどり着いた途と端たん、ぞわりと肌はだが粟あわ立だった。誰かがこの家に侵しん入にゆうし、里穂の下着を勝手に持ち出しているのではないか……って、やだそれ怖すぎる！

「い……いやああああああああああっ！」

　思わず大声を上げて、その場に座り込む。

「里穂!?　どうした、何があった!?」

　里穂の悲鳴を聞きつけたのか、開きっぱなしの引き戸の隙間から神子柴が飛び込んできた。一瞬安あん堵どしかけたが、その姿を見て里穂は目を瞠みはる。

「な……な、何でそれ……」

　呆ぼう然ぜんと見つめる先、不思議そうに首を傾げる神子柴の頭には、何故か里穂の下着が乗っかっていた。

「ん？　これか？　里穂の匂においがついているからな、こうしていると安心するのだ！」

　下着を被かぶったまま、神子柴がドヤ顔で言い放つ。いやそれ、犬でなければ完全にアウトなんですけど!?

「し……信じられない！　今すぐ返してよっ!!」

　込み上げてきた怒りと羞しゆう恥ちで顔を真まっ赤かにしながら、里穂は神子柴の頭から下着を剝はぎ取った。




「それで、ミコシバさん。これは一体、どういうことなの？」

　風呂での一件から数十分後。里穂は居間で神子柴と向かい合っていた。

「下着を持ち出しただけじゃなく、部屋にまで隠かくしてるなんて……しかもこれ、全部毛だらけだしボロボロになってるじゃない！」

　しゅん、とうなだれている神子柴の前には、里穂の下着が数点と、ハンカチや靴くつ下したなどの小物がずらりと並べられている。

　先ほど神子柴の部屋から押収してきたものだが、そのどれもが毛にまみれていたりあちこち齧かじられていたりと、見るも無残な姿になり果てていた。

「す、すまん里穂。だが、別に悪気があったわけではないのだ」

「悪気があったわけじゃないって……じゃあ、どういうつもりで盗ぬすんだのよ!?」

「盗んだのではない！　里穂の匂いがするから、つい持ってきてしまったのだ！」

　里穂の剣けん幕まくにおののきながらも、神子柴が反論してきた。スッと目を細めると、神子柴は慌てた様子で口を噤つぐむ。

「奥様、どうか落ち着いてください」

　そんな里穂たちを見かねたのか、神子柴の背後に控ひかえていた白鳥が声を上げた。

「旦だん那な様さまは、決して奥様を困らせようとしていたわけではありません。むしろ、奥様を愛しているがゆえの行為でございます」

「……どういうことですか？」

　白鳥の言葉に、里穂は眉をひそめる。愛するゆえに下着や小物を盗んで隠し持っているなんて、そんな変質的な愛情、ちっとも嬉しくないんですけど。

「おそらく旦那様は、奥様の匂いがついた物をご自分の元に置いて置きたかったのでしょう。大好きな人の匂いがする物がそばにあると安心するのは、犬の本能でございます」

「そう、これは本能なのだ！　だから仕方がないのだ！」

　白鳥の援えん護ごを受け、神子柴が勢いを取り戻した。反省するどころかむしろ開き直っている姿を見て、里穂の中で何かがプツンと音を立ててキレる。

「本能だから仕方ないって……それで納得できるわけないでしょっ!?」

　思わず怒鳴りつけると、神子柴が「ぴゃっ」と悲鳴を上げて白鳥の後ろに逃げ込んだ。

「り、里穂……そんなに怒らなくても……」

「怒るわよ！　勝手に下着を盗まれて、しかもこんなボロボロにされて……それを『本能だから仕方がない』って言われても、許せるはずがないじゃない！」

　白鳥の背後から頭だけ出している神子柴を、里穂はキッと睨みつけた。

　こっちは、年頃の女の子なのだ。なのに、こんなデリカシーの欠片かけらもない行為をされて、平気でいられるわけがない。

　何より、神子柴がそれに気づいていないことが無性に悔くやしかった。やはり神子柴は犬であり、人間の心の機き微びなんて理解できないのだ。

「もういい！　ミコシバさんには、私の気持ちなんてわからないよ！」

　そう言い捨てると、里穂は部屋を飛び出した。




　翌よく日じつ、里穂はバイトに向かう不動と共に再び『和ん子茶屋』を訪れた。

「というわけで、今ミコシバさんと喧けん嘩か中なの」

　店の前で足を止め、里穂はそう話を締めくくる。ここへ来るまでの間、不動に昨日の一件──下着云うん々ぬんは省いた事の顚てん末まつを語っていたのだが。

「不動くん？」

　さっきから、まったく反応がない。隣に目をやれば、不動は困ったように眉を寄せていた。

「……ごめん。つい思いっきり愚ぐ痴ちっちゃった」

「いや、構わない……だが、仲直りした方が」

「無理だよ！　だってミコシバさん、何で私が怒ってるのか全然わかってないんだよ？　そのうえ『本能だから』って開き直られても、許せるわけないじゃない！」

　怒りに任せて吐き出すと、不動が気け圧おされたように身を引いた。再び「ごめん」と謝って、里穂は深くため息をつく。

「やっぱり、犬と人間はわかり合えない存在なのかな……」

「ようやく、君もその事実を認めたか」

「えっ？」

　突如割り込んできた第三者の声に、里穂は驚いた。振り返れば、そこに岩瀬の姿がある。

「岩瀬さん？　どうしてここに……もしかして、また何かの調査ですか？」

「今度は『飲食店に犬がいるのは衛えい生せい上じようよくないのでは』という指し摘てきがあった。確かに、様々な病気を媒ばい介かいする犬が飲食の場にいるなんて大問題だからな。きちんと調べさせてもらう」

「でも、ちゃんと許可は取ってあるはずですよ？　今さらそんなこと言われても──」

「何か事が起きてからでは遅いだろう。それを未然に防ふせぐのも我われ々われの仕事だ。徹てつ底てい的てきに調査して、一つでも問題があれば即そく営業を停止させる！」

「営業停止って……」

　あまりにも一方的な言い分に、里穂は言葉を失う。ここまでくると、もはや言いがかりのレベルだ。

「いくら犬が嫌いだからって、何もそこまでしなくてもっ」

「市民が快適な生活を送れるよう、街の安全を守るのが僕の役目だ！　断じて、私情を挟はさんでいるわけではない！」

「ほう。そのわりには、ずいぶんと犬のことを意識しているな。何かと突っかかってくるのも、我々が気になるからではないのか？」

　ふいに、覚えのある声が響き渡った。ハッとして振り返り、里穂は目を瞠る。

「み、ミコシバさん!?」

　里穂たちの背後にちょこんと佇たたずんでいたのは、見慣れた茶色のもふもふ──神子柴だ。一体、いつの間に現れたんだろう。

「で……出たな、この妖よう怪かい変化っ！」

「誰が妖怪だ、失礼な。私は正しよう真しん正しよう銘めい、生身の柴犬だ！」

　思いきり頰ほおを引きつらせた岩瀬に、神子柴がフンと鼻を鳴らす。

「だが、まあいい。今は、おまえよりも我わが妻に話があるのでな──里穂」

　そう言って、神子柴がこちらに向き直った。まっすぐに見つめられ、里穂は背せ筋すじを伸ばす。思えば、こうしてまともに顔を合わせるのも昨日の夜以来だ。何を言われるのだろうかと身構えていると、

「昨日は悪かった!!」

　突然、神子柴が頭を下げた。予期せぬ行動に、里穂は呆あつ気けに取られる。

「里穂の言う通りだ。私は、君の気持ちを何も考えていなかった。怒っている理由を知ろうともせず、『本能だから』と言い訳して逃げようとしたのは卑ひ怯きようだった」

　両耳をペタンと伏せて、神子柴がうなだれた。いつになく殊しゆ勝しようなその姿は、心から反省しているように見える。ようやく、里穂の気持ちをわかってくれたのだろうか。

「確かに、大切にしているものを盗とられれば腹が立つし、ボロボロにされれば悲しくもなる。私だって、お気に入りのおもちゃを奪われたら怒り狂うだろうしな」

「え……あ、うん……？」

　続いた言葉に、里穂は目を瞬いた。わかってくれた……んだよね？

「だが、安心しろ。これからは勝手に里穂の下着を持ち出して隠したりしないし、ハンカチや靴下を齧ったりもしない。もちろん、こっそり布団に潜もぐり込んで匂いを嗅かいだりもしない！」

「ちょ……お願い、それ以上言わないでっ！」

　神子柴の声をかき消そうと、慌てて大声を出した。街の往おう来らいで、しかも不動たちの眼前で、下着がどうのとか言わないでほしい──というか、今さらっと問題行為が追加されていなかったか!?

　おそるおそる隣に視線を向ければ、信じられないといった顔で絶句している岩瀬と、耳まで真っ赤になって顔を俯けている不動の姿が目に入った。

（し、しっかり聞かれてるし……！）

　一気に羞恥が込み上げてきて、里穂は両手で顔を覆おおってうずくまった。できるなら、今すぐこの場から逃げ出したい。

「ん？　どうした、里穂。具合でも悪いのか？」

　そんな里穂を見て、神子柴が不思議そうに問いかけてきた。ちらりと視線を上げると、無邪気な瞳に見つめ返される。ああもう、やっぱり何もわかってない！

　ほんの一瞬でも、理解してくれたのではないかと期待した自分がバカみたいだ。

「無理、絶対無理……もうこれ以上耐えられない！　この先もこんな生活が続くと思うと、我が慢まんできないよ！　こうなったら、いっそ離り婚こんして──」

「小谷！」

　焦しよう燥そうを帯おびた声に呼ばれると同時に、がっしりと肩を摑つかまれた。見れば、いつになく真剣な顔をした不動が里穂を覗き込んでいる。

「ふ、不動くん？」

「ダメだ。離婚なんて、絶対に」

　強い口く調ちようでささやかれ、里穂は目を丸くした。肩に置かれた不動の手に、わずかに力がこもる。
















「でも、私……」

「小谷は、何でミコシバさんと結婚したんだ？」

　里穂を遮り、不動が問いかけてきた。

「何でって、それは……」

　父親が借しやつ金きんを残して失しつ踪そうしたからだ、とはさすがに言えず口を噤む。何と答えるべきか迷っていると、不動がそっと息をついた。

「理由が何であれ、小谷は結婚を了りよう承しようした。それは、相手がミコシバさんだったからじゃないのか？」

「……え？」

「犬であっても、わかり合えると思ったから──だから、結婚した。違うか？」

　不動の言葉に、里穂はハッとする。

　里穂が結婚を決意したのは、借金のためでも生活のためでもない。初めて出会ったあの日、神子柴と触ふれ合い、その『犬いぬ柄がら』に惹ひかれ、もっと一緒にいてみたいと思ったからだ。

　小さく頷くと、不動が表情を緩ゆるめた。里穂の肩を摑んでいた手が、静かに離れていく。

「小谷。ちゃんと話した方がいい、ミコシバさんと」

　諭さとすような声こわ音ねで言われて、ようやく気づいた。

（私、わかってもらおうとしてばかりで、自分から話し合おうとしてなかったんだ）

　昨日も今も、怒りに流されて神子柴の話を聞こうとしなかった。理解してもらうことを望むばかりで、自みずから歩み寄ろうとはしなかったのだ。

　思い返してみれば、神子柴は初めから理解しようとしてくれていた。犬が嫌いだと告白した後も里穂を気き遣づかい、人間のルールに則のつとって結婚を申し込んでくれたではないか。

「ミコシバさん」

　声をかけると、神子柴がピクリと耳を震ふるわせた。不安と怯おびえが入り交じった瞳で、窺うかがうようにこちらを見つめてくる。

「ごめんね。私、つい感情的になっちゃって、一方的に突っぱねたりして……でも、これからは話を聞くようにする。だから、ミコシバさんも誤ご魔ま化かしたりしないでちゃんと教えて」

　里穂の言葉に、神子柴が目を丸くした。そのまましばらく黙り込んでいたが、やがておそるおそるといった様子で口を開く。

「で、では里穂……今度からは、大きな声で怒鳴らないでくれるか？」

「え？」

「犬は、本能的に大きな音を怖がるものなのだ。だから、あんな風に怒鳴られると、つい委い縮しゆくしてしまうわけで……」

　ぼそぼそと紡つむがれた言葉を聞いて、里穂は「あ」と小さく呟いた。そういえば、ついカッとなって大声で怒鳴ってしまった気がする。雷かみなりを嫌きらっている神子柴が、大きな音を苦手としていることは容易に想像できるのに──それを、すっかり失念してしまっていた。

「わかった、気をつけるね」

「それと、怒る時にじっと私の目を見つめるのもやめてくれ。犬は、正面から覗き込まれるのが苦手なのだ」

「うん。それも気をつける」

「あと、怒っていてもあまり怖い顔をしないでほしいのだ。犬は、相手の表情からも感情を読み取るからな。できるなら、怒っていても優しい顔をしてもらいたい」

「う、うん……って、だんだん要求のレベルが上がってない!?」

　思わずツッコミを入れると、神子柴がびくりと身をすくませた。それを見て、里穂は慌てて口元を押さえる。言ったそばから怒鳴ってしまった。

「ご、ごめん」

「いや、いい。私も少し調子に乗りすぎたしな……だが、最後に一つだけいいか？」

　急に真面目な顔になった神子柴を見て、里穂も居住まいを正す。神妙に頷くと、神子柴がゆっくりと口を開いた。

「頼むから、もう一緒にいられないなどと──離婚するなどと、言わないでくれ」

　悲しそうに鼻を鳴らす神子柴に、里穂は目を瞠った。感情に任せて吐き出した言葉を、神子柴は気にしているのだ。そう気づいて、何だか申し訳ない気持ちになる。

「大丈夫。私、ミコシバさんのそばからいなくなったりしないよ」

「本当か？　本当に、あの家を出て行ったりしないか？」

「うん。でも、一緒に暮らすからには、私からも二つお願いがあるの」

「お願い？」

　首を傾げた神子柴に頷き、里穂は右手の人差し指を立ててみせる。

「まず一つは、勝手に私の部屋やお風呂に入ってこないこと。いくら夫婦っていってもお互い見られたくないものもあるわけだし、プライベートは尊重するべきだと思うの」

「ふむ……つまり、秘密を守るために相手の縄なわ張ばりには侵入しないということだな。いいだろう、約束する」

　微妙に違う気もするけど──まあいいか。肩をすくめつつ、里穂は先を続ける。

「もう一つは、いくら私の物が欲しくても黙って持っていかないこと。特に、下着は絶対ダメだからね」

「ダメなのか？」

「ダメ。これだけは譲ゆずれない」

　強く言い切ると、神子柴が口を噤んだ。しばらくそのまま思案していたが、やがて小さく息をつく。

「わかった。里穂が嫌だと言うのなら、もう絶対にしない。私の名めい誉よにかけて誓ちかおう」

　少し名残なごり惜おしそうな顔をしながらも、神子柴が頷いた。残念がられても困るのだが──というか、何でそこまで下着にこだわるんだ。

　そっと肩をすくめ、里穂は制服の胸むな元もとからスカーフを抜き取った。そして、それを神子柴の首に巻いてやる。

「里穂、これは？」

「仲直りのしるしに、ミコシバさんにあげる。下着はダメだけど、これならいつでも私の匂いがついたものと一緒でしょ？」

　笑いかけると、神子柴が目を瞬いた。その表情が、見る間に明るくなっていく。

「やったー！　里穂からの初めての贈り物だ！　嬉しい、私は今、とっても嬉しいぞー！」

　歓かん喜きの声を上げながら跳はね回る神子柴の姿に、くすりと笑みをこぼした時だった。

「おい、ちょっと待て！　話がまったく見えないんだが!?」

　和んだ空気をぶち壊こわすかのごとく、無ぶ粋すいな声が響き渡る。ギョッとして視線を巡めぐらせれば、不ふ愉ゆ快かいそうに岩瀬がこちらを睨んでいた。

「さっきから聞いていれば、結婚だの嫁だの聞き捨てならないことばかり……一体これは、どういうことなんだ!?」

「おお、すっかり存在を忘れていたな。そうだ、ちょうどいい機会だから紹しよう介かいしておこう。彼女が私の嫁、里穂だ」

「嫁？　彼女が、おまえの……？」

　怪訝そうに眉を寄せて呟く岩瀬の顔が、徐々に険しくなる。

「ありえない！　人間が犬に嫁とつぐだと!?　そんな現実、あっていいはずがない！」

「私がミコシバさんのお嫁さんだっていうのは本当です。ちゃんと婚こん姻いん届とどけも出しました」

　とっさに口を挟むと、岩瀬が信じられないといった様子で里穂を見た。

「婚姻届を出した？　そんなものが、本当に受け入れられるものか！」

「市役所職員のくせに知らんのか。私と里穂の婚姻届なら、とっくに受理されているぞ」

「なっ……そんなバカなこと、あるわけがっ」

「ないわけもないだろう。何故なら、私はこの街の最高権力者だぞ。つまり、私の思い通りにならないことなど何もないのだ！」

　高らかに宣せん言げんして、神子柴が胸を張る。実を言うと、婚姻届に関しては里穂も半信半疑だったのだが──結局、権力にモノを言わせていたのか。

「ふざけるな！　おまえのような珍ちん妙みような存在がこの街の統とう治ち者しやなんて、僕は認めない！」

「おまえが認めなくとも、事実は事実だ。覆くつがえすことなどできんぞ」

「ならば、僕が変えてみせる！　市民を守るのが僕の役目だからな！　犬なんかにこの街を仕切られてたまるか！」

「ちょっと落ち着いてよ、二人とも！」

　慌てて、里穂は神子柴と岩瀬の間に割って入った。

「あの……どうしてそこまで犬を嫌うんですか？」

　おずおずと問いかけると、岩瀬がきまり悪そうに目を逸そらす。

「……理由などない。嫌いなものは嫌いなんだ」

「でも、そのわりには犬のこと詳くわしいですよね？　心の底から嫌っていれば、普通は知ろうともしないんじゃないですか？」

　ぐっ、と息を吞のんだ岩瀬を見て、里穂は「やっぱり」と確信する。

　大嫌いだと言いながら、岩瀬は犬について妙に詳しかった。それに、さっき神子柴も言っていた。何かと突っかかってくるのは、岩瀬が犬を意識しているからではないか、と。

　要するに、彼は犬が気になって仕方ないのだ。もし本当に嫌いなのであれば、犬のことなんて知りもしないはず──そう、かつての里穂のように。

「なるほど。確かに、矛む盾じゆんしてるな」

　ぼそりと呟いたのは、それまで黙っていた不動だった。意外だと言わんばかりに目を丸くし、岩瀬を見つめている。大の犬好きの不動には、考えもつかなかったのだろう。

「……子供の頃、僕の家でも犬を飼っていた。世話をするのは僕の役目だったから、犬のこともいろいろと知っているんだ」

　やがて、岩瀬がため息と共に言葉を吐き出した。その横顔には、あきらめの表情が浮かんでいる。

「じゃあ、どうして犬が嫌いだなんて言うんですか？」

「僕だって、最初から嫌いだったわけじゃない。飼い始めた頃は、もちろん可愛がっていたさ。だが、どれだけ献けん身しん的てきに世話をしても、あいつは僕に懐なついてくれなかった」

　静かに首を振って、岩瀬が拳こぶしを握にぎりしめた。

「遊んでやろうとすれば勢いよく襲おそいかかってくるし、餌えさをやろうとすれば唸うなり声を上げて威い嚇かくしてくる！　それも、僕だけに！　両親の言うことは聞くのに、僕の言うことはまったく聞いてくれなかったんだ！」

「そ、それって……」

「完全に、犬より下だと思われていたな」

　里穂の言葉を、不動が引き継いだ。頷いて、里穂も同意する。

　元々群むれで生活していた犬は、その中で順位を決める習性がある。だから、家族の中で誰が一番権力を持っていて、誰が一番弱いのかを見極めるのだ。そしてたいていの場合、子供は犬より格下だと思われてしまう。

　その犬が岩瀬に懐かなかったのも、おそらくそれが原因だろう。

「僕は、何とかわかってもらおうと努力した。言葉で話しかけ、態度で示し、時には怒ったりもして……だが、無む駄だだった。言葉で意思の疎通ができなければ、結局わかり合うことはできないんだ！」

　力いっぱい叫さけんだ岩瀬に、里穂は苦笑するしかない。が、ふとあることを思いついて岩瀬を見る。

「じゃあ、言葉が通じればわかり合えるってことですよね？」

　里穂の言葉に、不動と岩瀬が揃って目を丸くした。

「だったら、この機会にわかり合えばいいじゃないですか！　ちょうどミコシバさんもいることだし」

　足元に視線を落とせば、「ん？　私か？」と神子柴が首を傾げる。

「実は私も、ここに来るまでは犬が嫌いだったんです」

「えっ、そうなのか!?」

　驚きの声を上げたのは、岩瀬ではなく不動だ。意外そうにこちらを見つめてくる不動に頷いて、里穂は岩瀬へ向き直った。

「だから岩瀬さんも、ミコシバさんと話し合ってみてください。大丈夫、きっとわかり合えます！　ね、ミコシバさん！」

「私はわかり合わなくてもいいんだが……まあ、里穂がそう言うのなら協力してもいいぞ」

　パタパタと尻尾を振る神子柴を抱き上げ、里穂は岩瀬に歩み寄った。

「ま、待て！　何をする気だ、僕は犬とわかり合うつもりはないぞ！」

「まったく頑がん固こな奴だな。仕方ない。非常に不本意ではあるが、まずはこの自慢の毛並みをもふらせてやろう。お尻以外でな」

「結構だ！　おい、それ以上近づくな！」

「そう遠えん慮りよせずに触れてみろ。やみつきになるぞ。ほれ」

　言うが早いか、神子柴が身を乗り出して岩瀬にすり寄った。

「う……うわあああああああああああっ！」

　途端に盛大な悲鳴を上げ、岩瀬がくるりと身を翻ひるがえす。一目散に逃げていく背中を見つめながら、里穂は神子柴と顔を見合わせた。ちょっと刺し激げきが強すぎただろうか。

「行っちゃった……そういえば、あの人、お店を営業停止にするって言ってたけど大丈夫かな？」

　神子柴の登場でうやむやになってしまったが、岩瀬の目的は結局中途半はん端ぱに放り出されたままだ。もしかしたら、また言いがかりをつけてくるかもしれない。

「心配するな、里穂。あの様子なら、本気で店を潰つぶそうとはしないだろう。案外、調査というのは口実で、実際は犬たちと触れ合いたかったのかもしれんぞ」

　ニッと口の端を吊り上げた神子柴に、里穂は目を瞬いた。が、すぐに「そうだね」と頷く。先ほどの逃げっぷりを見るに、あまり説得力はないかもしれないが。

「小谷」

　苦笑していると、不動に呼ばれた。見れば、不動が安堵の表情を浮かべている。

「あ……ごめんね、不動くん。いろいろ騒さわがせちゃって」

「構わない。でも、よかった……離婚しないでいてくれて」

「不動くんのおかげだよ。もしあの時止めてくれなかったら、私……」

　勢いのままに離婚して、この街を出て行くことになっていたかもしれない。そうなる前に止めてくれた不動に、心から感謝する。

「小谷がいなくなったら、困る」

「へっ？」

　ぽつりと響いた言葉に驚いて、里穂は目を瞬いた。

（……って、それどういう意味!?）

　思わず、胸の鼓こ動どうが跳ねる。里穂がいなくなって困るということは──つまり不動は、自分を必要としてくれているってこと？

　そわそわしながら続く言葉を待っていると、不動が小さく息を吞んだ。

「いや、その……俺はまだ、こんなだから。ミコシバさんとも、クラスのみんなとも、上手く話せない。だから、小谷がいてくれると助かる」

　ゆっくりと里穂から目を逸らし、不動が言った。途端に、里穂の胸がちくりと痛む。膨ふくらみかけていた期待が、急速にしぼんでいった。

（そっか……そう、だよね）

　不動にとって、里穂は神子柴と仲良くなるための接点であり、幼馴染みの八神以外で唯ゆい一いつまともに話せるクラスメイト。ただ、それだけだ。

　改めてその事実を思い知らされ、里穂はわけもわからず泣きたい気持ちになった。
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　よかった、二人が仲直りをしてくれて。

　並んで歩く里穂と神子柴の背中を見送りながら、不動は静かに息をついた。仲なか睦むつまじく帰っていく二人の後ろ姿は本当に幸せそうで、ホッと胸を撫なで下ろす。

　里穂が「離婚する」と言い出した時は、本気で慌てた。何が何でも、それを止めなくてはと必死になってしまった。

　だって、二人が離婚してしまったら──もう彼女に会えなくなってしまうじゃないか。

（……何で、彼女？）

　神子柴ではなく、里穂のことを考えた自分に驚く。何故、そう思ってしまったんだろう？

（だが、小谷がいなくなったら困るのは、本当だ）

　そうなったら、自分は神子柴との接点を失ってしまう。それに、他のクラスメイトたちともまだまだ上手く話すことができない。

　だから、彼女がいてくれないと困るのだ。神子柴や、クラスメイトたちとの橋渡し役として──。

（……いや、違う。そうじゃない）

　心の中で呟いて、不動は首を振った。

　本当は、気づいていた。自分が里穂を必要としている理由が「友達」としてだけではないことに。

　ずっと恐れられてきた不動を、里穂は初めて受け入れてくれた。噂に惑まどわされることなく、本当の姿に気づいてくれた。こんなにも情けない自分を励まし、信じてくれた。

　そんな彼女に、心惹かれているのは間違いない。

（でも、ダメだ。彼女は、俺なんかが想いを寄せていい相手じゃない）

　何故なら、里穂は「ミコシバさんのお嫁さん」だから。この街の最高権力者であり、守り神として人々から慕したわれ、自分もずっと憧あこがれてきた存在。

　そんな相手の妻に、横よこ恋れん慕ぼなんてできるわけがない。そもそも、二人の仲を取り持ったのは、他ならぬ自分自身じゃないか。

　その事実を思い出し、小さく自じ嘲ちようする。まったく何をやっているんだ、俺は。

（これ以上、彼女のそばにいるのは……やめよう）

　心を決めると、不動は踵を返した。これからバイトだというのに、いつまでも引きずってはいられない。

　だが、胸に刺ささった棘とげのようなものは、消えることなく残り続けた。
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　里り穂ほが神み子こ柴しばの元に嫁よめに来て二カ月が過ぎた、ある冬の夜のこと。

「え、結婚式？　私と、ミコシバさんの？」

　夕食の後、唐とう突とつに告げられた話に里穂は目を瞬しばたたいた。座ざ卓たくを挟はさんで向かい側に座る神子柴が、「うむ」と頷うなずいて身を乗り出してくる。

「思えば、何だかんだで式を挙あげていなかったしな。この機会に、里穂の友達や街の人たちを呼んで派手に祝いわおうと思っているんだが、どうだろうか？」

「それは構わないけど……でも、何で急に？」

　婚こん姻いん届とどけを出してから、もうずいぶんと時間が経たっている。なのに、どうして今になってそんなことを言い出すんだろう。

「実は、こんなものを見つけたのだ」

　そう言って、神子柴が座卓の下から何かを取り出した。華はなやかな表紙に、純白のドレスを着た女性と『女子が憧あこがれる理想の結婚式』の文字が掲かかげられた雑誌──いわゆる、結婚情報誌だ。

　何で、神子柴がこんなものを持っているんだ。というか、犬が婚こん活かつ？

「ここに書いてある記事によると、年頃の女性は『素す敵てきな結婚式』に憧れるものらしい。だから里穂も、『素敵な結婚式』とやらをしてみたいのではないかと思ってな」

　そう言って、神子柴が得意げな顔をする。その首元に巻まいてある赤いスカーフを見て、里穂は「そういうことか」と納得した。

　些さ細さいな行き違いからあわや離り婚こんとまでなりかけたあの喧けん嘩か以来、神子柴は人間についていろいろ勉強しているようだ。雑誌やテレビ、インターネットなどで様々な情報を仕入れては里穂を喜ばせようとしてくれるのだが──その方向性が、微び妙みようにズレている気がしなくもない。

（私とミコシバさんの結婚式、かぁ）

　ウェディングドレスを着た自分と、蝶ちようネクタイをつけた神子柴がチャペルで並んでいる場面を想像する。なかなかシュールな光景だ。

「どうした、里穂。こういうのは興味がなかったか？」

　怪け訝げんそうに尋ねてきた神子柴に、里穂は慌あわてて首を振った。

「ううん、そんなことないよ！　やっぱり結婚式は女の子の憧れだし……それに、素敵なお嫁さんになるのは私の夢だもん」

　まだ母が生きていた頃、結婚式の写真を見せてもらったことがある。真っ白なドレスを着て幸せそうにほほえむ母の姿に、幼おさない里穂は胸むねを躍おどらせた。いつかは自分も、こんな風に好きな人と結ばれたい──そう思ったことを、今でも覚えている。

「そうか、ならばここは私に任せろ、里穂！　とびきり最高の結婚式を用意するぞ！」

　先ほどまでの不安げな様子から一転して、神子柴がパタパタと尻尾しつぽを振り始めた。

「そうと決まれば、さっそく準備だ！　最高の結婚式にふさわしい会場を探して、最高のウェディングプランを考えて、招しよう待たいする客も選ばないとな。それから式で着る衣い装しようを新調して……と、やることはたくさんあるが、まずはアレだ！」

「アレ？」

「披ひ露ろう宴えんで使う、ウェディングケーキを決めねばなるまい！」

「ケーキか！」

　ドヤ顔で言い放った神子柴に、思わず突っ込む。優先すべきはそこなのか。

（ま、いっか。まさか本当の結婚式をするわけじゃないだろうし、記念みたいなものだよね）

　ケーキの話で盛もり上がっている神子柴を見るに、結婚式といってもおそらく真ま似ね事ごと──いわばお祭りのようなもの。ならば、そう深く考える必要はないだろう。




「えっ、里穂ちゃんとミコシバさんの結婚式!?」

　賑にぎやかな朝の教室に、まいの声が響ひびき渡る。

「うん。昨日きのう、急きゆう遽きよ話が決まったの。ミコシバさん、できるだけたくさんの人を招待するんだって張り切ってるんだけど……二人とも来てくれる？」

　一夜明けた翌よく日じつ、里穂はさっそく友人たちを誘った。「最高の結婚式」にするには派手な演出が必要だと言う神子柴に、クラスメイト全員を招待するよう促うながされたのだ。

「もちろん行くよ！　里穂ちゃんの花嫁姿、見たいもん。ねぇ、葉は月づきちゃん！」

「私はそういうの興味ないけど……友達の晴れ舞ぶ台たいなら、参加しないわけにいかないよね」

　まいに続いて、葉月も頷いた。急な話ではあったが、快こころよく了りよう承しようしてくれたことに里穂はひとまず安あん堵どする。

「ありがとう。今度、ちゃんと招待状を渡すね」

「うん。何だか、今からワクワクしてきちゃった！　きっと素敵なんだろうなぁ、里穂ちゃんとミコシバさんの結婚式！」

　まいがそう声を弾はずませた時、背後でドサリと音がした。振り返ると、目を丸くして立ち尽つくす不ふ動どうの姿がある。その足元に落ちているのは彼の鞄かばん──さっきの音の正体は、これか。

「おはよう、不動くん。どうしたの？」

「何でもない。気にするな」

　落ち着きなく視線を彷徨さまよわせながら、不動が鞄を拾い上げた。少々挙きよ動どう不ふ審しんな様子を不ふ思し議ぎに思いつつも、里穂は彼の方へと身を乗り出す。

「不動くん。今度私とミコシバさんの結婚式をするんだけど、よかったら来てくれない？」

　声をかけた途と端たん、不動の肩かたがビクリと跳はねた。ぎこちない動きで首を巡めぐらせてこちらを見たが、すぐにまた目を逸そらしてしまう。

「……行かない」

「え？」

「悪いが、俺は行かない」

　ぼそりと呟つぶやいて、不動が身を翻ひるがえした。そのまま、逃にげるように教室を出て行く。

「不動くん、何だか最近変だよね」

　不動の背中を見送っていたまいが、小さく首を傾かしげた。それを見て、里穂は表情を曇くもらせる。彼女の言う通り、ここ最近、不動の様子がおかしい。話しかけても何な故ぜかよそよそしく、目も合わせようとしてくれないのだ。

「バイト先で何かあったんじゃない？　仕事か人間関係で悩んでるとか」

「それは、ありえるかも……」

　葉月の言葉に、里穂も頷いた。確かに、極度の口くち下べ手たで人付き合いが苦手な不動なら、そんな悩みを抱かかえていてもおかしくはない。

（今日、様子を見に行ってみようかな）

　学校が終わったら、白しら鳥とりに頼んで『和わん子こ茶ぢや屋や』に寄り道してもらおう。もし不動が本当に悩んでいるのなら、力になってあげたい。

　だって不動は、大切な友達なのだから。




　冬の夕ゆう暮ぐれは、ずいぶんと早い。授業を終えて学校を出る頃には、すでに辺りが暗くらくなり始めている。

（うぅ、寒い……）

　首元に巻いたマフラーに顔をうずめながら、里穂は『和ん子茶屋』の前に立っていた。ひゅうっと足元をすり抜けていった木こ枯がらしが、制服のスカートの裾すそをはためかせる。

　一つ身み震ぶるいをして、ガラス戸の向こうを覗のぞき込んだ。入り口に掛けられたのれんの隙すき間まから、わずかに店内の様子が見てとれる。

　今日も犬連れの客たちで賑わうカフェの中、目当ての姿を見つけて「あ」と声を漏もらした。制服の上にパステルブルーのエプロンをつけた不動が、客からオーダーを取っている。

　ドッグインストラクターとして働き始めた不動だったが、最近では接客も手伝っているらしい。表情や動きはまだぎこちないが、最初の頃に比べればカフェの店員姿もだいぶ板についてきたようだ。

（バイトは順調そう……だよね、一応）

　不動の姿を眺ながめながら、里穂はそっと胸を撫なで下ろした。他のスタッフともそれなりにコミュニケーションが取れているところを見るに、どうやら問題はなさそうだ。

　バイトのことで何か悩みがあるのではないかと思ったのだが──それが違うとなると、最近様子がおかしい原因は、一体何なんだろう。

「何をしているんだ、君は。こそこそ覗いてないで、中に入ればいいだろう」

「ひゃああっ!?」

　突然響いた声に驚いて、里穂は悲鳴を上げた。バクバクと暴あばれる心しん臓ぞうを押さえながら振り返ると、背後に岩いわ瀬せが立っている。

「べ、別にこれは覗いてるとかじゃなくてっ……何もアヤシイことはありませんから！」

　怪訝そうな顔をする岩瀬に、慌てて言い訳をする。が、外からこっそり覗いているなんて、ストーカー行為以外の何でもない。

（……って、別にこそこそする必要はないんだよね）

　覗き見などしなくとも、心配で様子を見に来たと言って堂々と中に入ればよかったはずだ。今さらそんなことに気づいて、里穂は苦笑する。

「どうかしたか？」

「あ、いえ……それより、岩瀬さんは何でここにいるんですか？　もしかして、犬たちと遊びに来たとか──」

「違う！　新たな調査だ、調査！　今日は、君に聞きたいことがある」

「私に？」

　きょとんと首を傾かしげると、岩瀬は一つ咳せき払ばらいをして里穂に向き直った。

「僕が聞きたいのは、何故君があいつと結婚したかということだ。いくら大地主といえど、相手は犬──そんな奴と婚姻関係を結ばなくてはならないほど、何かのっぴきならない事情があるのか？　たとえば、弱みを握にぎられているとか」

「弱みっていうか……」

　確かに父が残した借しやつ金きんはあるし、返へん済さいのことを考えると頭が痛い。だが、それを理由に神子柴と結婚したことを後こう悔かいしているわけではない。

「なるほど。やはり、何か事情があるのだな」

　この複雑な現状をどう説明したものかと考え込んでいると、岩瀬が一人頷いた。

「そういうことなら、僕が何とかしよう。市民を守るのが僕の役目だからな、必ず君を救ってみせる！」

「え!?　ちょ、ちょっと待って!?」

　どこの正義のヒーローだ、と言いたくなるセリフと共に身を翻した岩瀬を慌てて引き止めたが、すでに遅い。妙な使命感に燃える背中は、あっという間に遠ざかっていく。何とかするって──何をするつもりなんだ？

「小こ谷たに？」

「わっ!?」

　ふいに背後から声をかけられ、里穂は飛び上がるほど驚いた。おそるおそる視線を巡らせ、そこに立っている不動を見つけて息を吞のむ。

「ふ、不動くん……ええと、これは別にストーカーしてたわけじゃなくて──」

「いいから、こっち。早く」

　弁明しようとした里穂を遮さえぎり、不動が腕うでを摑つかんできた。意図を問う間もなく、そのまま店の中に引き込まれる。

「あの、不動くん？」

「ここ、座って」

　戸と惑まどう里穂を近くの席に座らせると、不動は奥へと消えていった。一人取り残された里穂は、小さくため息をつく。一体、いつから気づかれていたんだろう。こっそり覗いていた理由を問われたら、何て答えればいいんだ。

「小谷」

　再び名前を呼ばれて、「ひゃっ」と身をすくめた。おずおずと顔を上げれば、脇に不動が立っている。

「よかったら、これ」

　そう言って、不動が里穂の前にカップを置いた。白い湯気と共に立ちのぼった甘い香りが、ふわりと鼻び孔こうをくすぐる。

「俺の奢おごりだから」

「でも……」

　出されたホットココアと不動を交こう互ごに見み比くらべて、困こん惑わくした。勝手に押しかけてきておいて、飲み物まで奢ってもらうのはさすがに気が引ける。

「風か邪ぜ、気をつけないと。式もできなくなる」

　ぼそりと呟かれた言葉に、里穂は目を瞠みはった。

（私のこと、心配してくれてるの？）

　急によそよそしくなったり、かと思えば優しくなったり。不動の考えていることが、いまいちよくわからない。

　だけど、不動が里穂を気き遣づかってくれているのだと思うと、何だか嬉うれしい。

「ありがとう」

　笑顔を向ければ、不動がハッと息を吞んだ。その顔に、戸惑いの表情が広がっていく。

「お、俺……仕事戻るからっ」

　そそくさと踵きびすを返した不動の背中を、里穂はしばらくポカンと眺めていた。が、やがて小さく肩をすくめると、目の前のカップに手を伸ばす。そっと口をつければ、ココアの甘みが舌したの上に広がった。同時に、冷えた身体からだに熱が沁しみ込んでいく。

　一緒に心まで温かくなった気がして、自然と笑えみがこぼれた。




「えっ？　これ、本当に着るんですか？」

　結婚式当日、白鳥に案内されて花嫁控ひかえ室に入った里穂は、そう言って目を瞬いた。

「もちろんです、奥様。今日のこの日のために、せっかく仕立てたのですから」

　いつもと変わらぬ笑みを浮かべ、白鳥が頷く。その隣には、一着のドレスが置いてあった。

　大きく開いた胸むな元もとに、ふんわりと広がる花びらのようなスカート。華やかさと可か憐れんさが調和する洗せん練れんされたデザインは、何とも美しい。純白の生地のあちこちにパールがちりばめられ、控えめながらも繊せん細さいな輝かがやきを放っている。見るからに高級そうな代しろ物ものだ。

（どう見ても、ウェディングドレスよね？）

　真っ白なドレスを見て、里穂はうろたえる。まさか、こんなものまで用意されているとは思わなかった。

　結婚式といっても、記念のお祭りのようなもの──そんな軽い気持ちでいたのに、これではまるで本物の結婚式みたいではないか。

「どうされましたか、奥様。何やら暗い顔をなさっていますが……このドレスは、お気に召めしませんでしたか？」

　白鳥に尋たずねられ、ぎくりとする。

「そんなことないです！　まさに理想のウェディングドレスって感じで素敵です、とっても！」

　ぶんぶんと首を振ると、白鳥は「さようでございますか」と再び笑顔を作った。

「では奥様、そろそろお支し度たくを。式に間に合わなくなってしまいますので」

　白鳥の合図で、部屋に控えていた女性スタッフが集まってくる。てきぱきと準備を進める彼女たちを見て、里穂は慌てた。

　どうしよう、これ……今さら断れない雰ふん囲い気きなんですけど？
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　柱に取りつけられた古時計が、ポーン、ポーンとレトロに時を告げる。

（もうこんな時間か……そろそろ、始まっただろうな）

　時計を見上げて、不動は小さく嘆たん息そくした。里穂と神子柴の結婚式は、今日の十四時からだったはずだ。

（って、何で気にしてるんだ、俺は）

　知らず知らずのうちに意識していたことに気づいて、苦笑を漏らす。行く気はないと言ったくせに、式の時間まで覚えているとはどれだけ未み練れんがましいんだ。

　彼女の幸せを願って「もう近づかない」と決めたのに──この前も、寒空の下で立ち尽くしている里穂を見かねてうっかり手を差し伸べてしまった。自分の意思の弱さに、つくづく辟へき易えきする。

　もう一度ため息をつくと、不動は掃そう除じを再開した。いつもは犬連れの客で賑わう『和ん子茶屋』も、今日は閑かん散さんとしている。街の人間のほとんどが、里穂たちの結婚式に参加しているのだ。

「ちょっと失礼する……っと、何だ君か」

　ふいに、背後でそんな声が響いた。視線を巡らせれば、店の入り口にダークグレーのスーツを着た男の姿がある。犬いぬ嫌ぎらいで有名な犬いぬ守もり市役所職員、岩瀬だ。

「何の用だ？」

　眉まゆをひそめて問いかけると、岩瀬が店の中を覗き込んだ。

「彼女はいないのか？　話をしたいんだが」

「……小谷なら、式場。今日、結婚式だから」

「結婚式!?」

　答えた途端、岩瀬が表情を変える。まさか、街全体がこれだけ盛り上がっている中で知らなかったのだろうか。

「犬と人間が結婚式だなんて──ありえない、今すぐやめさせないと！」

「やめさせるって……何も、そこまでしなくても」

　息巻く岩瀬に、不動は心底呆あきれた。いくら神子柴が嫌いでも、結婚式の妨ぼう害がいまですることはないだろうに。

「しかしこれは、本人の意思を無視して強要された結婚だ。そんなもの、見過ごせるわけがないだろう！」

「強要？　どういうことだ？」

「実は彼女、何か弱みを握られて無理やり結婚を迫せまられたらしくてな。とにかく、こうしてはいられない！　急がないと！」

「え、おい！　待て！」

　くるりと身を翻した岩瀬をとっさに引き止めたものの、不動はその場を動けなかった。

（小谷が、ミコシバさんに脅おどされて結婚した？）

　岩瀬の言葉を胸の内で反はん芻すうし、「ありえない」とすぐさま首を振る。あの神子柴がそんなことをするとは思えないし、思いたくもない。

　だけどもし、岩瀬の言うことが本当だとしたら──このままで、里穂は幸せなのだろうか。

　無意識に止めていた息を吐き出すと、不動は軽く頭を振った。それから手早くエプロンを外はずし、店の奥に向かって声を張り上げる。

「ちょっと、外します！」
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　シンプルながらも荘そう厳ごんな装そう飾しよくが施ほどこされたチャペルの中に、鐘かねの音ねが鳴り響く。

（やっぱりこれ、本物の結婚式……だよね？）

　白鳥と並んでバージンロードを歩きながら、里穂は辺りを見回した。色とりどりのステンドグラス、重厚なパイプオルガンの音色、集まった人々から向けられる祝しゆく福ふくの視線。何もかも、ドラマや映画で見たことがある結婚式そのものだ。

「奥様、そう緊張なさらなくても大丈夫ですよ」

　隣の白鳥が、小さく声をかけてきた。目を向ければ、優しくほほえむ老ろう執しつ事じの姿がある。

　曖あい昧まいに笑みを返すと、里穂は白鳥に気づかれないよう眉を寄せた。それほど緊きん張ちようしているわけではないが、どうも何かが引っかかっている。

　本当に、このまま結婚式を挙げてもいいのだろうか。そんな疑問が、さっきからずっと頭の中を巡っているのだ。

「待っていたぞ、里穂」

　神子柴の声に呼ばれ、ハッと我われに返った。足元に視線を落とせば、嬉しそうに尻尾を振っている神子柴の姿がある。

　シャンプーでふわふわになった毛並みと、首元には蝶ネクタイ。さらに今日は特別に仕立てたタキシード風の衣装を身に着けており、いつにも増して可か愛わいらしい姿だ。

「さあ奥様、どうぞ」

　いつの間にかバージンロードを歩き終えていたことに困惑していると、白鳥にそっと背中を押された。だが、里穂はどうしても足を踏ふみ出せない。今ここで神子柴の隣に並ぶのは、やはり何かが違う気がして──。

（だって私、まだ恋もしてないのに）

　そう気づいて、ようやく違い和わ感かんの正体がわかった。

　本来結婚式は、愛する人と結ばれるための儀ぎ式しきだ。運命の人と出会って、素敵な恋をして、数々の苦く難なんを乗り越えた末に結ばれる──なんて壮そう大だいなドラマまでは望んでいないが、神様の前で愛を誓ちかうなら、本当に好きな人の隣に並びたい。

　ふと、脳のう裏りに不動の顔が浮かんだ。不思議に思って、里穂は目を瞬く。どうして今、不動のことを考えてしまったんだろう？

「里穂？　どうしたのだ？」

　何も言わずに立ち尽くしている里穂を見て、神子柴が首を傾げた。つぶらな瞳ひとみに見つめられ、「うっ」と声を詰つまらせる。

（言えない……やっぱりやめようなんて、絶対言えないっ）

　足元からは無む邪じや気きな視線、背後からは祝福と羨せん望ぼうの視線。誰だれもがこの結婚式を楽しみにしているというのに、今さら「やめたい」なんて言えるわけがない。

　だけど、このままでは恋の一つもしないで結婚式を挙げることになってしまう。できればそれは回かい避ひしたいところだが──ああもう、どうすればいいの!?

　ヴェールが乱れるのも構わず、里穂は頭を抱えた。いっそ何もかも放り出して、この場から逃げ出したくなってくる。こういう時、マンガやドラマの世界なら素敵な王子様が現れて、花嫁を攫さらっていってくれるのに──。

「その結婚、ちょっと待ったああああああっ！」

「へっ!?」

　厳おごそかな空気を切り裂さいて響いた声に驚いて、里穂は背後を振り返った。その視線の先には、開け放たれた扉とびらの向こうに立つ二つの人影。まさか、本当に王子様が!?

「……って、岩瀬さんと不動くん!?」

　チャペルの入り口に立っていたのは、岩瀬と不動だった。この二人が一緒にいるなんて、どういう風の吹き回しだろう──というか、何故彼らはここにいるんだ？

　予想外の事態にポカンとしていると、岩瀬がつかつかと歩み寄ってきた。その後を、不動が慌てた様子で追いかけてくる。

「まったく、神しん聖せいな儀式をぶち壊こわしおって……私と里穂の結婚に、何か文もん句くでもあるのか？」

「大ありだ！　犬が人間を嫁にするだけでもふざけているのに、弱みを握って婚姻関係を結ぶなんて卑ひ怯きようだろう！　そんな結婚、認められるわけがない！」

　ビシリと指を突きつけ、岩瀬が叫さけぶ。チャペル中に響き渡る大声で糾きゆう弾だんされた神子柴が、不思議そうに首を傾げた。

「弱み？　もしかして、晴はる喜きが残した借──」

「わああ、違います！　それ、誤ご解かいですからっ！」

　口を開きかけた神子柴を遮って、今度は里穂が大声を上げた。こんなに大勢の人の前で、借金がどうのとか言わないでほしい。

「本当に、弱みを握られてるわけじゃなくて……ええと、あ、そうだ！　ミコシバさんは、突然いなくなった父の代わりに私を引き取ってくれたんです！　私、他に身寄りがないから、行くところもなくて！」

　とっさに思いついた言い訳を口にすると、岩瀬が怪訝そうに眉をひそめる。

「それは、事実なのか？　こいつと結婚して、君は本当に幸せだというのか？」

　まだ疑いの目を向けてくる岩瀬に、里穂ははっきりと頷いた。

　もしあの時、神子柴が結婚しようと言ってくれなかったら、今頃里穂は独ひとりぼっちだったに違いない。返す目め途どの立たない借金を抱えて、一人で途方に暮れていただろう。最悪、住む家さえ失っていたかもしれないのだ。

　でも今は、神子柴の嫁となったおかげで不自由のない生活を保ほ障しようされ、新たな友達もできて以前よりずっと賑やかな日々を送っている。

「私、この街に来てよかったと思ってます。だって、ここに来たことで不動くんや他のみんなに出会えたから」

　視線を向ければ、不動が目を瞠った。そのまましばし黙だまり込んでいたが、やがてふと表情を和やわらげる。

「なら、堂々としていればいい。誰が何と言おうと、小谷は『ミコシバさんのお嫁さん』なんだから」

　紡つむがれた言葉に、今度は里穂が目を丸くした。何故かまた、ちくりと胸が痛む。

「うん、そうだね……ありがとう」

　それに気づかないふりをしてほほえんで、里穂は静かに肩を落とした。
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「いやぁ、もうほんっと驚いたよね！　まさか、あの場で君が飛び込んでくるとは思わないじゃない!?　おかげで、笑いをこらえるのに必死だったよ！」

　不動の隣で、八や神がみが盛せい大だいに噴ふき出した。腹を抱えて笑い転げる幼おさな馴な染じみにげんなりとした視線を向けながら、不動は嘆息する。

「……別に、おまえを笑わせるために来たんじゃない」

　岩瀬と不動の乱入によって式は一時中断となり、再び準備を整えてから再開することになった。その待ち時間の間、不動は式場のロビーで八神と合流したのだが──顔を合わせた途端、この仕打ちだ。

「ま、わかってるけどさ。じゃあ君、一体何しに来たの？」

　ふと真ま面じ目めな顔になった八神に、不動は「え？」と目を瞬く。

「何って……あの人を、止めるために」

　里穂と神子柴の結婚式をやめさせると意気込んでいた岩瀬を止めるため、不動はここへ来た。それ以外の目的は、ないはずだ。

「えぇ？　絶対それだけじゃないでしょ。あのタイミングで現れるなんて、どう見たって『花嫁を奪いに来た本命男』でしかないじゃないか」

「う、奪うって……俺は、別にっ」

　さらりと告げられたとんでもない言葉を否ひ定ていし、慌てて首を振る。

「俺はただ、小谷とミコシバさんの邪じや魔まをされたくなかっただけで……第一彼女は『ミコシバさんのお嫁さん』なんだから、奪うなんて──」

「でも、ミコシバさんは小谷さんの父親に代わって彼女を引き取ったんだろ？　つまりそれって、保ほ護ご者しやってことだよね？」

　八神に言われ、不動は眉を寄せた。確かに先ほどそんな話をしていたけれど、何故今になってそれを持ち出してくるのだろう。

「だとしたら、尊たけるにもまだチャンスはあるんじゃない？　ここは、思い切って自分の気持ちを伝えてみるべきだと思うけど？」
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「気持ちを伝える……って、乙おと彦ひこ、何でそれっ」

　思わず受け流しそうになったが、はたと気づいて不動は慌てた。ちょっと待て、何で八神が里穂に対する不動の想いを知っているんだ!?

「何でって……気づかないわけがないだろ。わかりやすすぎるんだよ、尊は」

　再び笑い始めた幼馴染みに、不動は声を失う。まさか、そんなことまで見抜かれていたとは──羞しゆう恥ちと動どう揺ようで、頰ほおにカッと血が上る。

「で、どうするの？　尊は、このままでいいわけ？」

　赤くなった顔を見られないよう伏せていると、八神がそう問いかけてきた。そっと拳こぶしを握りしめ、小さく首を振る。

「でも、俺なんかが想いを告げたら、迷惑なんじゃ──」

「迷惑かどうかは、伝えてみないとわからないだろ？　それに小谷さんは、そんな〝尊なんか〟に気づいてくれたじゃないか」

　ハッとして、不動は顔を上げた。八神の言葉が、胸に沁み込んでいく。

　そうだ──里穂は、こんな自分に気づいてくれた。どんなに情けなくても、それを笑わず受け入れてくれた。だからこそ、不動は彼女に惹ひかれたのだ。

「お、俺……っ」

　その先を続けることさえもどかしく、急いで身を翻した。込み上げてくる感情に突き動かされるように、床ゆかを蹴けって走り出す。

　背後で幼馴染みが盛大に噴き出す気配がしたが、振り返ることなく不動は廊ろう下かを駆かけ抜けた。
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「ミコシバさーん？　もう、どこに行っちゃったの？」

　ドレスの裾をたくし上げて庭を歩きながら、里穂は一人呟いた。控え室に神子柴がいないことに気づいて捜さがしに来たのだが、その姿はどこにも見当たらない。もうすぐ式の準備も整うというのに、一体どこへ行ってしまったんだろう。

　ふと足を止め、ため息をつく。結局、結婚式をやめたいとは言い出せないままだ。

（でも……このままじゃ、ダメだよね）

　こんな気持ちのまま式を挙げても、きっといつか後悔する。だったら、今のうちにちゃんと話し合うべきではないか──そう心を決め、里穂は顔を上げた。となると、一いつ刻こくも早く神子柴を見つけ出さなくては。

「呼んだか、里穂？　私ならここにいるぞ！」

　その時、ふいに足元の茂しげみが揺ゆれて神子柴が顔を出した。思わず「わっ」と悲鳴を上げて、数歩後ずさる。

「み、ミコシバさん！　こんなところで、何してたの？」

「決まっているだろう、探検だ。ここに来るのは初めてだからな、しっかり偵てい察さつしておかねばなるまい！」

　そう言って胸を張った神子柴の全身には、枯れ葉やら小枝やらが大量にくっついていた。探検するのは構わないが、もう少し状況を考えてほしい。

「こんなに汚よごしちゃって……せっかくの衣装が台無しじゃない」

　苦笑を浮かべつつ、神子柴の前にしゃがみ込む。あちこちにくっついた落ち葉を取ってやろうと手を伸ばした時、「里穂」と神子柴に呼ばれた。

「君は今、本当に幸せなのか？」

「へっ？　どうしたの、急に」

　唐突な問いに、里穂は目を瞬く。いきなり何を言い出すんだろうと眉をひそめたが、神子柴は妙に真面目な顔つきでこちらを見つめている。

「もちろん、幸せだよ。私、ここに来てよかったって心から思ってるもん」

「そうか……ならば里穂、この結婚はなかったことにしよう」

「ええっ!?」

　思わず、耳を疑った。今の会話の流れで、何故いきなりそうなるんだ!?

「ちょっと待ってよ、そもそも借金はどうするの!?　それがある限り、私は……」

「借金なら、そのうち返してくれればいい。屋台で飲み代、二万四千八百二十六円──そう大した額ではないだろう？」

「なっ……」

　告げられた事実に、里穂は一いつ瞬しゆん言葉を失う。が、すぐに気を取り直して神子柴に詰め寄った。

「ど、どういうこと!?　私、てっきりもっと莫ばく大だいな額なのかと思ってたのに！」

「たかが屋台の飲食代で、そこまでバカ高い金額になるわけがなかろう。一緒に飲んでいたのも時々だったしな」

「だったら、初めに言ってよ……」

　がっくりと肩を落として、盛大にため息をつく。借金のことを知った時に金額を確認しなかった里穂も悪いが、教えてくれなかった神子柴も意い地じ悪わるだ。

「だが、借金が大した額ではないと知ったら、里穂は私と結婚してくれなかっただろう？」

「それは……」

　確かに、神子柴の言う通りだ。父の借金が巨額なものではないとわかってしまったら、きっと里穂は遠えん慮りよして神子柴の元に残らなかったと思う。

「晴喜がいなくなったと聞いた時、私は一人残された君のことが心配でならなかった。だから、どんな手を使ってでも里穂をここに連れてきたかったのだ」

「ミコシバさん……」

　ぽつりと呟かれた言葉に、胸の奥が熱くなる。知らなかった──まさか、神子柴がそんな風に里穂のことを考えてくれていたなんて。騙だますような形でこの街に連れてきたのも、強引に結婚を迫ってきたのも、すべて里穂のためだったのか。

「だが、里穂が借金を盾にした結婚を嫌がっているのなら、これ以上無む理り強じいはしない。この前、そう約束したからな」

　そう言って、神子柴が目を伏せた。ひどくしょんぼりとした姿を見ていると、何だかいたたまれない気分になる。

「ミコシバさん。私、本当にミコシバさんと結婚したのが嫌なわけじゃないよ。だって──」

「小谷！」

　言いかけた時、覚えのある声に呼ばれた。振り返れば、こちらに駆け寄ってくる不動の姿が見える。

「不動くん!?　どうしたの？」

　目を丸くして立ち上がり、里穂は不動へと向き直った。里穂の前で足を止めると、不動は一つ息をついてからゆっくりと口を開く。

「小谷、話がある」

「話？」

「俺じゃ、ダメか？」

「へっ？」

「俺が、小谷を幸せにする。絶対、一人になんかさせない。だから──」

「ま、待って待って！　話が全然見えないんですけど!?」

　一気に畳たたみかけてくる不動を、慌てて止めた。まったく、神子柴といい不動といい、話の展開が突然すぎる。

「とにかく落ち着いて、まずは言いたいことを整理して？」

　宥なだめるように声をかけると、不動が「言いたいこと……」と呟いて何やら思案し始めた。が、すぐに心得たように顔を上げ、まじまじと里穂を覗き込む。

「小谷が、好きだ」

「はいぃっ!?」

　不動の口から飛び出した言葉に、里穂は素すっ頓とん狂きような声を上げた。いきなり何を言い出すんだ、この人は！

「す、す、好きって……」

「小谷は、嫌か？　俺なんかが『好きだ』と言ったら……迷惑か？」

　いつになく真剣な表情で、不動が問いかけてくる。力強い眼まな差ざしに射い抜ぬかれ、里穂は息を吞んだ。一いつ拍ぱく遅れて込み上げてきた驚きと羞恥で、頰がカッと熱くなる。

（い、いきなり『好きだ』って言われても……どう返事をすればいいの？）

　十六年の人生で、男の子からそんなことを言われたのは初めてだ。しかも、こんな時にこんな場所で告白されるなんて──何もかも唐突すぎて、気持ちの整理が追いつかない。

　だけど、一つだけはっきりと言えるのは。

「べ、別に迷惑なんかじゃ──」

「ふむ。話とやらは聞かせてもらったぞ、小こ僧ぞう」

　ない、と続けようとした里穂を遮って、そんな声が響いた。同時に、ドレスの陰かげから神子柴がひょっこりと顔を出す。

「う……うわああああああああああああっ！」

　途端に不動が悲鳴を上げ、勢いよく後ずさった。だが、いくらも行かないうちに足をもつれさせて尻しり餅もちをつく。

「み、み、み、ミコシバさん!?　いつの間にっ」

「さっきからずっとここにいるぞ。おまえが気づかなかっただけだろう」

　しれっと放たれた神子柴の言葉に、不動が青ざめる。それを見た神子柴が小さく鼻を鳴らし、里穂の前に出た。

「ところで小僧、今の言葉は本当か？」

「えっ？」

「里穂が好きだというのは、本当なのかと聞いているんだ」

　目を細めた神子柴が、低く不動に問いかける。ゆらりと尻尾を立てる姿は、何とも言えない威い圧あつ感かんがあった。

「い……いや、その、さっきのはっ……」

　神子柴に迫られ、不動が「うっ」と声を詰まらせる。

「ええい、はっきりしない奴やつめ！　そんな様子では、安心して里穂を託たくすこともできんではないか！」

　痺れを切らしたように、神子柴が叫んだ。里穂と不動は、揃そろって目を丸くする。

「ミコシバさん、それどういう意味？」

「離婚するなら、確実に里穂を幸せにしてくれる人間に後を任せようと思ったのだ！　だが、どうやらこの小僧には頼めそうにないな……他の奴を探すか」

「ま、待ってくれ！　ミコシバさんっ！」

　くるりと身を翻した神子柴を、不動が呼び止めた。迷惑そうな顔で振り返った神子柴の前に回り込むと、不動は勢いよく両手をついて頭を下げる。

「お……奥さんを、俺にください!!」

「えええええっ!?」

　またしてもとんでもないことを言い出した不動に、里穂は驚きよう愕がくの声を上げた。何そのお昼のメロドラマみたいなセリフ、めちゃくちゃ恥はずかしいんですけど!?

「俺はこんなだけど……でも、小谷を幸せにしたいと思ってる！　本当に、好きなんだ！」

　羞恥に悶もだえる里穂に構わず、不動が叫ぶ。何の衒てらいもなく放たれた直球の言葉に、里穂はますます顔を赤くするが。

「私のお尻よりもか？」

「う……そ、それはっ」

「そこは悩まないでよっ!!」

　途端にぐらついた不動に、思わずツッコミを入れた。尻を引き合いに出す神子柴も神子柴だが、そこで悩む不動もどうなんだ。

「いや、その、違っ……ミコシバさんは誰からも愛されていて、俺にとっても憧れで、確かに尻は魅み力りよく的てきだけど、それは別の意味の『好き』であって……とにかく、俺が本当に好きなのは小谷なんだ！」

　抗こう議ぎの視線を向けていると、不動が必死に弁明し始めた。だが、慌てすぎて言いたいことがまとまらないのか、内容が散らかりまくっている。

（あれ？　そういえば不動くんって、パニックになると言いたいことと実際言ってることが正反対になるんだっけ？）

　ふと思い出し、里穂は考え込む。ということは、今までの発言もまったく逆の意味になるわけで。

（つまり、不動くんが本当に好きなのは──ミコシバさんってこと？）

　そう気づいて、乾いた笑みをこぼす。何だか、一人で盛り上がっていた自分がバカみたいだ。

「ん？　どうした、里穂」

「……何でもない。それより、ミコシバさん」

　軽く頭を振って、里穂は神子柴の前にしゃがみ込んだ。

「私、離婚なんてしないよ。だって、ここが今の私の居場所だもの……だから、これからも『ミコシバさんのお嫁さん』でいてもいい？」

　静かに問いかけると、神子柴が目を瞠った。そのまましばらく黙り込んでいたが、やがてパッと表情を輝かせる。

「そうか！　ならば、さっきの話はナシだ！　そうと決まれば、行くぞ里穂！　式が始まってしまうからな！」

「えっ……あ、ちょっと待って、ミコシバさん！」

　軽かろやかに身を翻した神子柴に、里穂は慌てた。そういえば、すっかり忘れていた！

「小谷！」

　急いで神子柴の後を追おうとしたが、不動に呼ばれて足を止める。振り返れば、何か言いたげな顔で不動が里穂を見つめていた。

「さっきはありがとう、不動くん。好きだって言ってくれて、嬉しかった……たとえ、反対の意味でも」

「え、反対……？」

　不思議そうに目を瞬かせた不動に、里穂は頷く。

「うん。だって、不動くんが本当に好きなのはミコシバさんでしょ？　そして私は、そのミコシバさんのお嫁さん。だから、これからもよろしくね──友達として」

「反対って、そういうことか……」

　低く呻うめいて、不動ががっくりと肩を落とした。何か、落らく胆たんさせるようなことを言っただろうか。

（結局、不動くんにとって私はミコシバさんの一番近くにいる友達だけど……今は、このままでもいいかな。だっていつかは、『反対』じゃなくなる日がくるかもしれないし）

　そんなことを考え、里穂は驚く。一体、自分は何を望んでいるのだろう。「反対」じゃなくなる日がくるということは、つまり──。

「……よろしくするつもりは、ない」

　里穂の思考を遮って、不動がぼそりと呟いた。その顔が少々むくれているように見えるのは、気のせいだろうか。

「どうやら、まだまだ先は長そうだな。まあ、それまで里穂は私の嫁でいてくれることだし、気長に待ってやってもいいぞ」

　いつの間にか戻ってきていた神子柴が、里穂の足元で声を上げた。視線を落とせば、勝ち誇った顔で尻尾を揺らしている柴しば犬いぬの姿がある。

　神子柴の言葉がわずかに引っかからなくもないが、まあいいか。いずれその意味がわかる時がくるだろうし、今はあまり深く考えないでおこう。

　気持ちを切り替えると、里穂は笑顔を浮かべた。




『ミコシバさんのお嫁さん』としての里穂の生活は、まだこれからも続きそうだ。
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　初めまして、あるいはお久ぶりです。結ゆい都とせとです。

　このたびは『ミコシバさん　柴しば犬いぬのお嫁よめさん、はじめます。』をお手に取っていただき、ありがとうございます。しゃべる柴犬と女子高生の結婚生活、いかがだったでしょうか？

　とはいえ、新しん婚こんほやほやの甘い展開はほぼ皆かい無む、ひたすらお尻しりをもふりながら時々不良を手て懐なずけていくだけですが……もふもふ度は高めですので、ぜひご堪たん能のうください！




　本作は『pixiv mint!』にて連れん載さいされていたお話に加筆修正をし、書き下ろし短編を加えて書籍化したものです。企画当初のプロットではもっと真ま面じ目めでとにかく長かったのですが、それはちょっと違うだろうということでほのぼのコメディへと方向転てん換かんしました。

　途中でさすがにこれはどうなんだ、と思う場面もありましたが、「暴ぼう走そうしたら止めますので、思いきりはっちゃけていいですよ！」とおっしゃってくださった担当様に止められなかったので大丈夫なのだと思います──たぶん。




　さて、ここからはお世話になった方々へのお礼を。

　イラストを担当してくださった、ぽぽるちゃ先生。初めてラフを拝はい見けんした時、思わず「もふりたい！」と叫んでしまったほど愛らしいミコシバさんをありがとうございます！　表紙も挿さし絵えもどれも本当に素す敵てきなのですが、一番のお気に入りは第五話のツッコミシーンです。不ふ動どうくん、可か愛わいい……。

　いつも的確なアドバイスとツッコミをくださる担当様。前作に引き続き、懇こん切せつ丁てい寧ねいなご指し導どうをありがとうございました。止めるどころか全力で背中を押していただき、いろんな意味で助かっております。これからも、どんどん押しちゃってください。

　校正様、デザイナー様をはじめとする、この本に携たずさわってくださった方々。皆みな様さまのお力ちから添ぞえにより、こうして無事出版することができました。ありがとうございます。

　そして、最後まで読んでくださった読者様。犬好きの方はもちろん、そうでない方にも楽しんでいただければ幸いです！




　それでは、またお会いできることを祈って。





結都せと　　
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　日曜日といえど、神み子こ柴しば邸ていの朝は早い。

　部屋の外から漂ただよってくるいい匂においにつられ、里り穂ほは目を覚ました。二度寝しようかとも思ったが、せっかくなのでこのまま起きることにする。

「おはようございます、奥様。休日だというのに、ずいぶんと早いですね。今日は何かご予定でも？」

　着替えを済ませて厨ちゆう房ぼうに顔を出すと、朝食の準備をしていた白しら鳥とりがそう尋たずねてきた。

「いえ、何だか目が覚めちゃって。ところで、ミコシバさんは？　居間にはいなかったみたいですけど」

　ここへ来る途中で居間にも顔を出したのだが、神子柴の姿はなかった。いつもなら、朝からテレビに張りついてニュースをチェックしているのに。

「旦だん那な様さまなら、朝のお勤つとめに行かれましたよ」

「お勤め？」

「地主のお仕事でございます。街を治める者として、旦那様は様々な業務をこなしていらっしゃいますので」

「えっ、ミコシバさん、ちゃんと働いてたんだ」

　感心したように呟つぶやくと、白鳥が「もちろんです」と頷うなずいた。地主とはいえ、犬である神子柴がきちんと働いていたとは驚きだ。今まで仕事をしている姿を見たことがなかったし、てっきり一日中家でごろごろしているものだと思っていたのだけど。

「あの、ミコシバさんの仕事って何なんですか？　地主ってことは、土地を管理してるんですよね？」

　途と端たんに興味が湧わいてきて、里穂は白鳥に問いかける。地主の仕事と言われても、何をするのかまったく想像できない。そもそも、神子柴がどうやってそれをこなしているのかも謎なぞだ。

「おっしゃる通り、地主の仕事は土地を管理することです。とはいえ、その内容は多た岐きにわたり、一言で説明するのは難しいかと……ちょうどよい機会ですので、奥様ご自身の目で確かめられてはいかがでしょう？」

「いいんですか？　でも、ミコシバさんの邪じや魔まになるんじゃ……」

「大丈夫ですよ。それに、奥様が地主の仕事に興味をお持ちだと知ったら、きっと旦那様も喜ばれます」

　穏おだやかに笑う白鳥を見て、里穂も頰ほおを緩ゆるめる。思えばこれは、里穂が知らない神子柴の姿を見ることができるチャンスだ。神子柴が帰ってきたら、さっそく話をしてみよう。




「いやあ、まさか里穂が私の働く姿を見たいと言ってくれるとはな！」

　白鳥が運転する車の中、里穂の隣に座る神子柴が嬉うれしそうに声を上げた。背中にくるりと巻まいた尻尾しつぽが、上じよう機き嫌げんにパタパタと振られている。

「地主の仕事など、若い子には興味がないと思っていたから実に嬉しいぞ」

「そんな大げさな……私はただ、普ふ段だんミコシバさんが何をしているのか気になっただけだよ」

　おっさんくさい神子柴の発言に、里穂は苦笑した。興味本位でついてきただけなのだが、何な故ぜかずいぶんと喜ばれてしまっている。

「だが、里穂が私のことを知ろうとしてくれているのは事実だろう？　ならば、全力でそれに応こたえねばなるまい。よし、今日はちょっと張り切るとするか！」

　いそいそと、神子柴が愛用のタブレットを首に提さげる。それだけで、デキる男のように見えてくるから不ふ思し議ぎなものだ──犬だけど。

　その時、車が静かに停止した。運転席から降りた白鳥が、「着きましたよ」とドアを開けてくれる。

「さあ里穂、行こうか。ここが私の職場だ」

「職場って……ここ、公園だよね？」

　一足先に外に出た神子柴に続いて、里穂は首を傾かしげる。神子柴と共にやってきたのは、犬いぬ守もり市し内ないにある公園だった。

　日曜日の昼下がり、街の人々のふれあいと憩いこいの場として開放されているこの公園は、遊びに来た家族連れやデート中のカップル、犬の散歩をする飼かい主ぬしなどで賑にぎわっている。

　公園が職場って──一体、どういうこと？

「今日は、ここで視察を行う」

「視察？」

「この公園に来ている人から直接話を聞いて、街の現状を調査するのだ。この土地に住む人々の声に耳を傾かたむけるのも、地主の仕事だからな」

「そっか。ここなら人がいっぱいいるし、いろんな意見が聞けそうだね」

　なるほど、とようやく里穂は納得する。確かにここは、街の人たちの話を聞くにはもってこいの場所だろう。

「よし、ではさっそく声を──」

「あ！　見て、ミコシバさんよ！」

　言いかけた神子柴を遮さえぎって、どこからともなくそんな声が聞こえてきた。見れば、神子柴の姿に気づいた人たちがこちらに視線を向けてきている。

「すごい、本物のミコシバさんだ！　今日も可か愛わいらしいわ！」

「奥様もご一緒みたいよ。二人並ぶと可愛さも倍増ね！」

「写メ撮とらせてもらえるかな？　ぜひあの姿を写真に収めたい！」

「きゃああああ、ミコシバさん、こっち向いてー！」

　神子柴の声をかき消すほどの歓かん声せいと共に、人の波が押し寄せてくる。それを見て、里穂はギョッとした。何か、とてつもなく嫌いやな予感がするんですけど!?

「い、いかん！　里穂、逃にげるぞ！」

「えっ……えええっ!?」

　神子柴にスカートの裾すそを引っ張られ、慌あわてて踵きびすを返す。背後に迫せまりくる異様な熱気から逃のがれようと、里穂は一目散に駆かけ出した。




　公園の外はずれまでやってきて、里穂たちはようやく足を止めた。

「ここまで来れば、もう大丈夫だろう」

　辺りを見回して、神子柴が一つ息をつく。周囲に里穂たち以外の人影はなく、時折吹き抜けていく風が木々の梢こずえを揺ゆらしていた。

「相変わらずすごい人気だね、ミコシバさん」

　呼吸を整えながら、里穂はため息交じりに呟いた。街の守り神として敬うやまわれ、アイドルのような存在でもある神子柴が人前に出ればこうなることはわかっていたが──毎度これでは、仕事にならないのではなかろうか。

「この私のあふれんばかりの魅み力りよくに、人々が心奪われるのは当然だからな……とはいえ、あの様子では話を聞くどころではなさそうだ」

「じゃあ、今日は終わり？」

「いや、別の仕事がある」

「別の仕事？」

「パトロールだ。この周辺に、アヤシイ奴がいないか見回りをする！」

　言うなり、神子柴が近くの茂しげみに頭を突っ込んだ。

「み、ミコシバさん!?　何やってるの？」

「この公園には、毎日いろんな奴が来るからな。私の縄なわ張ばりに誰だれか侵入していないか、しっかり調べておかないと！」

　意い気き揚よう々ようと、神子柴が辺りを嗅かぎ始めた。一いつ生しよう懸けん命めい鼻をひくつかせている姿は真剣そのものだが、どう見ても散歩中に地面の匂いを嗅ぎ回っているわんこにしか見えない。

　というか、これ、パトロールじゃなくてただのお散歩だよね？

「ん？　何やら不ふ穏おんな気配がするぞ……これは、事件の匂いだ！」

「不穏な気配？　事件？」

　神子柴の口から飛び出した物ぶつ騒そうな言葉に、思わず眉まゆをひそめる。こののどかな田舎いなか街まちで事件だなんて、にわかには信じられない。

　だが、神子柴は表情を険けわしくして周囲の様子を探さぐっている。それを見た里穂は、ごくりと唾つばを飲んだ。

「心配するな、里穂。どんな事件だろうと、この私がすぐに解決してやる……む、さっそくアヤシイ奴を発見したぞ！」

「えっ、どこ!?」

　急いで神子柴の視線の先を追うと、少し離れた茂みの陰かげにうずくまっている人影が見えた。こちらに背を向けてしゃがみ込み、もぞもぞと動いている姿は確かにアヤシイ。あんなところで、一体何をしているんだろう。

「私の目の前で犯行に及ぶとは、いい度ど胸きようだ！　街の平和を脅おびやかす不届き者め、この私が直じき々じきに捕つかまえてやる！　覚かく悟ごしろ！」

「えっ!?　ちょっと待って、ミコシバさん！」

　勢いよく飛び出した神子柴が、イノシシのごとく突進する。慌てて止めようとしたものの、すでに遅い。あっという間に距離を詰つめた神子柴が、不ふ審しんな人影に躍おどりかかった。

「うわああああああっ！」

　途と端たんに、盛せい大だいな悲鳴が上がる。驚いた様子で振り返った相手の顔を見て、里穂は目を瞠みはった。

「って、不ふ動どうくん!?」

　茂みの陰にかがみ込んでいたのは、里穂もよく知っている少年──不動だった。背後から神子柴にのしかかられた不動はしばらく硬こう直ちよくしていたが、里穂の声で我われに返ったのか、ゆっくりと瞬まばたきをする。

「こ、小こ谷たに……と、ミコシバさん？」

「こら小こ僧ぞう、私をおまけみたいに言うではない！　失礼な奴め！」

「えっ!?　いや、別にそんなつもりじゃ……」

「それより、ここで何をしていたのだ？　私が治めるこの街で、まさか犯罪を行おうとしていたのではあるまいな!?」

「犯罪って……ち、違う！　俺はただ、この子を保ほ護ごしただけでっ」

　神子柴に詰め寄られ、不動がぶんぶんと頭を振った。その胸むな元もとで、「みゃあ」という声がする。一いつ拍ぱくの間を置いて、不動の腕うでの隙すき間まから白い毛の塊かたまりがひょっこりと顔を出した。

「わぁ、可愛い猫ねこちゃん！　不動くん、この子どうしたの？」

　不動に抱かかえられた猫を見て、里穂は感かん嘆たんの声を上げる。真っ白な毛並みに覆おおわれた身体からだはまだ小さく、どうやら子猫のようだ。灰色がかった青い瞳ひとみと、愛あい嬌きようのある顔立ちがなかなかに可愛らしい。

「さっき、そこの茂みの下でうずくまってるのを見つけて……たぶん、迷子だと思う」

　腕の中の子猫を見下ろした不動が、困ったように眉を寄せた。よく見れば、子猫の首には赤い首輪がついている。不動の言う通り、どこかの家庭で飼われているのだろう。

「じゃあ、早く飼い主さんを見つけてあげないと。きっと心配してるよ」

「ああ……でも、どうやって捜せばいいものか──」

「そういうことなら、この私に任せてもらおう！」

　今まで黙だまっていた神子柴が、突然会話に割り込んできた。視線を落とすと、誇ほこらしげに胸を張る神子柴の姿がある。

「迷子の子猫を助けるのも、地主の仕事だからな。それに、探し物は私の得意分野だ！」

「あ、そっか！　ミコシバさん自じ慢まんの鼻で匂いを辿たどって──」

「ＳＮＳの犬守市公式アカウントを使って街中に呼びかければ、飼い主もすぐに見つかることだろう！」

「またハイテクかっ！」
















　首から提げたタブレットを掲かかげてドヤ顔をする神子柴に、思わず突っ込んだ。前足で器用にそれを操そう作さし始めた神子柴を見て、里穂は軽くため息をつく。

　そこは、ぜひとも自慢の鼻を使ってほしいところだ。




　それから数十分後──。

「あの、本当にありがとうございました！」

　目に大粒の涙を浮かべた若い女性が、里穂の前で深々と頭を下げる。

「私の不注意でこの子を逃がしてしまって、すぐに捜しに出たんですけど見つけられなくて……もし、この子に何かあったらどうしようって気が気じゃなかったんです！」

　涙で声を詰まらせながら、女性が言った。その腕には、真っ白な子猫が大切そうに抱えられている。

　ＳＮＳの犬守市公式アカウントで呼びかけたところ、神子柴が投とう稿こうした情報はあっという間に拡散された。ものの数分で市内を駆け巡めぐり、思いのほか早く飼い主の元まで辿たどり着いた──まではよかったのだが。

「でもこうして無事に見つけていただいて、ミコシバさんご夫ふ妻さいには感謝してもしきれません！　本当に、何とお礼を言ったらいいか……」

　再び頭を下げられ、困こん惑わくする。どうやら、思いきり勘かん違ちがいされてしまっているようだ。

「礼には及ばんぞ。この街を治める者として、当然のことをしたまでだ」

「ちょっと、ミコシバさん！」

　何食わぬ顔で手て柄がらを横取りしようとする神子柴を睨にらみ、里穂は所在なさげに立っている不動の腕を取った。

「あの、違うんです！　この子を見つけたのは私たちじゃなくて、不動くんで……ほら、不動くんも何か言って！」

「え、俺？」

　そう言って促うながすと、不動が驚いたような顔をする。しばらく眉み間けんにしわを寄せて考え込んでいたが、ようやく言いたいことがまとまったのか、ゆっくりと口を開いた。

「じゃあ、一つだけ──」

「ほ、本当にありがとうございました！　後日、改めてお礼に伺うかがいますので！」

　不動に声をかけられた女性が慌てた様子で身を翻ひるがえし、そのまま逃げるように去っていく。

「怖がらせてしまった……子猫のことで、一言アドバイスしようと思っただけなんだが」

　言葉をかける相手を失った不動が、がっくりと肩かたを落とした。

「せっかく、『和わん子こ茶ぢや屋や』でバイトを始めたのに……これじゃ、昔と何も変わってない」

「そんなことないよ！　不動くん、前よりずっと話しやすくなったし、ちゃんと成長してるって！」

　急いでフォローを入れたものの、不動の表情はどんどん暗くらくなる一方だ。周囲に広がり始めた重い空気に、里穂は焦あせった──その時だった。

「まあ、そう気を落とすな。少なくとも、あの子猫にはおまえの気持ちがちゃんと伝わっていたぞ」

「え？」

　ふいに響ひびいた言葉に、里穂は目を丸くする。足元に視線を落とすと、ジッと不動を見上げる神子柴の姿があった。

「あ……そっか、ミコシバさんには猫の言葉がわかるのね！」

「いや、ただの推すい測そくだ」

「推測かっ！」

　しれっと言い放った神子柴に、全力でツッコミを入れる。まったく、思わせぶりなことを言わないでほしい。

「だが、あの子猫が心強かったのは確かだぞ。知らない場所で迷子になるのは、とても不安なことだ。そんな時、優しく手を差し伸べてくれる相手がいれば、自然と安心できるものだろう？」

　諭さとすような口く調ちようで、神子柴が続けた。それを聞いた不動の表情が、かすかに和やわらぐ。

「つまり、わかる者にはわかるということだ。なぁ、里穂」

「え？　あ、うん」

　ふいに話を振られて戸と惑まどいつつも、里穂は頷いた。不動が本当は心優しくて、誰よりも温かい人間だということは、言われるまでもなくわかっている。

「大丈夫。私も不動くんのこと、ちゃんとわかってるから。それに私、不動くんのそういう不器用なところ、好きだよ」

　里穂の言葉に、不動が息を吞のんだ。その頰が、みる間に赤く染そまっていく。

「こ、小谷……今のっ」

「あ、違うの！　別にバカにしてるわけじゃなくて……不器用な男の子って、何だか可愛いなって思っただけで」

　気に障さわってしまっただろうか、と慌てて弁明する。考えてみれば、「可愛い」と言われて喜ぶ男の子はあまりいないような──特に不動は初対面の相手に怖がられるほど精せい悍かんな容姿をしているし、かなり失礼な発言だったかもしれない。

　不動はしばしポカンとしていたが、やがて力なくその場に膝ひざをついた。

「あの、ごめん……傷つけちゃった？」

「謝ることはないぞ、里穂。この小僧が勝手に勘違いして舞まい上がっていただけだからな」

　里穂の足元で、勝ち誇った顔をした神子柴が言う。

「〝好き〟だの〝可愛い〟だのと言われて有う頂ちよう天てんになっていたのだろうが、残念だったな。里穂に好かれるのも、可愛いと言われるのも、夫であるこの私なのだ！」

　堂々と胸むねを張る神子柴に、不動が「ぐっ」と声を詰まらせた。悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ姿を見ていると、何だか申し訳なくなってくる。

「もう、ミコシバさんてば……さっきは、不動くんのこと励はげまそうとしてくれたくせに」

「悩める青少年にアドバイスをするのも地主の仕事ではあるが、それとこれとは話が別だ！　妻に寄りつく悪い虫を、放っておくわけにはいかんからな！」

　きっぱりと言い切った神子柴に、里穂は呆あきれた。悪い虫って──何だ、その過か保ほ護ごな父親みたいな発言は。

「小谷」

　地面に座り込んだままの不動が、ぼそりと里穂を呼んだ。

「俺、努力する……小谷にもっと、可愛いって思ってもらえるように」

　まっすぐにこちらを見上げて、不動が言った。それを聞いた里穂は一瞬頷きかけたが、ふと気づいて「ん？」と首を傾げる。

　努力する方向が、微妙に違う気もするけど──まぁ、いいか。目標ができたのは、きっと悪いことではないだろう。

「わかった。期待しておくね」

　新たな決意をにじませる不動に、里穂も笑顔を返した。




　そういえば、神子柴が何の仕事をしているのか結局わからずじまいだと気づいたのは、その夜遅くになってのことだった。
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結都せと

Seto Yuito




もふもふ、いいですよね。

犬派か猫派かと問われると、悩んだ末に「どっちも好きです！」と答える優柔不断人間ですが、もふもふに派閥はないと思っています。もふもふしていれば、毛ガニにさえときめきます！

……え、ときめかない？










イラスト

ぽぽるちゃ

Poporucha




「犬派ですか？　猫派ですか？」

このお仕事をいただいた時の担当さまからの質問でした。答えは「どっちも！」

モフモフした動物が大好きバンザイなので本作『ミコシバさん』は挿絵を描かせていただいていて幸せです♪

近所でも柴犬を見かけるとつい目で追ってキュートなお尻を見つめてしまいますね。

モフモフは正義[image: ]
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ミコシバさん




柴しば犬いぬのお嫁よめさん、はじめます。








結ゆい都とせと
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